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2はじめに

現・事業受託業者である博報堂は、
平成18年度後期を、「チーム･マイナス６％」３ヵ年計画・後半のキックオフとして位置づけ、
ここまでの活動で得た知見とネットワークを最大限に活かした事業戦略をご提案します。

2006年の「チーム･マイナス６％」は、
２年目の展開となる「COOL BIZ」がますます企業に浸透しつつあるほか、

今年から新たに始めた「ふろしきやマイバッグの利用」「エコ製品への買い替え」の促進においても、
多くの方々のご協力も得て、その理解･浸透は順調に進んでいます。

また、チーム員登録に関しても、個人はもちろん企業・団体のご協力をいただき
４月からの約４ヶ月で、既に昨年１年間で得た倍以上もの登録数に迫るチーム員を獲得するに至っています。

しかし、本当のゴールは、国民一人一人が健全な危機意識を持って自主的に取り組んでくれるようになること。

そのために博報堂は、この平成18年度後期の６ヶ月間を、
平成20年から始まる温室効果ガス計測開始に向けた、「チーム･マイナス６％」３ヵ年計画・後半のキックオフとして位置づけ、

「WARM BIZ」をはじめとする取組を促進する様々な企画はもちろんのこと、
それだけにとどまらない、中長期的な見地に立った新たな企画もご提案したいと思います。

前期のご提案時にも申し上げましたが、現･事業受託者である我々でしかわからない「国民運動」化の成功のポイントは、
“気づき”を与える広報活動もさることながら、その“気づき”を「実践」に移しやすくする環境づくりです。

そこで、博報堂は、ここまでの活動で得た知見とネットワークを最大限に活かし、
今回も“最も効果的”にして、“最も現実的”な事業戦略および実施計画をご提案いたします。

対応体制に関しても、私を委員長とする全社プロジェクト「チーム･マイナス６％推進委員会」を核に
博報堂ＤＹグループを挙げて万全の態勢で臨みます。

どうか、私ども博報堂の「考え方」と「取り組み姿勢」をご理解いただき、
引き続き平成18年度後期も、事業推進のパートナーとしてお選び下さいますようお願い申し上げます。

㈱博報堂 代表取締役社長
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① 平成18年度後期：地球温暖化防止大規模「国民運動」推進事業の提案書

平成18年度前期迄の事業受託業者の責務として
３ヵ年の下期のスムーズな事業開始を実現すべく
既に一部団体との交渉・協議を始めております。

ここでは、その進捗状況を交えながら
効果的で現実的な企画をご提案します。



ア) 全体計画

※今回のご提案は実現性を十分考慮して企画しておりますが、本企画書に記載されております「特定団体名」「個人名」等につきまし
ては、提案内容をご説明する上での『想定』であり、当該団体・個人についての交渉、本人確認等は全て行っているわけではありません。
情報公開の際には、あらかじめこの点をご留意下さいようお願い申し上げます。



1.本事業の趣旨・目的について
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1-1：平成18年度の「国民運動」の目的

昨年２月に京都議定書が発効し、我が国に対しては６％削減約束の法的拘束力が生じることとなっ

た。全ての国民が原因者である温室効果ガスの６％削減約束の達成のためには、産業部門のみなら

ず、排出量が大幅に増大している運輸部門、業務の他部門、家庭部門の排出量を大幅に削減す

る必要がある。

地球温暖化対策は、国民一人ひとりの着実な取組の実践なしには解決しえない課題であることから、

政府では経済界を始めとする各界と連携しながら、テレビ、ラジオ、新聞、雑誌、街頭・電車内ポス

ター、webサイト等を効果的に用いて、温暖化の危機的状況と具体的な温暖化防止行動の実践を

促すキャンペーンを実施することにより、最大限の普及啓発効果を発揮させる地球温暖化防止大規

模「国民運動」推進事業（以下「国民運動事業」という。）を、「チーム・マイナス６％」の名称で平成１

７年度から実施しているが、平成１８年度（後期）も引き続きこの国民運動事業を実施する。

この国民運動事業は、地球温暖化問題に対する国民の関心は高いものの、具体的な温暖化防止

行動の実践には至っていない現状を打開するため、ライフスタイル・ワークスタイルを変革し、国民一人

ひとりに温室効果ガス削減の行動をとってもらい、実際に温室効果ガスを削減することが目的である。

※平成18年度地球温暖化防止大規模「国民運動」推進事業 基本仕様書より（平成18/7/28)
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1-2：現状認識と、国民運動二年目後期の狙い ①

「行動する受け手」の顔が見えてきた３ヶ年計画の折り返しは、受信者主義の国民運動へと「継続と進化」

「チーム・マイナス６％」は「国民運動」と銘打ってはいますが、ただ漠然と不特定多数に広報をするのではなく、

取り組みごとにターゲットとタイミングを明確にし、情報露出を最大化することで、行動を喚起する方法を取ってきました。

その結果、企業・団体連携から様々な取り組みが生まれ、それが報道されることでさらに増幅させることができました。

ここまでの歩みは、漠然とした「国民一般」が、顔の見える「行動する受け手」として発見される過程でもありました。

それは、企業にとっては、温暖化防止が経済的利益を生むことを実感する経験でもあったといえます。

今秋は国民運動の３ヵ年年計画の折り返し点に入ります。「第１期約束期間」開始の2008年を前に、

温暖化防止に向けて「切迫感」「本気感」「やれる感」の３つを高められるよう、国民運動を「継続」かつ「進化」させなければなりません。

上記３つの感覚を高めるにあたっては、活用すべきタイミングとターゲットがいくつか存在します。

「切迫感」醸成に向けて、活用すべきタイミングとターゲット

【第１回目：「気象異変×値上げ×政府の追加策発表」（9・１０月）】

1. 秋分の日（9月23日）を過ぎても残暑で「紅葉の見ごろ予想」（９月末発表）が遅れ、実りの秋に農産物は高騰という可能性

2. 電力料金（10月、東電）の値上げ

3. 「異常気象レポート2007」（10月末）の発表、『不適切な真実』（原作：アル・ゴア、10月末～）の公開

【第２回目：来年2月の「IPCC×京都議定書発効10周年」】

1. 「IPCC第4次レポートの第1部「気候変動予測」の発表（2月初め）

2. 京都議定書発効から10周年のイベントが各地で実施され（2月16日）、経団連「自主行動計画」もスタートから１０年目のレビュー年

3. 気温が平年より高く、オホーツクの流氷の後退が早まり（2月）、桜の開花予想（第1回発表は3月1日）も早まる可能性。

この２回のタイミングを活かすために、気象キャスターやIPCC４次レポート執筆者と共同で「気象マスコミ」への働きかけを行うことが有効です。
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1-2：現状認識と、国民運動二年目後期の狙い ②

「本気感」「やれる感」醸成に向けて、活用すべきタイミングとターゲット

約束年開始の前年である2007年を前倒しして、政府の追加策検討作業が今秋から本格化すると思われます。

その場合、各業界への締め付けも伴うため、規制強化を避けたい業界側に取り組み実績のアピール欲求が起きます。

そんな業界団体の気持ちを汲み取り情報発信を手伝えば、社会全体の「やれる感」の増大につながるのではないでしょうか。

実は、ちょうど10年前の京都会議当時のマスコミと良く似た状況が生まれつつあります。

各社とも各部横断の取材チームを編成し、どの業界の、どんな取り組みで何トン削減できるか計算し始め、

温暖化問題を総合的に報道しようとした当時の状況に…。この流れを活用しないテはありません。

マスコミの政治、経済、社会、生活の各部（業界紙を含む）をうまく巻き込む際ために、以下のタイミングを活用すべきと考えます。

1. 内閣改造で新総理と新環境大臣による新たなメッセージの提出（９月下旬）

2. 政府の追加策の発表（夏の予算編成から年末の原案確定まで）

3. 「WARM BIZ開始 商戦、各界での取り組み」（９月、10月）

4. 「COOL BIZの成果発表－取り組み企業数、削減量、優良事例、経済効果」（10月～12月）

5. 業界の取り組み実績の発表とそのマスコミによる検証（10月～翌３月）

時間と空間を使いこなす豊かなライフスタイルへ

さて、「切迫感」から健全な危機意識を醸成し、実績を背景に「本気感」と「やれる感」を増大した先に見えるのは、

決して「節約」に彩られた省エネ生活ではないく、

伝統や風土に現代の技術が融合した、時間と空間を使いこなす豊かなライフスタイルであるはずです。

例えば、「クールビズ」は「開襟シャツ」を、「ライトダウン」は「夏至」を、「打ち水」は日本の「涼」を、それぞれ再発見しました。

同時にそれは、楽しみながら温暖化防止につながり、時間と空間を使いこなすライフスタイルへの入り口にもなったと思います。

秋以降も「チーム・マイナス６％」は、目の前に広がる豊かなライフスタイルへのきっかけになるべきだと考えます。
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1-3：平成18年度後期以降の「国民運動」の考え方

２年目となる平成18年は、「情報」に加えて「実体」を幅広く流通させることにより全国的な参加実感を獲得し、

チーム･マイナス６％の「国民運動」を定着・加速させることが必要です。

そこで、博報堂は、年初のご提案において、

平成18年度の「チーム･マイナス６％」の基本戦略を「チームプレー」の視点で考えます、とご提案いたしました。

それは、１年目が「チームづくり」だったとすれば、２年目は「チームプレーの創出」ということ。

その方針に基づき、博報堂は１年目の成功要因である 「テコの原理・連鎖反応・自然増殖」というスキームを活用し、

「中央からの情報発信型」から、「全国同時参加型」への重心を移動させることで、

８月初旬の時点で60万人を超えるまでに、チーム員を拡大させることができました。

後期以降は、この60万人超のチーム員が運動推進の主役となり、

“チームプレー”を発揮して組織的に運動を盛り上げていくことに重点を置きたいと考えます。

国民運動の目標を共有し、

ひとりひとりの能動的・率先的な行動を引き出す。

そして、チーム員ひとりの行動が複数の新たな行動を生み出す。

さしずめ、昨今WEBの世界でいわれている概念を用いるならば

「チームプレー２．０」とでもいえましょう。

博報堂は、この乗数効果的に国民の行動を増殖させるスキームで

2009年のチーム員630万と大規模運動化の実現を目指してまいります。
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1-4：平成18年度後期以降の「国民運動」基本方針 ～「チームプレー2.0」の概念図

平成17年度の国民運動

呼びかけによりチームメイトを増やし
チームづくりを促進する

平成18年度の国民運動

（引き続きチームメイトを増やしつつ）
チームメイト同士の連携による

チームプレーを実践させる

連携の
プラットフォーム

を提供

単に「呼びかける」だけでなく、「声を聞き」そして「フィードバック」する。
活動しているチームメイト同士が「つながる仕掛けを提供」する。

下期以降は、運動が「点」が「線」になり「面」となる流れを確立すると共に、
その動きを加速させる仕組みも提供してゆく。

自然増殖を
加速させる

仕組みの提供

平成18年度後期以降の国民運動

（ﾁームメイト同士の連携を進めつつ）
取組の実践と共に

チームメイトの自己増殖も促進する
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1-4：平成18年度後期以降の「国民運動」基本方針 ～具体的な継続と進化のポイント

“政府の本気感”を引き続き活用する。（トップダウン）
– “政府の本気感”を起点とする「テコの原理→連鎖反応→自己増殖」という事業スキームを継続する。

– 大臣交代時においても“政府の本気感”を継承し、団体連携を途切れさせない情報戦略を構築する。

「健全な危機意識の醸成」を引き続き進める。（ボトムアップ）
– 単に恐怖をあおるだけでなく、より身近な問題として啓発を進めると同時に、接点を啓発機会を拡大する。

前期にご提案した基本戦略：チームプレーを継続する。
– 単にチーム員を拡大するだけでなく、取組の実践とチーム員同士の連携をも促進させる。

前期に注力した取組の促進を継続する。
– 取組１．「WARM BIZ」の対象拡大により連携先を広げる。また平成19年度前期「COOL BIZ」の連携準備を進める。

– 取組４．家電関連業界だけにとどまらない連携先拡大により「ハロー！環境技術」の普及を加速させる。

– 取組５．容リ法施行を見据え関連団体への連携を強化し、「風呂敷」「エコバッグ」の普及を加速させる。

取組を統合する視点も加え、“ワークスタイル革新”を“ライフスタイル革新”へと進化・拡大させる。
– 「WARM BIZ」を始め上記３つの取組を起点に、オフィスだけでなく家庭でも可能な身近な運動としての理解を進める。

– また、長期的には取組３「自動車利用を通した削減」との組み込みをも視野に入れて準備を行う。

団体特性に応じた連携モデルを確立し、チーム員と実践者の拡大をはかる。
– 地方自治体モデル／学校モデル…などの団体特性に応じた活動促進スキームを開発する。

– 先行した事例の汎用性を高め、類似した団体グループ内での横展開とチーム員と実践者の拡大をはかる。

継続すべき点

進化すべき点



Copyright © 2006 Hakuhodo All Rights Reserved. STRICTLY CONFIDENTIAL

２.達成目標について
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2-1：「国民運動」における達成目標

平成18年度中には100万人（将来的には約５％以上の国民＝約630万人以上）がチー

ム員となり、何らかの地球温暖化防止行動を実践し始めることを目標とする。

また、最終的にはどれだけの個人、企業・団体等が温暖化防止行動を起こし、その温室

効果ガスの削減効果はどのくらいか、ということが評価となる。

※平成18年度地球温暖化防止大規模「国民運動」推進事業 基本仕様書より（平成18/7/28)
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2-2-1：目標を達成するメカニズム （概念図）

“政府の本気”を伝え「① テコの原理」で企業・団体トップを動かし、横並び意識の強い業界内で「② 連鎖反応」
を起こし、個別企業・団体内での取組みを「③ 自然増殖」させていくメカニズムを継続して行います。

露
出
の
量
イ
メ
ー
ジ

時間軸
テコの原理：環境省予算による集中キャンペーン

①① 連鎖反応：民間予算による協賛キャンペーン

②②
自然増殖：企業･団体の自主取組

③③

目標を達成するためのメカニズム概念図目標を達成するためのメカニズム概念図
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2-2-2：目標を達成するメカニズム （具体的な仕組み）

本運動においては実施本部が中心となり、経済界をはじめとする企業・団体との連携に注力することで、集中キャン
ペーン・健全な危機意識の醸成による効果が最大化されるメカニズムを構築します。

集中キャンペーン

健全な危機意識

経済界との連携

メディア・WEB
との連携

地方公共団体
との連携

NPOとの連携

実施本部（博報堂）からの
声がけ／事前交渉の実施

集中キャンペーン

健全な危機意識

経済界との連携

メディア・WEB
との連携

地方公共団体
との連携

NPOとの連携

集中キャンペーン

健全な危機意識

国
民
運
動
効
果

政府の“本気感”を示し
企業や団体の“呼び水”
となる施策の実施

国民の“本気度”を
高めるための危機感
の醸成施策の実施

上期声がけ／事前交渉分の刈り取り目標を達成するための具体的な仕組み目標を達成するための具体的な仕組み

上期での効果 下期での効果
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2-3：国民運動における削減目標の達成度を図る検証手段

削減目標達成度を図る検証手段として、国民の環境への意識の推移や取組ごとの実践度については、月次で行って
いる国民調査によって把握していきます。また、これらの結果を用いて計算できる削減量計算式に基づき、CO2の削減
量を算出し、各取組ごとの達成度を月別にチェックしていきます。

取組ごとのCO2削減量の計算式一覧取組ごとのCO2削減量の計算式一覧月次で行っている調査月次で行っている調査

※地球温暖化問題に対する関心度～危機
意識度合い～取組の実践度まで計31問を
月次で調査
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３.契約期間

～基本仕様書～
契約締結日から平成19年3月30日まで

※平成18年度地球温暖化防止大規模「国民運動」推進事業 基本仕様書より（平成18/7/28)
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４.国民運動事業の内容

～基本仕様書～
本事業の目的を達成するため、以下の事業を行う
（１）本事業を効率的かつ効果的に実施するための体制整備
（２）これまでの国民運動事業の成果を踏まえた効率的・効果的な事業実施
（３）効果測定の実施

※平成18年度地球温暖化防止大規模「国民運動」推進事業 基本仕様書より（平成18/7/28)
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平成18年度後期全体像 ～仕様書より～

(3) 効果測定の実施

(1) 本事業を効率的かつ効
果的に実施するための体制
整備

(2)-④ 経済界、労働組合、NPO、
地方公共団体及び地球温暖化対
策推進法に基づく全国センター、都
道府県センター等幅広い関係者と
の連絡調整

（2）-① 国民に対して呼びかける具体的な地球温
暖化防止行動について、「６つの取組（中でもAct1、
Act4、Act5に重点を置く）」を基にして、効率的・効
果的に普及啓発し行動に結びつける。

(2)(2)--③③：：チーム員数を平成18年度
中に100万人にするため、効率的
かつ効果的な方法を検討し、実
施する。

国
民
国
民

「6つの取組」国全体国全体

【ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ】
総理大臣
環境大臣

【実施】
環境省

「取組４」賛同企業
（平成17年度+18年度前期）

「取組４」賛同企業
（平成17年度+18年度前期）

6,000社賛同企業
（平成17年度+18年度前期）

6,000社賛同企業
（平成17年度+18年度前期）

「取組１」賛同企業
（平成17年度+18年度前期）

「取組１」賛同企業
（平成17年度+18年度前期）

「
実
施
本
部
」設
置

＋

博
報
堂
（全
社
体
制
）

経済界
（経団連・同友会）

経済界
（経団連・同友会）

労働組合労働組合

NPONPO

地方公共団体地方公共団体

国民の5%（630万人）
以上が行動

60万人

100万人

平成18年度前期

平成18年度後期

「ﾌｫﾛﾜｰ賛同企業・団体」「賛同企業・団体」「各種団体」

WEB賛同企業
（平成17年度+18年度前期）

WEB賛同企業
（平成17年度+18年度前期）

目標

ﾒﾃﾞｨｱ/WEBﾒﾃﾞｨｱ/WEB ﾏｽメディア賛同企業
（平成17年度+18年度前期）

ﾏｽメディア賛同企業
（平成17年度+18年度前期）

「チーム・マイナス６％」
個人チーム員

(2)-② 地球温暖化の「健全な危機意識」を醸成するため、効率的かつ効果的な方法を検討し、実施。

目標

新潟県、富山県
（岩手県、長崎県）等

新潟県、富山県
（岩手県、長崎県）等

「取組5」賛同企業
（平成17年度+18年度前期）

「取組5」賛同企業
（平成17年度+18年度前期）

取
組
1
．

温
度
調
節
を
通
し
た
削
減

取
組
2
．

水
道
利
用
を
通
し
た
削
減

取
組
3
．

自
動
車
利
用
を
通
し
た
削
減

取
組
5
．

ゴ
ミ
を
通
し
た
削
減

取
組
6
．

電
源
を
通
し
た
削
減

取
組
4
．

商
品
選
択
を
通
し
た
削
減

(2) これまでの国民運動事業の成果を踏まえた効率的・効果的な事業の実施

※平成18年度地球温暖化防止大規模「国民運動」推進事業 基本仕様書より（平成18/7/28)



(1) 本事業を効率的かつ効果的に実施するための体制整備

～基本仕様書～
本事業と各界との事業を結びつけ効果的に国民の地球温暖化防止行動の実施を促す
「実施本部」的な体制を整備する。

※平成18年度地球温暖化防止大規模「国民運動」推進事業 基本仕様書より（平成18/7/28)
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現受託業者だからこそわかる「国民運動」推進のポイント

「実施本部的な体制の整備」にあたって

• 政府予算を“呼び水”にして、民間企業やメディア／地方公共団体／Ｎ
ＧＯなど、様々な主体とのコラボレーションを誘引するという複雑なス
キームを実現するには、事業者側の体制にも工夫が必要です。

• 例えば、環境省と対峙して政府予算による広報を進める機能と、これを
“呼び水”として、多岐に渡る企業･団体の連携へと繋げる機能がうまく
噛みあわないと波及効果は期待できません。そこで求められるのは、連
携先を効率的に増やしていくことと、相手のニーズに合わせてキメ細か
く実効性の高い連携方法を模索するという、一見相反することの両立で
す。そして、当然ながら連携先が増えれば増えるほど、この両立はます
ます難しいものになっていきます。

• 現在のように事業が有機的に進むまでには、組織として様々な試行錯誤
を経なければなりませんでしたが、結果的にはこうしたプロセスからも
数々の貴重な知見を得ることもできました。これも現在の実施体制が持
つ大きな資産だといえます。

• もちろん、事業の進捗状況に応じて実施体制も進化すべきだと我々は考
えます。引き続き博報堂はこの蓄積した知見を活用し、実施体制を次頁
以降に述べるように充実させてまいります。
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（1） 国民運動事業を効率的かつ効果的に実施するための体制整備における継続と進化点

継続（18年度前期の成果） 進化

継続点１：
声かけ機能に留まらない“実施本部”の役割・機能の
強化・拡大を前期に引き続き実施

継続点２：
博報堂全社支援体制により、様々な企業・団体との
連携を推進を前期に引き続き実施

+
進化点１：「地域とのネットワーク強化」
地方連携チームを強化、都道府県単位でのニーズや
取組み状況を把握し、より実効性の高い連携を実現
する。

進化点２：「メディアネットワークの強化」
メディア/ビジネス視点だけの関係ではなく、地球温暖
化防止に関する社会貢献を共に考える、まさにパート
ナーとして連携をさらに強化するため、博報堂、博報
堂ＤＹメディアパートナーズ合同でメディアビジネスセン
ター「チーム・マイナス６％推進チーム」を設置。

進化点３：「クロスファンクション機能の強化」
クロスファンクショナルな組織を柔軟かつ機動的に機能
させるためのプロジェクト管理体制強化。

進化点４：「ＷＥＢ機能の強化」
国民運動の効果的かつ効率的な推進の受け皿とし
てのＷＥＢ機能の強化。



Copyright © 2006 Hakuhodo All Rights Reserved. STRICTLY CONFIDENTIAL

（1）-1-1：国民運動事業を円滑に実施できる「実施本部」体制／施策別担当表

■団体との連携
・地元テレビ局がチーム○○県を引っ張ります ・ブログを利用したTM６地域ポータルサイト ・チーム○○商店街
・”全国チーム・マイナス６％ミーティング”地方紙連合企画 ・各県のタウン情報誌との連携 ・日本野鳥の会と連携
・”全国チーム・マイナス６％ミーティング”地方紙 時事通信社配信パック ・Jリーグ ・エコ・リーグ及び学生との連携
・読売新聞”全国チーム・マイナス６％ミーティング”シンポジウム＆採録紙展開 ふるさと新聞 ・ 日本体育協会との連携
・北海道日本ハムファイターズ ・エコチャレンジホテル ・表参道ライティング復活 ・高連協
・日本経済団体連合会との連携 ・経済同友会と連携 ・電機・電子５団体の温暖化防止広報
・日本百貨店協会と連携 ・全日本学生自動車連盟との連携 ・日本労働組合総連合会との連携
・日本私立大学協会との連携 ・全国地球温暖化防止活動推進センター（JCCCA）との連携

■ 個人向け調査、・ 企業向け調査

■WEB
・定常運用

■ 一般個人向け対応、一般企業向け対応

各組織の主要な役割
■ 全体戦略 （立案/提案/調整/（環境省/博報堂））

・ 平成19年度提案書
■ 全体実行計画 （立案/管理）

・ ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ
■ 全体進捗報告 （環境省/博報堂）

・ 月次報告（環境省）
・ 最終報告（下期報告含む）

■ ﾄｯﾌﾟ営業 （企画/ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄ/ﾌﾟﾚｾﾞﾝ/ﾌｫﾛｰ）
・ 経団連/経済同友会(北城代表)

-企画/ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄ/ﾌﾟﾚｾﾞﾝ
-ﾌｫﾛｰ

・ 企業 社長/役員ｸﾗｽ （平成17年度新規100社ﾌｫﾛｰ）
-DM送付/ﾌｫﾛｰ

・ 企業 社長/役員ｸﾗｽ （平成18年度新規100社）
-企画/ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄ/ﾌﾟﾚｾﾞﾝ
-ﾌｫﾛｰ

■ 費用配分 （計画/立案/交渉/進捗管理/承認）
・ 「予算配分の考え方」進化
・平成19年度予算計画立案

■ 全体管理仕組み作り/進化
・ 営業進捗
・ 予算進捗
・ 組織/役割/責任/改善
・ 情報共有/課題管理

■ 各施策の進捗ﾚﾋﾞｭｰ/管理/ﾌｫﾛｰ
(2)団体との連携
(3)「６つの取組」

・ 取組1「COOL BIZ」/「WARM BIZ」
・ 取組4「省ｴﾈ製品買替」
・ 取組5 （ゴミを通した削減）
・ 取組2 （水道利用を通した削減）
・ 取組3 （自動車利用を通した削減）
・ 取組6 （電源を通した削減）

(4)健全な危機意識の醸成
(6)WEB
(7)チーム員100万人
(8)効果測定
(9)事務局/ｱﾌﾀｰﾌｫﾛｰ

各組織の主要な役割 担当者 担当者

・議長：栫井
・補佐：

小谷/野村

・ｺﾐｯﾃｨ

石寺、宮久、
伊藤、
松永、川廷、
三村、染谷

・イーソリュー
ションズ

酒井、波房

取組１
酒井

取組４
後藤、染谷

取組５
小谷

取組その他
小谷

波房

三村、染谷

石寺、吉田

今村

■取組1「WARM BIZ」「COOL BIZ」
・大臣引継ぎ広告 ・「家の中からＣＯ２削減」 ・大臣所信表明演説 ・「地域（ブロック）別“WARM BIZ川柳”募集」
・「“WARM BIZ item100選”の紹介」 ～ファッション/生活備品/下着/食/住宅設備まで～ "
・衣食住「ＷＡＲＭ ＢＩＺ」賛同企業大集合 ・親子で、家族で楽しくみんなで「ＷＡＲＭ ＢＩＺ」体操、ソング
・２００７年「ＣＯＯＬＢＩＺ」実行宣言 ～繊維見本市「ジャパンクリエーション」への参加～
・『我が家のオリジナル･ウォーム鍋』コンテスト～大手食品メーカーとの連携イベント～
・女性誌「ＷＡＲＭ ＢＩＺ」スタイルブック競演～ＢＯＯＫ ＩＮ ＢＯＯＫ企画～
・アパレル発 「WARM BIZ」取組連携広告①賛同企業連合広告 ②重ね着啓発キャンペーン連動"
・北海道１８０市町村連合「ＷＡＲＭ ＢＩＺ」大作戦 ～道内から全国への情報発信～
・大手ビル管理会社との温度設定アクション連携 ・大型商業施設ネットワーク「MALL SCAPE」
・省エネ配慮住宅の雛形『LOHOUSE（ロハウス）』 ・衣/食/住「WARM BIZ」 新スタイルファッションショー
・お歳暮で「WARM BIZ」を贈ろう ・「WARM BIZ」生活スタイル提案（売場でアイコン展開）

■取組4「ハロー！環境技術」
・バーチャルエコハウスによるライフスタイル提案 ・ワンポイントメッセージシール ・家電販売員大賞

・著名人プロデュース エコドールハウス ・「エコプロダクツ展」 企画 ・秋葉原電気街 エコハバラ化
・雑誌でのライフスタイル提案 特殊スペース企画 ・団塊ターゲット 省エネ製品買い替え促進企画
・エコ製品を選ぼうＣＭ店頭活用 ・『ＬＯＨＯＵＳＥ（ロハウス）』のPR拠点化 ・「省エネライフ指南書」を作成
・エコテクネットワーク ・リアル「エコ・テク学校」の全国展開 ・こどもＥＳＣＯでワンランクアップＸ‘ｍａｓ
・ヨドバシカメラとの連携によるエコ製品推奨 ・地球に優しい大掃除 ・最新“環境技術”Ｒ＆Ｄフォーラム

■取組5「ゴミを通じた削減」
・ヌード・ギフトキャンペーン ・殴ってやめようレジ袋！ポスター制作 ・キャラクターふろしきプレゼント企画
・朝日新聞 マイバッグキャンペーン ・ラブ＆ベリー マイバックキャンペーン ・成人式でエコバッグの配布
・地球温暖化防止ソングの制作 ・マイバッグ募金＆南太平洋地域への寄付 ・ＯＬランチタイム～ふろしきの普及大作戦～
・日本ボクシング協会とのタイアップ ・レジ袋を断るキャンペーンキットの作成
・合同会社説明会で、マイバッグ配布 ・Ｘmasギフトをふろしきで贈ろうキャンペーン
・企業内マイバスケット企画 ・飲料メーカ販促資材に「塗り箸」 ・オリジナルマイバッグの制作

■取組その他
・「水道利用を通じて温暖化を考えるチーム」を結成 ・JAF「エコドライブ宣言」との連携 ・世界水フォーラム情報の活用

・運輸会社をキードライバーにした気づき ・時差出勤による渋滞の緩和 ・お米をおいしく食べよう運動

■健全な危機意識の醸成
・デイリーＣＯ２可視化情報の開発･オンエア ・空から見る地球の悲鳴 ・エコ・ペディア ・こどもチーム員 ・エコ・カレンダー
・もしも地球人全員があなただったら・・・ ・年越しカウントダウンコンサート ・居酒屋メニューで温暖化を実感！
・環境関連映像のアーカイブ化 放送人環境ネットワークの設立 ・地域ごとの温暖化の影響（被害）情報の開発
・「Ａｎ Ｉｎｃｏｎｖｅｎｉｅｎｔ Ｔｒｕth」試写会によるオピニオンリーダー啓発 ・真木蔵人ファミリー ・ゴア元副大統領 × 筑紫哲也
・「Ａｎ Ｉｎｃｏｎｖｅｎｉｅｎｔ Ｔｒｕth」への来場促進 ・「こどもチーム員」特別特派員で作る「こどもチーム・マイナス６％新聞」
・環境gooRSSリーダーを活用した環境情報の配信 ・危機意識映像の拡充と上映タッチポイントの拡大
・気象キャスターネットワークを活用したコンテンツの作成 ・『京都議定書１０周年』民法キー５局＋新聞中央５紙合同企画
・環境活動放送人大賞 ・富士山の展望台で「地球温暖化による異変の現状」を訴える ・「動物園」 動物が困っています。
・日本水没マップによる危機意識醸成コンテンツ ・ウェザーニュースと社とコラボレーション ・人気イラストレーター「上大岡ト
メ」 ・マイロク仮想温暖化環境ジャーナリストの会 ・「うたとおどり」を通したマイロク啓発 ・リアルマイロク先生派遣
・環境の本を売る ～「エコ読」フェア主要書店で開催～ ・子供番組と連携した地球温暖化防止啓発ソングの開発

(1) 全体計画/管理(1) 全体計画/管理

(2) 団体との連携(2) 団体との連携

(3) 「６つの取組」(3) 「６つの取組」

(4) 健全な危機
意識の醸成

(4) 健全な危機
意識の醸成

(5) 集中
キャンペーン

(6) WEB(6) WEB

(7) チーム員
100万人

(7) チーム員
100万人

(8) 効果測定(8) 効果測定

(9) 事務局
/ｱﾌﾀｰﾌｫﾛｰ

(9) 事務局
/ｱﾌﾀｰﾌｫﾛｰ

組織図

「実施本部」

■チーム員 100万人
酒井、波房
野村、宮久
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（1）-1-2：国民運動事業を円滑に実施できる「実施本部」体制／担当者
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本事業は、多岐にわたるテーマと機能の組合せによる、複数のプロジェクトが日々、錯綜しながら進んでいくことが
特徴だと考えます。そのため、テーマ担当と機能担当の組合せによるクロス・ファンクショナルなチームを柔軟かつ機
動的に動かしていくことが求められます。博報堂は栫井真を実務上の統括責任者とし、その下に以下のテーマ担
当の責任者と機能担当の責任者が連携して業務を遂行していく体制を取ります。

効
果
測
定
（石
寺
・吉
田
）

全
体
戦
略
（石
寺
・吉
田
）

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
（伊
藤
（一
））

メ
デ
ィ
ア
（川
廷
・櫻
井
）

イ
ベ
ン
ト
（酒
井
・鶴
田
）

広
報
（松
永
）

Ｗ
Ｅ
Ｂ
（三
村
・染
谷
）

地
方
連
携
（酒
井
・波
房
）

企
業
連
携
（野
村
・宮
久
・松
風
）

事
務
局
（今
村
）

全体統括：栫井／小谷

取組１（酒井）

取組４（後藤・染谷）

取組５（小谷）

その他取組（小谷）

危機意識（波房）

（1）-1-3：国民運動事業を円滑に実施できる「実施本部」体制／役割と責任①
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クロス・ファンクショナルなチームを有機的に動かしていく上で、プロジェクト全体の方向付けや、各施策についての総
合的な判断を行う会議体を設置し、全体の実施管理を行っていきます。

※1 組織内/施策内会議はそれぞれの担当議案について討議、報告、共有を行う
※2 プロジェクトマネジメントオフィス

【ステアリングコミッティ会議】
*毎週火曜ＡＭ開催@es
・議案決裁
・進捗管理
・課題解決
・企画承認 etc

【分科会】
*随時開催
・各施策の企画内容検討、準備、実行

組織ﾚﾍﾞﾙ 主要会議※1の位置付け全体像

全体運営全体運営 ステアリング
コミッティ

ステアリング
コミッティ

（
２
）
団
体

（
２
）
団
体

（
３
）
取
組
１

（
３
）
取
組
１

（
３
）
取
組
４

（
３
）
取
組
４

（
３
）
取
組
５

（
３
）
取
組
５

（
７
）

１
０
０
万
人

（
７
）

１
０
０
万
人

（
４
）
危
機
意
識

（
４
）
危
機
意
識

（
６
）
Ｗ
Ｅ
Ｂ

（
６
）
Ｗ
Ｅ
Ｂ

（
８
）
調
査

（
８
）
調
査

（
９
）
事
務
局

（
９
）
事
務
局

各
施
策

各
施
策

各
施
策

各
施
策

各
施
策

各
施
策

・・・

環境省環境省

報告
(進捗管理ｼｰﾄ、予算管理ｼｰﾄetc)

各
施
策

各
施
策

報告 必要に応じて組織間で会議開催

PMO(※2)

組織毎

施策毎

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ全体の
管理/調整

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ全体の
管理/調整

組織内の
管理/調整

組織内の
管理/調整

施策の
内容討議/実行

施策の
内容討議/実行

【営業会議】
*毎週月曜AM開催@GP20F
・営業内での情報共有

‐ 前週迄のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの進捗状況や環境省との
やり取り等の情報共有

【全体会議】
*毎週木曜AM開催@GP20F
・ステコミ決定事項の共有
・全体進捗状況の共有

（
５
）
集
中

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
５
）
集
中

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（1）-1-4：国民運動事業を円滑に実施できる「実施本部」体制／役割と責任②
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PDCAを的確に実施することにより、運動を円滑に実施する為の体制・管理の仕組を構築した。また1年半の運動
の実施により今後運動を更に拡大するネットワークを構築しています。

平成17年度 平成18年度前期 平成18年度後期

【継続】
・ 博報堂全社体制
・ 担当者の責任/役割を明確化・ 実施本部体制

・ 一部のメンバーのみ
での施策実施

・ 博報堂全社体制

・ 担当者の責任/役割を明確化

【継続】
・ プロジェクト運用体制、管理手法の導入・ プロジェクト運用体制、

管理手法の導入 【進化】
・ 情報共有、活用の仕組の精度向上

【継続】
・ 更に多くの賛同企業拡大

－ 企業・団体
・ 賛同企業5,000社との

連携実現
・ 賛同企業8,000社との連携実現

【継続】
・ 未アプローチ自治体へのアプローチ

－ 地方 －
・ トップダウン型、ボトムアップ型、

イベント型、メディア起点型で
の地方自治体との連携実施

【継続】
・ 媒体としての連携
・ 運動体の一部としての連携

－ メディア ・ 媒体としての連携
・ 媒体としての連携
・ 運動体の一部としての連携 【進化】

・ 地域プレーヤーを巻き込んだ、新しいメディア
連携スキームの構築。

【進化】
・ 博報堂支社の自発的な運動展開

・ プロジェクト管理 －

・ 企業・団体等連携

【進化】
・ 取組の実施を伴う連携の拡大

【進化】
・ メディア起点型での連携施策への注力

PDCAを的確に実施することにより、最適な展開方法が選択可能

運動を円滑に
実施する為の
管理の仕組構築

運動を更に拡大
するネットワークの
構築
（1年半で8,000団体）

運動を円滑に
実施する為の
体制構築

（1）-1-5：国民運動事業を円滑に実施できる「実施本部」体制／運用
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（1）-2：国民運動事業を円滑に遂行するために必要な経営基盤

実施本部は博報堂の他のＡＵや博報堂支社及び地域関連会社との密なる連携により、国民運動事業遂行を
強力にサポートしていきます。

博報堂支社博報堂支社

◆ 関西支社（及び京都営業所）

◆ 中部支社

◆ 九州支社（及び鹿児島営業所）

博報堂地域関連会社博報堂地域関連会社

◆ （株）北海道博報堂 ◆ （株）新潟博報堂

◆ （株）青森博報堂 ◆ （株）北陸博報堂

◆ （株）盛岡博報堂 ◆ （株）静岡博報堂

◆ （株）仙台博報堂 ◆ （株）中国博報堂

◆ （株）福島博報堂 ◆ （株）四国博報堂

◆（株）アドスタッフ博報堂

(1) 全体計画/管理(1) 全体計画/管理

(2) 団体との連携(2) 団体との連携

(3) 「６つの取組」(3) 「６つの取組」

(4) 健全な危機意識の醸成(4) 健全な危機意識の醸成

(5) 集中キャンペーン(5) 集中キャンペーン

(6) WEB(6) WEB

(7) チーム員100万人(7) チーム員100万人

(8) 効果測定(8) 効果測定

(9) 事務局/ｱﾌﾀｰﾌｫﾛｰ(9) 事務局/ｱﾌﾀｰﾌｫﾛｰ

あ

「実施本部」

推進委員長／成田社長推進委員長／成田社長博報堂「チーム・マイナス６％」実施本部 博報堂全社営業統括博報堂全社営業統括

企業プロモート統括責任者
副島執行役員+宮久ＭＤ戦略室長

●各ＡＵ推進責任者

・１ＡＵ＝副島執行役員

・２ＡＵ＝実川執行役員

・３ＡＵ＝飯塚執行役員

・４ＡＵ＝増永執行役員

・５ＡＵ＝村上執行役員

・６ＡＵ＝足立執行役員

・Ｇ１ ＝落合執行役員

・関西＝大橋執行役員

・出版＝中島執行役員

●想定連携企業

・松下電器・日立・東芝
・三菱電機・ＮＥＣ

・トヨタ・日産・マツダ
・三菱自動車・スズキ

・東京電力・東京ガス

・ＴＯＴＯ・ＩＮＡＸ

・味の素・日本コカコーラ

・キリン・アサヒビール

・イオン・イトーヨーカ堂

・・・・・・・

※４５０名体制（＠５０名×９ＡＵ）の全社プロジェクト

＋

栫井・小谷・野村

イーソリューションズ

栫井・小谷・野村

イーソリューションズ

地方公共団体

地方企業

地方メディア

博報堂DYメディアパートナーズ博報堂DYメディアパートナーズ
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（1）-3：国民運動事業を円滑に遂行しうる業務実績を持つ担当者の配置

博報堂の主要メンバーは、これまで本事業の中核に担ってきたスタッフであり、業務遂行に十分な経験と能力を有
する人材を適切に配置しています。
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（1）-3-1)：「チーム・マイナス６％」のロゴマーク及び名称の普及・定着への寄与

博報堂は“企業全体で取組を実戦した経験”を持つ企業です

▼

法人登録企業として実践してきた企業だからこそいえること

• 博報堂は、昨年の本事業開始と同時にチーム員としての法人登録を行い、
「COOL BIZ」「ライトダウン」をはじめ様々な取組を、全社一丸と
なって実践してまいりました。

• これは事業受託者である以上、当然の責務でありますが、同時に我々は
この実践経験を通して「企業として取り組む際の難しさ」や「人を動か
す時のポイント」など、数多くの知見を“受信者の視点”で得ることが
できました。結果的に２つのメリットがあります。

• １つめは、我々のご提案内容が机上の空論ではなく、企業･団体が実践す
る上での“リアルな経験”に基づいたものになるということ。

• ２つめは、連携を依頼する際の説得力が違うということ。“事務局とし
て”でなく“チーム登録した一企業として”実際に取り組んできた我々
がお願いするからこそ、依頼された側も信頼し、納得して下さるのです。

• これらは目に見えないことですが、連携事業を進めていく上で非常に重
要だと我々は考えます。
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博報堂は、平成１７年５月１７日に「チーム・マイナス６％」に企業参加して以降、全社員が一丸となって地球温暖
化防止に取り組んでいます。（現在も継続して活動中）

（1）-3-1)：「チーム・マイナス６％」のロゴマーク及び名称の普及・定着への寄与～博報堂実績①～

①平成17年5月17日に広告会社上位10社中、一番早くチーム員登録。
② 平成17年６月１日に、社内イントラネットを通じて、社長から全社員に対して、博報堂が「チーム・マイナス６％」に参加し

ＣＯ２排出削減のために具体的に取り組むことを全社員に周知徹底。
③ 同時に、社長を委員長とする全社横断組織「チーム・マイナス６％推進委員会」を設立。

具体的な実施内容

※マッキャンエリクソン、Ｉ＆Ｓ ＢＢＤＯは、
2005年度の売上を発表していないため、売上ランキング不明。

社長の成田純治をはじめ、
2,140名の社員がチーム員登録。

※上位10社中、05年度からチーム員となっているのは、
博報堂と朝日広告社のみ。

※チーム・マイナス６％ホームページより
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④ 平成17年、ならびに平成18年の夏季期間中の「冷房温度を28℃」に設定。
⑤ これに伴い、男性社員に対して、夏季期間中の「ＣＯＯＬ ＢＩＺ」を奨励。
⑥ 平成17年7月1日に、全社員に「チーム・マイナス６％」キャンペーンピンバッジを配布し、啓発を徹底。（2900
人分）
⑦ 同時に、グループ企業である博報堂ＤＹメディアパートナーズ他関係会社にもピンバッジを配布。（2300人分）
⑧ 「チーム・マイナス６％」ロゴマーク入りの名刺を全社員に配布。（＠100枚×2900人＝全29万枚）

取引先企業に対して、博報堂の取組をアピールするとともに、「チーム・マイナス６％」への参加を呼びかけ。

キャンペーンピンバッジキャンペーンピンバッジ名刺での記載例名刺での記載例

（1）-3-1)：「チーム・マイナス６％」のロゴマーク及び名称の普及・定着への寄与～博報堂実績②～
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⑨ 社内イントラネットのスクリーンセイバーを媒体化し、“冷房温度28℃の徹底”、“使用しない会議室の消灯の徹底”、
“退社時のＰＣの電源ＯＦＦの徹底”を社内啓発。

⑩ 平成１７年6月19日のライトダウンイベント「ブラックイルミネーション２００５」、さらに継続して平成18年６月18日の同イベント
「ブラックイルミネーション２００６」にも企業参加し、当日20：00～22：00の２時間、博報堂の全フロアを消灯。

⑪ 冬季（平成１７年12月1日～）の空調温度に関しては、機密性に優れたビルのため、そもそも暖房機能が無いことから、
総務局がビル管理会社と協議・検討し、最もエネルギー消費量の少ない25℃を設定温度とし、全社に徹底。

（1）-3-1)：「チーム・マイナス６％」のロゴマーク及び名称の普及・定着への寄与～博報堂実績③～

■昨年度の活動の結果、博報堂本社ビルにおける平成１７年度の電気使用量は前年度比で９４．８％となりました。

社内で掲出した

ポスター例

社内で掲出した

ポスター例
社内イントラネットで

配布したスクリーンセイバー

社内イントラネットで

配布したスクリーンセイバー
博報堂で実施した

ブラックイルミネーション

博報堂で実施した

ブラックイルミネーション

※博報堂が入居している1～21階までの全フロアを消灯
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⑫ 社員家族向け社内報「はくほうファミリー」を通じて、社員の家族にも啓発を実施。（2900世帯に配布）
特集タイトル「みんなで参加しよう、チーム・マイナス６％」（社員と家族から、家庭での省エネアイデアを募集・掲載）

⑬ 継続して平成１８年度も、社内報「はくほうファミリー」を通じて、社員ならびに家族に啓発を実施。（2900世帯に配布）
特集タイトル「２年目のチーム・マイナス６％」

⑭ 博報堂本社のロビー受付に「クールビスでお越しください」ポスターを掲出し、取引先への普及・啓発を実施中。

（1）-3-1)：「チーム・マイナス６％」のロゴマーク及び名称の普及・定着への寄与～博報堂実績④～

社内報での啓発
（２００６年・夏号）

社内報での啓発
（２００６年・夏号）

社内報での啓発
（２００５年・夏号）

社内報での啓発
（２００５年・夏号）

本社ロビー受付の
ポスター掲出

本社ロビー受付の
ポスター掲出
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会社案内で
全社取組みとして紹介

（２００６年度会社案内）

会社案内で
全社取組みとして紹介

（２００６年度会社案内）

（1）-3-1)：「チーム・マイナス６％」のロゴマーク及び名称の普及・定着への寄与～博報堂実績⑤～

⑮2006年度会社案内でチーム・マイナス６％を博報堂の全社取組みとして紹介。

⑯博報堂ホームページでも、「博報堂は、チーム・マイナス６％に参加しています。みんなでチーム員登録しましょう。」と呼びかけ。

ホームページでも紹介ホームページでも紹介
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博報堂ＤＹメディアパートナーズは、平成17年６月８日に「チーム・マイナス６％」に企業参加して以降、全社員は
もとより取引先であるメディア及びコンテンツホルダーと共に、熱意を持って地球温暖化防止に取り組んでいます。

（1）-3-1)：「チーム・マイナス６％」のロゴマーク及び名称の普及・定着への寄与～博報堂DYMP実績①～

① 平成17年６月２日に、社内イントラネットを通じて、博報堂ＤＹメディアパートナーズが「チーム・マイナス６％」に参加し
ＣＯ２排出削減のために具体的に取り組むことを全社員に周知徹底。

② 同時に、社長を委員長とする全社横断組織「チーム・マイナス６％社内推進委員会」を設立。
③ 平成１７年、ならびに平成１８年の夏季期間中の冷房温度２８℃に設定。
④ これに伴い、男性社員に対して、夏季期間中の「ＣＯＯＬ ＢＩＺ」を奨励。
⑤ 平成１７年7月1日に、全社員に「チーム・マイナス６％」キャンペーンピンバッジを配布し、啓発を徹底。（７００人分）
⑥ 「チーム・マイナス６％」ロゴマーク入りの名刺を全社員に配布。（＠１００枚×７００人＝全７万枚）

取引先に対して、博報堂ＤＹメディアパートナーズの取組をアピールするとともに、「チーム・マイナス６％」への参加を呼びかけ。

具体的な実施内容

名刺での記載例名刺での記載例 キャンペーンピンバッジキャンペーンピンバッジ
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⑦ 社内イントラネットのスクリーンセイバーを媒体化し、“冷房温度28℃の徹底”、“使用しない会議室の消灯の徹底”、
“退社時のＰＣの電源ＯＦＦの徹底”を社内啓発。

⑧ 平成17年６月１９日のライトダウンイベント「ブラックイルミネーション２００５」、さらに継続して平成18年６月18日の同イベント
「ブラックイルミネーション２００６」にも企業参加し、当日20：00～22：00の２時間、博報堂ＤＹメディアパートナーズの
全フロアを消灯。

⑨ 社員家族向け社内報「パートナーシップ」を通じて、社員の家族にも啓発を実施。（７００世帯に配布）

⑩ 冬季（平成17年１２月１日～）の空調温度に関しては、機密性に優れたビルのため、そもそも暖房機能が無いことから、
総務局がビル管理会社と協議・検討し、最もエネルギー消費量の少ない２５℃を設定温度とし、全社に徹底。

（1）-3-1)：「チーム・マイナス６％」のロゴマーク及び名称の普及・定着への寄与～博報堂DYMP実績②～

社内報での啓発
（２００５年・夏号）

社内報での啓発
（２００５年・夏号）

社内報での啓発
（２００５年・秋号）

社内報での啓発
（２００５年・秋号）

クールビズポスター
（２００５年）

クールビズポスター
（２００５年）
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２年目の今年は「チーム・マイナス６％」参加企業の雛型となるような様々な活動、ツール制作を行い、取引先のメ
ディア、コンテンツホルダー、企業などへの協力依頼を行っています。

（1）-3-1)：「チーム・マイナス６％」のロゴマーク及び名称の普及・定着への寄与～博報堂DYMP実績③～

社内報での啓発
（２００６年・夏号）

社内報での啓発
（２００６年・夏号）

⑪平成１８年度は、２年目という事で取り組みも進化させ、社内報「パートナーシップ」で環境省へ社長がお伺いして土居室長
と 対談企画を実施し、この対談を全社員、及び家族へのメッセージとして発信し、よりリアリティのある地球温暖化防止運動
をメディア事業会社としてはもちろん、一国民として考える機会とした。
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（1）-3-1)：「チーム・マイナス６％」のロゴマーク及び名称の普及・定着への寄与～博報堂DYMP実績④～

⑫ 全社員のチーム員参加はもとより、各家庭にハガキを発送し家族のチーム員登録を推進、チーム員になった家庭にマイバッグを

発送した。（最終的に全社員世帯に配布するため１０００袋制作）
このハガキを地域の学校や幼稚園でも配布したいと言う社員家族の多数の反響もあり、その活動は地域へと広がりつつある。

⑬ 全執務室、全会議室に「クールビスでお越しください」「クールビズでお待ちしています」２種類のポスターを制作し掲出、

また名刺などに貼れるシールを制作し取引先のメディア及びコンテンツホルダーにもクールビズに参加しやすいように配布するなど、
「チーム・マイナス６％」参加企業の活動の雛型を模索している。

クールビズポスター（執務室、会議室に掲出）クールビズポスター（執務室、会議室に掲出）全社員の家庭に送付した
ステッカー付き往復はがき（２００６年６月）

全社員の家庭に送付した
ステッカー付き往復はがき（２００６年６月）

全社員、来訪者
配布用ステッカー

全社員、来訪者
配布用ステッカー
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（1）-3-2)：「チーム・マイナス６％」のロゴマーク及び名称の普及・定着への寄与～博報堂クライアント実績～

平成18年度後期に向け、前期からの継続を含め35業種、926企業・団体へ運動への協力の呼び掛けを行っている。

※個々の連携取組概要は「平成18年度前期迄の成果」を参照

業界名 呼び掛け企業・団体 呼び掛け数

経済団体 日本経団連、経済同友会、富山経済同友会 ３団体

住宅・建設
ミサワホーム、大成建設、大林組、清水建設、乃村工藝社、竹中工務店、間組、鹿島建設、大和ハウス、INAX、東陶機器、積水ハウス、
トステム、熊谷組、森ビル、松本建設、三井不動産、三菱地所、住友林業グループ １９社

食品・飲料

・たばこ

味の素、日本ハム、ニチレイ、サンヨー食品、伊藤ハム、日清食品、味の素ゼネラルフーヅ、カゴメ、丸大食品、昭和産業、ロッテグループ、ネス
レ日本、明治製菓、マルハグループ、森永乳業、サッポロビール、アサヒビール、カルピス、ポッカコーポレーション、サッポロ飲料、日本コカ・コーラ、
コカ・コーラウェストジャパン、南九州コカ・コーラボトリング、サントリー、伊藤園、キリンビール、ダイドードリンコ、UCC上島珈琲、キリンビバレッジ、
キーコーヒー、シャトレーゼ、日本たばこ産業、日本マクドナルド、ケンタッキーフライドチキン

３４社

衣服・繊維

レナウンインクス、日清紡 、富士紡ホールディングス、ユニチカテキスタイル、東レ、セシール、倉敷紡績、日東紡、デサント、アツギ、グンゼ、ミズ
ノ、ワコールグループ、トリンプ・インターナショナル・ジャパン、三陽商会、オンワード樫山、ワールド、レナウン、ジム、ポール・スチュアート・ジャパン、
ブルックスブラザーズジャパン、LVJグループ ルイ・ヴィトンカンパニー、ヒロココシノデザインオフィス、AOKIホールディングスAOKIカンパニー、アオキ
インターナショナル、コナカ、ファーストリティリング、小西良幸デザインオフィス

２８社

医薬・化粧品 田辺製薬、大塚製薬、資生堂、コーセー、マンダム、ツムラ、ファンケル、ライオン、花王 ９社

紙・ｺﾞﾑ・鉄鋼

・金属 他

王子製紙、王子ネピア、ユニ・チャーム、住友ゴム工業、横浜ゴム、川崎重工業、積水化学工業、三菱重工業、大同特殊鋼、ユニチカ、ニコ
ン、ヤマハ、日立金属、日立マクセル、ＩＮＡＸ、ＳＥＧＡ、セガトイズ、タカラトミー １８社

電器
日本電機工業会、家電製品協会、ダイキン工業、三菱電機、NEC、松下電器産業、松下グループ、ソニー、ケンウッド、富士通、三洋電機、
日立製作所、シャープ、家電製品協会 １４社

事務機器
・印刷

キヤノン、ブラザー工業、リコー、リコー販売、オムロン、セイコーエプソン、ペンタックス、コクヨ、富士ゼロックス、日本IBMグループ、コニカミノルタ、
オリンパス、イトーキ、廣済堂、三浦電気、凸版印刷、河北印刷、DNPグループ １８社

自動車
日本自動車工業会、トヨタ自動車、ダイハツ工業、日産自動車、ヤマハ発動機、本田技研工業、富士重工業、スズキ、マツダ、三菱自動
車工業、ニッポンレンタカー、マツダレンタカー、日本自動車連盟（ＪＡＦ） １３社

電気・ｶﾞｽ・水道
中部電力、北海道電力、北陸電力、北陸ガス、東海ガス、昭和シェル石油、コスモ石油、関西電力、四国電力、中国電力、九州電力、大
阪ガス、東邦ガス、北海道ガス、中部ガス、四国ガス、新日本石油、東北電力、東京電力、東京ガス、広島ガス ２１社
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（1）-3-2)：「チーム・マイナス６％」のロゴマーク及び名称の普及・定着への寄与～博報堂クライアント実績～

※個々の連携取組概要は「平成18年度前期迄の成果」を参照

業界名 呼び掛け企業・団体 呼び掛け数

メディア

（放送）

日本民間放送連盟、日本テレビ放送網、読売テレビ、中京テレビ、福岡放送、札幌テレビ放送、青森放送、テレビ岩手、秋田放送、山形放
送、宮城テレビ放送、福島中央テレビ、テレビ新潟放送網、 山梨放送、テレビ信州、静岡第一テレビ、北日本放送、テレビ金沢、福井放送、
西日本放送、日本海テレビジョン放送、広島テレビ放送、山口放送、南海放送、四国放送、高知放送、長崎国際テレビ、くまもと県民テレビ、
鹿児島読売テレビ、ＴＢＳテレビ、毎日放送、中部日本放送、ＲＫＢ毎日放送、北海道放送、青森テレビ、ＩＢＣ岩手放送、テレビュー山形、
東北放送、テレビュー福島、新潟放送、テレビ山梨、信越放送、静岡放送、チューリップテレビ、北陸放送、

山陽放送、山陰放送、中国放送、テレビ山口、あいテレビ、テレビ高知、ＮＢＣ長崎放送、熊本放送、大分放送、宮崎放送、南日本放送、
琉球放送、フジテレビジョン、関西テレビ放送、東海テレビ放送、テレビ西日本、北海道文化放送、岩手めんこいテレビ、秋田テレビ、さくらんぼ
テレビジョン、仙台放送、福島テレビ、新潟総合テレビ、長野放送、テレビ静岡、富山テレビ放送、石川テレビ放送、福井テレビ、岡山放送、
山陰中央テレビジョン、テレビ新広島、テレビ愛媛、高知さんさんテレビ、テレビ長崎、サガテレビ、テレビ熊本、テレビ大分、テレビ宮崎、鹿児島
テレビ放送、沖縄テレビ放送、テレビ朝日、朝日放送、名古屋テレビ放送、九州朝日放送、北海道テレビ放送、青森朝日放送、岩手朝日テ
レビ、秋田朝日放送、山形テレビ、東日本放送、福島放送、新潟テレビ２１、長野朝日放送、静岡朝日放送、北陸朝日放送、瀬戸内海放
送、広島ホームテレビ、山口朝日放送、愛媛朝日テレビ、長崎文化放送、熊本朝日放送、大分朝日放送、鹿児島放送、琉球朝日放送、
テレビ東京、テレビ大阪、テレビ愛知、ＴＶＱ九州放送、テレビ北海道、テレビせとうち、テレビ神奈川、ＢＳフジ、ＢＳｉ、ＭＴＶ
アイビーシー岩手放送、ラジオ福島、茨城放送、栃木放送、ティ・ビー・エス・ラジオ・アンド・コミュニケーションズ、文化放送、ニッポン放送、アー
ル・エフ・ラジオ日本、日経ラジオ社、山梨放送、岐阜放送、東海ﾗｼﾞｵ放送、京都放送、大阪放送（ラジオ大阪）、ラジオ関西、和歌山放送、
アール・ケー・ビー毎日放送、長崎放送、ラジオ沖縄
エフエム北海道、エフエム・ノースウェーブ、エフエム青森、エフエム岩手、エフエム仙台、エフエム秋田、エフエム山形、エフエム福島、エフエム栃木、
エフエム群馬、エフエムナックファイブ、ベイエフエム、エフエム東京、Ｊ－ＷＡＶＥ、エフエムインターウェーブ、横浜エフエム放送、エフエムラジオ新潟、
新潟県民エフエム放送、エフエム富士、長野エフエム放送、岐阜エフエム放送、三重エフエム放送、静岡エフエム放送、エフエム愛知、エフエム
名古屋、愛知国際放送、エフエム滋賀、エフエム京都、エフエム大阪、ＦＭ８０２、関西ｲﾝﾀｰﾒﾃﾞｲｱ、Kiss‐ＦＭ ＫＯＢＥ、富山エフエム放送、
エフエム石川、福井エフエム放送、エフエム山陰、岡山エフエム放送、広島エフエム放送、エフエム山口、エフエム徳島、エフエム香川、エフエム
愛媛、エフエム高知、エフエム福岡、エフエム九州、九州国際エフエム、エフエム佐賀、エフエム長崎、エフエム熊本、エフエム大分、エフエム宮崎、
エフエム鹿児島、エフエム沖縄、アール・エフ・ラジオ日本、TBSラジオ＆コミュニケーションズ、インターＦＭ

１８４社

メディア

（新聞・出版）

朝日新聞、日経新聞、読売新聞、毎日新聞、産経新聞、北海道新聞、東興日報、デーリー東北、秋田魁新報、岩手日報、山形新聞、河
北新報、福島民報、福島民友、東京新聞、千葉日報、茨城新聞、下野新聞、上毛新聞、埼玉新聞、神奈川新聞、山梨日日新聞、信濃
毎日新聞、新潟日報、静岡新聞、中日新聞、岐阜新聞、伊勢新聞、北日本新聞、福井新聞、北国富山新聞、京都新聞、神戸新聞、奈
良新聞、山陽新聞、中国新聞、日本海新聞、山陰中央新報、山口新聞、四国新聞、愛媛新聞、徳島新聞、西日本新聞、佐賀新聞、長
崎新聞、大分合同新聞、熊本日日新聞、宮崎日日新聞、南日本新聞、沖縄タイムス、琉球新報、ヘッドライン、日経ＢＰ社、講談社、環
境ビジネス、宣伝会議、ソトコト（木楽舎）、マガジンハウス

５９社
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（1）-3-2)：「チーム・マイナス６％」のロゴマーク及び名称の普及・定着への寄与～博報堂クライアント実績～

※個々の連携取組概要は「平成18年度前期迄の成果」を参照

業界名 呼び掛け企業・団体 呼び掛け数

通信・ISP
ぷららネットワークス、ソフトバンクＢＢ、 日本電信電話 、NTTソフトウェア、東日本電信電話、ボーダフォン、日本テレコム、サイバーエージェ
ント、NTTデータグループ、NTTコムウェア、ＮＴＴレゾナント、西日本電信電話、ＮＴＴドコモ、ヤフー！ジャパン、So-net、nifty、ＯＣＮ、イン
テック、楽天、ＢＩＧＬＯＢＥ、ウェザーニューズ

２２社

運輸
西日本旅客鉄道、日本貨物鉄道、東日本旅客鉄道、小田急電鉄、東京急行電鉄、東京地下鉄、日本航空、全日本空輸、全日本
通運連盟、日本郵船、日本通運、佐川急便、ヤマト運輸、西濃運輸、キリン物流、東京都トラック協会世田谷支部 １６社

小売・流通

日本百貨店協会（96社 うすい百貨店、きたみ東急百貨店、さいか屋、さくら野百貨店、ジェイアール西日本伊勢丹、ジェイアール

東海高島屋、スズラン、そごう心斎橋、タカヤナギ、ちまきや、トキハ、ながの東急百貨店、プランタン銀座、マルカン百貨店、まるみつ、ヤナゲ
ン、ヤマトヤシキ、リウボウインダストリー、ロビンソン百貨店ロビンソン札幌、伊勢丹、伊予鉄高島屋、井上、井筒屋、

一畑百貨店、遠鉄百貨店、横浜松坂屋、岡山高島屋、岡島、沖縄三越、下関大丸、丸ヨ池内、丸井今井、丸広百貨店、丸榮、岩田
屋、岐阜高島屋、久留米井筒屋、宮崎山形屋、京王百貨店、京急百貨店、京阪百貨店、近鉄松下百貨店、近鉄百貨店、金沢名鉄
丸越百貨店県民百貨店くまもと阪神、高崎高島屋、高松天満屋、高知大丸、高島屋、今治大丸、佐賀玉屋、佐世保玉屋、阪急百貨
店、阪神百貨店、三越、三交百貨店、山形屋、山陽百貨店、小倉伊勢丹、小田急百貨店、松屋、松坂屋、新潟伊勢丹、水戸京成
百貨店京成百貨店、西武百貨店、静岡伊勢丹、川徳パルクアベニューカワトク、大丸、大沼、大和、中合、中三、中部近鉄百貨店、鳥
取大丸、津松菱、鶴屋百貨店、天満屋、東急百貨店、東武宇都宮百貨店、東武百貨店、藤井大丸、藤丸、藤崎、博多井筒屋、博
多大丸福岡天神店、八木橋、浜屋百貨店、福屋、米子しんまち天満屋、米子高島屋、豊橋丸栄、名鉄百貨店、和歌山近鉄百貨店、
グランデュオ立川、さくら野東北、大浦都城大丸）、日本チェーンストア協会、ユニー、ミニストップ、ソフマップ、ファミリーマート、ローソン、セブン
＆アイHLDGS.、秋葉原電気街振興会、ラオックス、オノデン、ヨドバシカメラ、ベスト電器、ビックカメラ、石丸電気、イオン、ダイエー、ラフォー
レ原宿、プランタン銀座、全国商店街振興組合連合会

１１５社

金融・保険

全国銀行協会、住友信託銀行、みずほフィナンシャルグループ、みずほコーポレート銀行、みずほ信託銀行、みずほ銀行、新生銀行、三井
住友銀行、日本損害保険協会、あいおい損害保険、日本興亜損害保険、損害保険ジャパン、第一生命保険、あいおい生命保険、大
同生命保険、三井住友海上火災保険、東京海上日動火災保険、朝日生命保険、みずほ証券、大和証券グループ本社、野村證券、
商工中金オクトキュービック、三菱UFJフィナンシャルグループ、三菱UFJ投信、三菱UFJ信託銀行、三菱東京UFJ銀行

２６社

その他の産業

近畿日本ツーリスト、ジェイティービー、リクルート、三井物産、三菱商事、住友商事、サンケイビル、デジタルアドバタイジングコンソーシアム、
ＵＩＰ、アップフロントエージェンシー、東北新社、葵プロモーション、東京アドデザイナース、テーオーダブリュー、隅田商事、生活の木、パシフィッ
クボイス、寿恵会、首都高速道路、オーシング、ソニーミュージック、ホテルオークラ＆リゾート、明昌ネットワーク

２３社
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（1）-3-2)：「チーム・マイナス６％」のロゴマーク及び名称の普及・定着への寄与～博報堂クライアント実績～

業界名 呼び掛け企業・団体 呼び掛け数

学校 早稲田大学、法政大学、全日本学生自動車連盟（121校）、中野区立第二中学校 １２４校

地方自治体

北海道庁、青森県庁、岩手県庁、宮城県庁、秋田県庁、山形県庁、千葉県庁、神奈川県庁、新潟県庁、富山県庁、石川県庁、福
井県庁、静岡県庁、愛知県庁、滋賀県庁、京都府庁、大阪府庁、兵庫県庁、奈良県庁、和歌山県庁、島根県庁、鳥取県庁、岡山
県庁、広島県庁、山口県庁、徳島県庁、香川県庁、愛媛県庁、高知県庁、長崎県庁、宮崎県庁、熊本県、鹿児島県、沖縄県庁、札
幌市、仙台市、大阪市、神戸市、西宮市、高島町（滋賀県）、葛城市（奈良県）、河内長野市（大阪府）、七宝町（愛知県）、藤江市
（静岡県）、千代田区、北区、板橋区、墨田区、武蔵野市

４９自治体

県センター

北海道環境財団、青森県環境パートナーシップセンター、環境パートナーシップいわて、みやぎ・環境と暮らし・ネットワーク、
環境あきた県民フォーラム、環境ネット山形、超学際的研究機構、茨城県公害防止協会、栃木県環境技術協会、地球温暖化防止
ぐんま県民会議、環境ネットワーク埼玉、千葉県環境財団、かながわアジェンダ推進センター、新潟県環境保全財団、フィールド21、
長野県環境保全協会、 とやま環境財団、いしかわ環境パートナーシップ県民会議、エコプランふくい、岐阜県公衆衛生検査ｾﾝﾀｰ、
アースライフネットワーク、環境創造研究センター、三重県環境保全事業団、淡海環境保全財団、京都地球温暖化防止府民会議、
大阪府みどり公社、ひょうご環境創造協会、奈良ストップ温暖化の会、わかやま環境ネットワーク、島根ふれあい環境財団、岡山
県環境保全事業団、広島県環境保健協会、山口県予防保健協会、愛媛県環境保全協会、九州環境管理協会、環境カウンセリン
グ協会長崎、宮崎文化本舗、鹿児島県環境技術協会、沖縄県公衆衛生協会

３８団体

NGO・NPO

環境パートナーシップやまなし、表参道欅会、にっぽんど祭り組織委員会、こども国連環境会議推進協会、ＮＰＯ気象キャスター
ネットワーク、都道府県地球温暖化防止活動推進センター（42団体）、A SEED JAPAN、エコ・リーグ、FAO、FoE Japan、自転車きゃ
らばん、みちのくYOSAKOIまつり実行委員会、YOSAKOIソーラン組織委員会、ＮＧＯナチュラル・ステップジャパン、ＮＰＯ法人えこ
ひろば、独立行政法人環境保全機構、独立行政法人国立環境研究所、ＮＰＯ法人気候ネットワーク

５９団体

その他団体

英国大使館、ＪＡグループ、ゆうちょクラブ、ガールスカウト日本連盟、全国科学館連携協議会、日本サッカー協会、Ｊリーグ、日本
オリンピック委員会、横浜マリノス、東京ベルディ１９６９、アルビレックス新潟、ショートショート実行委員会、省エネルギーセンター、
大手町・丸の内・有楽町地区再開発推進協議会、日本橋名橋保存会、ロハスクラブ、原宿表参道欅会、グリーンバード、日本伸銅
協会、日本産業デザイン振興会、エコ学園祭ネットワーク、グリーン購入ネットワーク、日本環境協会、日本釣振興会、地球環境
パートナーシッププラザ、水と緑の惑星保全機構、環境普及情報センター、気象協会、足元から地球温暖化を考える市民ネットえど
がわ、環境エネルギー政策研究所、WWFジャパン、地球と大気汚染を考える全国市民会議、エコマーク事務局、コピーライツアジ
ア

３４団体

合計 ３５業種、９２６企業・団体

※個々の連携取組概要は「平成18年度前期迄の成果」を参照
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（1）-4：実施本部を強化するための施策① ～地方連携チーム～

＜統括チーム＞
加藤・波房・川島・間中

北海道ブロック：小谷（北海道博報堂）

東北ブロック：後藤（盛岡博報堂、仙台博報堂、福島博報堂、青森博報堂）

北陸ブロック：酒井（新潟博報堂、北陸博報堂）

関東ブロック：前

東海ブロック：波房（博報堂中部支社、静岡博報堂）

近畿ブロック：櫻井（博報堂関西支社）

中国ブロック：野村（中国博報堂）

四国ブロック：小谷（四国博報堂）

九州ブロック：今村（博報堂九州支社）

沖縄：櫻井（アドスタッフ博報堂）

地方連携統括チームのスタッフ拡充と機能強化を実施し、都道府県毎に状況把握を行い、実効性のある連携
を目指します。博報堂の地域会社とも緊密に連携し、地域へのきめ細かい対応も可能とします。

統括チームの機能を強化

①自治体、県センターからの
地域情報、取組み等のヒアリング。

②地域情報を横展開し、地域での
活動の活性化に寄与する。

③相手のニーズや事情に合わせた
実効性の高い連携企画の提案。
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（1）-4：実施本部を強化するための施策② ～メディア連携の強化～

メディアビジネスセンター
＜チーム・マイナス６％推進チーム＞

【博報堂側担当】
宮崎（営業開発推進局 局長代理）
吉井（メディアビジネス部 部長）
野村（営業統括局 ＧＭ）

【博報堂ＤＹＭＰ側担当】
チーム・マイナス６％推進委員会
川廷（アカウント戦略局）
田中、沼澤、深谷（新聞局）
山田、石川、小崎、佐藤（テレビ局）
河南、設楽（ラジオ局）
加藤、斎藤（雑誌局）
清水、吉田（ＯＤＭ局）
佐藤、松谷（Ｉメディア局）
碓氷、嶋田（エンタメ局）
樋口、飯田、前田（スポーツ局）
伊牟田（メディアマーケ局）

■ 新聞社各社

・中央紙（5紙）

・ブロック紙（3紙）

・地方紙（73紙）

・スポーツ紙（9紙）

※５月１１日ブロック、地方紙に説明会実施済。

■ テレビ局各社（127社）
※６月１日系列全１１5局へ説明会実施済。

■ ラジオ局各社（101社）

■ 雑誌社各社（4,260社）

■ ネット系メディア各社

■ 日本民間放送連盟

■ 日本新聞協会

■ 日本オリンピック委員会

■ 日本サッカー協会

■ 日本野球機構

■ 日本プロゴルフ協会、

■ 日本女子プロゴルフ協会

■ 音楽制作者連盟 他

連携

メディア統括チームのスタッフ拡充と機能強化を実施し、各メディアや各種団体に状況把握を行い、実効性のあ
る連携を目指します。
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（1）-4：実施本部を強化するための施策② ～メディア連携の強化～

５月に新聞社（地方紙・ブロック紙）を、６月にテレビ局（系列別）を集めチーム・マイナス６％説明会を実施。メディ
ア各社への連携協力依頼をスタート。その後、新聞社約20社、テレビ局約50社と個別ミーティングを重ね、FACE 
TO FACEで熱意を伝え各エリアでのムーブメントの種蒔きをしてきました。後期は前期の成果をケーススタディとし
て示し、さらにこの熱意が伝播するよう新聞社、テレビ局のほか、ラジオ局への説明会を実施していきます。

２００６年６月１日テレビ局説明会
（１１５局参加）

２００６年５月１１日新聞社説明会
（４７社参加）

説明会資料をマイバッグ
に入れて配布

http://www.digitalforest.jp/ceo/archives/images/dairiten.jpg
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（1）-4：実施本部を強化するための施策③ ～ＷＥＢの強化～

国民運動の効果的かつ効率的な遂行が可能に

● 危機意識醸成 ⇒ 地球のレイヤーから地域・身体のレイヤーへ
地球温暖化防止を、より身近に、自分事化して意識してもらうために、語り口を地球規模から、
地域、身体へのレイヤーへと移行していく

● チーム員（企業・団体）との連携 ⇒ チーム員同士のコミュニケーション促進
チーム員である企業・団体・個人の活動の受け皿に加え、団体同士、チーム員同士が相互に
コミュニケーションできる、WEB2.0環境を促進し、活動を自己増殖させる

● 100万人獲得 ⇒ デバイス機能の強化と拡大
地域毎のコンテンツと連携した登録の入り口、イベントとの連携を拡大するモバイルでの専用入り
口など、デバイス機能の強化と拡大を促進

※詳細については、「ＷＥＢの強化・拡充」の項にて詳述。

これまでに引き続き、チーム・マイナス６％ＷＥＢを下記の３点から強化します。

本体サイトのみならず、チーム・マイナス６％の広範なリンク網そのものが
チーム・マイナス６％WEBサイトになっていく
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(2) これまでの国民運動事業の成果を踏まえた効率的・効果的な事業実施

～基本仕様書～
政府の地球温暖化対策推進本部において決定したロゴマーク及び「チーム・マイナス６％」の名称を使用し、下記①～④の国
民運動事業を展開する。

①国民に対して呼びかける具体的な地球温暖化防止について、別紙に掲げる「６つの取組」を基にして、効率的・効果的に普及啓発し行動に結び
つける
②地球温暖化の「健全な危機意識」を醸成するため、効率的かつ効果的な方法を検討し、実施する。
③チーム員数を平成１８年度中に１００万人にするため、効率的かつ効果的な方法を検討し、実施する。
④経済界、労働組合、ＮＰＯ、地方公共団体及び地球温暖化対策推進法に基づく全国センター、都道府県センター等幅広い関係者との連絡調
整を行う

※平成18年度地球温暖化防止大規模「国民運動」推進事業 基本仕様書より（平成18/7/28)
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（2）①国民に対して呼びかける具体的な地球温暖化防止行動に
ついて、別紙に掲げる「６つの取組」を基にして、効率的・効果的に
普及啓発し行動に結びつける。なお、特に以下の３つの取組に重
点を置く。

～基本仕様書～
ⅰ）「（Act1）温度調節を通した削減」について、「WARM BIZ」の普及・定着と19年度夏の「COOL BIZ」の普及・定着の準備をする
ⅱ）「（Act4）商品選択を通じた削減」について、買換時の省エネに配慮した製品選択を促進する。
Ⅲ）「（Act5）ゴミを通じた削減」について、レジ袋等を削減すること及びそのためにエコバッグやふろしきの利用を促進する。

※平成18年度地球温暖化防止大規模「国民運動」推進事業 基本仕様書より（平成18/7/28)
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現受託業者だからこそわかる「国民運動」推進のポイント：その②

「６つの取組の普及･定着と行動促進」にあたって

• １年半にわたって「取組１．/４．/５．」を促進してきた経験からいえ
る成功のポイントは、企業･団体との連携では事前交渉と実施準備は長く
入念であればあるほどいい、という至極当たり前の結論です。そこで、
博報堂は既に後期の事前準備はもちろん、「COOL BIZ」をはじめとす
る平成19年度の仕込みも始めています。

• しかし、事前交渉の際に「この取組は来年以降も続くのでしょうね？」
という確認を受けることも増えてきました。

• 様々な連携によって６つの取組を普及･定着させるのに必要なのは、「政
府の本気感」。これこそが、チーム･マイナス６％を成功させたメカニズ
ム：テコの原理の“テコ”にあたる、最も重要なポイントであり、その
象徴となるのが環境大臣です。

• このうねりを途切れさせないためにも、我々はこの「政府の本気感」を
テコとする戦略を継続していきます。そのためには、新大臣デビューと
いうニュースを最大限に活かす情報戦略を組み立て、「WARM BIZ」を
はじめとする様々な啓発活動が継続されることを広く伝えていきます。
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①-ⅰ） 「取組１：温度調節を通した削減」について
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①-ⅰ）「WARM BIZ」における継続点と進化点

継続（18年度前期の成果） （昨年からの）進化

+
継続点：
「COOL BIZ」が、さまざまな企業団体で実施され、平
成18年度後期、連携施策実施のためのベース作りが
できた。前期からスタートした「WARM BIZ」への連携
協力依頼を引き続き行う

進化点１：「幅広いターゲットが参加を可能に」
「WARM BIZ」 は「COOL BIZ」では十分展開できな
かった、主婦/高齢者/子供まですべての人々ができ
る地球温暖化防止アクションとする。まさに男性勤労
者のワークスタイル変革から、すべての人のライフスタイ
ルの変革へ。

進化点２：「家の中の身近な共感を得る」
すべての人が自分ごととして危機意識を持って共感し
て自然にアクションを起こせるように“家”を基点とした
施策の工夫をする。

進化点３：「行動へ動かす身近な危機意識」
どのようにして自分ごととしてアクションするかは、まず
自分の活動している地域、地元の温暖化の現象と
影響を知ること。その上で、地元のエコライフの工夫も
広く知ってもらう。
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①-ⅰ）「WARM BIZ」における連携企業・団体の拡大

図表.「WARM BIZ」における連携拡大図

平成18年度後期は衣・食・住総合ライフスタイル訴求及び「環境技術」との連携の実施や賛同企業での「WARM 
BIZ」実施を、オフィスだけでなく家庭内へ拡大を行います。

※
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地方団体
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」設
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＋
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体
制
）

国
民
（※）

国
民
（※）

「賛同企業」（実績） 「フォロワー賛同企業」（目標）「各種団体」

経済団体

ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶｰ(約193社)

小売(約145社)

賛同企業(約7,800社)

ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶｰ

小売

賛同企業(約2,000社)

ﾒﾃﾞｨｱ連携ﾒﾃﾞｨｱ連携

食品/飲料メーカー

住宅設備

エネルギー

ビル管理会社

住宅メーカー

都道府県センター
気象キャスターﾈｯﾄワーク 交通機関

NHKグループ、小学館、マガジンハウス

平成18年度後期までに
既に連携準備のできている業界

平成18年度前期
迄に展開した領域

http://www.agf.co.jp/index.html
http://www.sekisuihouse.co.jp/
http://www.tepco.co.jp/index-j.html
http://jccca.org/index.php
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①-ⅰ）「COOL BIZ」における継続点と進化点

+

継続（18年度前期の成果） （来年にむけての）進化

継続点１：
テコの原理を活用した「COOL BIZ」の浸透メカニズム
を来年度も継続。

継続点２：
地方のメディアとの連携による、「COOL BIZ」の地方
への浸透の引き続き実施し、地方での完全定着を目
指す。

継続点３：
来年度にむけて、賛同企業・団体への継続依頼の実
施

継続点４：
実施本部の声がけによる、様々な「COOL BIZ」の自
主的な取組の企画提案や来年度へのむけた仕込み
の準備

進化点１：「次フェーズの“COOL BIZ”へ」
来年は、夏季の「取組」から「常識」が完全定着する
年。さらには次の「COOL BIZ」への進化を図る年でも
あり、それは、平成１８年後期「WARM BIZ」からの継
続で、ワークスタイル変革からライフスタイルの変革へ
衣食住分野との連携拡大を目指す
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①-ⅰ）：「COOL BIZ」における連携企業・団体の拡大
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平成19年度、「COOL BIZ」はオフィスだけでなく家庭内への拡大も行っていく予定です。そのスキームについては、
後期行う「WARM BIZ」の知見を活かし広げていきます。

地方団体

図表平成19年「COOL BIZ」実施に向けた連携企業・団体の拡大
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①-ⅰ）：「WARM BIZ｣「COOL BIZ」における全体計画および現時点での進捗状況

取組１

主要ﾏｲﾙｽﾄｰﾝ

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

平成18年度

施策 連携先

環
境
省
主
体
事
業
（真
水
）

進捗
状況

○：協力依頼済
凡例 ◎：企画詳細内容検討中

△：交渉準備中

連
携
事
業

タ
イ
ア
ッ
プ
・

連
合
広
告
・事
業

パ
ブ

平成19年度

⑦女性誌「ＷＡＲＭ ＢＩＺ」スタイルブック競演
～ＢＯＯＫ ＩＮ ＢＯＯＫ企画～

①「“WARM BIZ item100選”の紹介」
～ファッション/生活備品/下着/食/住宅設備まで～

⑩北海道１８０市町村連合「ＷＡＲＭ ＢＩＺ」大作戦
～道内から全国への情報発信～

⑤『我が家のオリジナル･ウォーム鍋』コンテスト
～大手食品メーカーとの連携イベント～

⑧ユニクロ発 「WARM BIZ」企業連合広告

⑪大手ビル管理会社との温度設定アクション連携

③衣食住「ＷＡＲＭ ＢＩＺ」賛同企業大集合
アドトレイン企画

②親子で、家族で楽しく参加「ＷＡＲＭ ＢＩＺ」体操、
ソング、アニメ創作

NHKグループ企業

JR.私鉄各社/賛同企業

アパレル企業（ユニクロ）

⑨百貨店、ＧＭＳ 衣食住「WARM BIZ」
～06年生活スタイル提案～

雑誌社

大手食品メーカー

ダイエー、三越

三菱地所、森トラスト

百貨店、ＧＭＳ

○

△

○

◎

○

○

大手ビル管理会社 ○

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

④２００７年「ＣＯＯＬＢＩＺ」実行宣言 アパレル産業協会
経団連ほか

④
～繊維見本市「ジャパンクリエーション」への参加～

気象キャスターネットワーク
民放テレビ

⑥「地域（ブロック）別“WARM BIZ川柳”募集」

③

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間 ②

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

⑤

交渉も含めた準備期間

⑥

交渉も含めた準備期間 ⑧

交渉も含めた準備期間 ⑨

⑩

交渉も含めた準備期間 ⑪

○

○

◎

◎

①

④

地方紙、地方自治体 ○

⑦ ⑦ ⑦ ⑦

交渉も含めた準備期間 ⑬

⑫“ディスカバー エコライフ”
日本全国“「WARM BIZ」郷土鍋”見本市 交渉も含めた準備期間 ⑫

⑬居酒屋メニューでのＷＡＲＭＢＩＺメニューの訴求 居酒屋チェーン

地方自治体、企業、
マスコミ △

●後期チームマイナス６％ 新聞 キックオフ

●家の中からCO２削減 新聞

環境省 交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間環境省

◎

◎

※ブルーは、予算策定に反映されている施策です。
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①-ⅰ）：「WARM BIZ」における 想定効果

「WARM BIZ」では「COOL BIZ」と比較して外気温の差等を考慮すると4倍のCO2削減効果が想定される。

施策
想定効果

（CO2削減量）評価基準 目標

計 約324万t/年

「WARM BIZ」
オフィスでの実施

賛同企業数目標値：7,100社※1（大企業476社※2：中・小企業6,624社※2）
※1平成17年度11月から平成18年7月末までの新規賛同企業（約3,500社）及び平成18年8月から

平成19年3月迄の新規賛同企業数の予想値（約3,600社=平成18年4月から7月迄の4ヶ月間の増加数に
基づき算出）

※2大企業と中小企業の比率を6.7：93.3とする
（平成17年度実績値(10月時点迄)→大企業270社：中小企業3730社）

図表「WARM BIZ」における想定効果（1/2）

平成18年度
新規賛同企業

大企業CO2削減量 476×1,800t※3=856,800t削減
中小企業CO2削減量 6,624×360t※3=2,384,640t削減

※3大企業は中小企業に対して5倍の電力を消費していると仮定し、184万t(平成17年度の「COOL BIZ」の
実績値46万ｔの４倍の削減効果があると見なす）を大企業・ 中小企業の比率で換算

CO2削減量：小計 約508万t/年

賛同企業数目標値 ：4,000社(平成17年度の「COOL BIZ」賛同企業数と同規模を想定）
CO2削減量 ：平成17年度「COOL BIZ」実績値46万tに対して「WARM BIZ」の

想定効果は４倍とみなす

平成17年度
賛同企業数 計 約184万t/年

合計

CO2削減量

賛同企業数目標値

※あくまでもこれら数値は様々な指標から算出した試算値であり、今年度の削減目標値
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①-ⅰ）：「WARM BIZ」における 想定効果

図表「WARM BIZ」における想定効果（2/2）

施策
想定効果

（CO2削減量）評価基準 目標

CO2削減量：計約772万t/年合計

「WARM BIZ」
家庭での実施

Ⅰ地域
世帯数（227.8万世帯） ※2 ×実践率（11%）※3×暖房使用期間（169日間）※4×1日の使用時間（9時間） ※5 ×
設定温度の下げ幅（１℃）×「CO2係数(0.555)※6＝約21.2万トン
Ⅱ地域
世帯数（136.7万世帯）※2 ×実践率（11%） ※3 ×暖房使用期間（155.5日間）※4×1日の使用時間（9時間）※5

× 設定温度の下げ幅（１℃）×「CO2係数(0.555) ※6＝約11.7万トン
Ⅲ地域
世帯数（410.8万世帯）※2 ×実践率（11%） ※3 ×暖房使用期間（131.8日間）※4×1日の使用時間（9時間）※5

× 設定温度の下げ幅（１℃）×「CO2係数(0.555) ※6＝約29.7万トン
Ⅳ地域
世帯数（3,744万世帯）※2 ×実践率（11%） ※3 ×暖房使用期間（96.3日間）※4×1日の使用時間（9時間）※5 ×
設定温度の下げ幅（１℃）×「CO2係数(0.555) ※6＝約198万トン
Ⅴ地域
世帯数（115万世帯）※2 ×実践率（11%） ※3 ×暖房使用期間（49日間）※4×1日の使用時間（9時間）※5 ×
×設定温度の下げ幅（１℃）×「CO2係数(0.555) ※6＝約3.1万トン
Ⅵ地域
世帯数（44万世帯）※2 ×実践率（11%） ※3 ×暖房使用期間（23.7日間）※4×1日の使用時間（9時間）※5 ×
×設定温度の下げ幅（１℃）×CO2係数(0.555) ※6＝約0.6万トン

※1住宅の省エネルギー基準における地域区分を参考に全国を6地域に分類（次ページの参考ページ参照）
※2総務省統計局平成16年
※3地球温暖化防止大規模「国民運動」推進事業における「浸透度把握調査」月次レポートより、

平成17年6月と9月における「COOL BIZ」実施率の増加を参考
※4住宅の省エネルギー基準における地域区分6地域の最も暖房を使用する地域の使用期間を169日間とし、

その他の地域を暖房度日を参考に使用期間を算出
※5省エネルギーセンター数値を参考
※6平成18年3月「地球温暖化対策の推進に関する法律施行令の一部を改正する政令」について（環境省）より

実施世帯数

計 約264万t/年

地域毎※1の削減量

CO2削減量：小計約264万t/年

※あくまでもこれら数値は様々な指標から算出した試算値であり、今年度の削減目標値
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地域区分 該当する都道府県

Ⅰ地域 北海道

Ⅱ地域 青森、岩手、秋田

Ⅲ地域 宮城、山形、福島、栃木、新潟、長野

Ⅳ地域 茨城、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、富山、
石川、福井、山梨、岐阜、静岡、愛知、三重、滋賀、
京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山、鳥取、島根、
岡山、広島、山口、徳島、香川、愛媛、高知、福岡、
佐賀、長崎、熊本、大分

Ⅴ地域 宮崎、鹿児島

Ⅵ地域 沖縄

（参考） 省エネルギー地域区分

図表（参考） 省エネルギー地域区分

出展：環境省発行「省エネルギー住宅『省エネ住宅』は21世紀の器

図６ 省エネルギー基準における地域区分参照

出展：建築環境・省エネルギー機構参考
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①-ⅱ）「取組4：商品選択を通した削減」
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①-ⅱ）「商品選択を通した削減」における継続点と進化点

継続（18年度前期の成果） 進化

+継続点1：
「省エネ製品買替」における連携企業・団体の更なる
拡大、声かけの実施。

継続点２：
「ハロー！環境技術」を旗頭とした、家電業界・流通
業界・各種メディアとの連携の実施

継続点３：
インターネット上のポータルサイトでもロゴの掲出、及び
取組4の啓発を実施。

進化点１：「身近なライフスタイル訴求へ」
省エネ製品の優れた性能と過ごす生活を魅力的に
打ち出し、ライフスタイルの中へ定着。

進化点２：「環境技術の実感機会の拡大」
顧客接点の多い流通業界との連携によるエコ製品の
実感機会の創出。

進化点３：「家電以外への拡大」
家電に加え、環境技術を軸にした住宅・自動車など
のメーカーとの連携強化、拡大。
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①-ⅱ）「商品選択を通した削減」における連携企業・団体の拡大

取組4では家電以外の分野でのエコ製品の利用促進と、 「ハロー！環境技術」を軸にした流通業界との連携により、
魅力的なエコライフを描く。

※
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
イ
）計
画
詳
細
の
個
別
施
策
を
参
照

電機・電子ﾒｰｶｰ

図表.取組4「商品選択を通した削減」における連携企業・団体の拡大

国国

「
実
施
本
部
」設
置

＋

博
報
堂
（全
社
体
制
）

国
民
（※）

国
民
（※）

経済界

家電量販店(2社)

家電ﾒｰｶｰ(4社)

EC事業者(4社)

「各種団体」 「賛同企業」（実績） 「フォロワー賛同企業」（実績）

秋葉原電気街秋葉原電気街

ﾒﾃﾞｨｱ連携

住宅・ﾏﾝｼｮﾝ・住設

家電量販店

家電ﾒｰｶｰ

平成18年度後期までに
既に連携準備のできている業界

平成18年度前期
迄に展開した領域

引越し・ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ

学校

百貨店・GMS

玩具ﾒｰｶｰ・量販店

自動車ﾒｰｶｰ

不動産

家
電
以
外
の
商
材
へ
の
広
が
り
／
日
本
全
国
の
流
通
で
の
展
開

http://www.orangepage.net/


Copyright © 2006 Hakuhodo All Rights Reserved. STRICTLY CONFIDENTIAL

①-ⅱ）「商品選択を通した削減」 における全体計画および現時点での進捗状況

交渉も含めた準備期間

取組4

主要ﾏｲﾙｽﾄｰﾝ

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

平成18年度

施策 連携先

主
体
事
業

進捗
状況

連
携
事
業

タ
イ
ア
ッ
プ
・

連
合
広
告
・事
業

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ

平成19年度

⑥省エネルギー性能 統一ラベル」地方紙展開

④「エコプロダクツ展」 企画

⑤雑誌でのライフスタイル提案 特殊スペース企画

⑯秋葉原電気街 エコハバラ化

⑰家電販売員大賞

⑨「省エネライフ指南書」を作成

⑭地球に優しい大掃除

⑮最新“環境技術”Ｒ＆Ｄフォーラム

⑩エコテクネットワーク

⑧『ＬＯＨＯＵＳＥ（ロハウス）』のPR拠点化

日本経済新聞＆日経ＢＰ社

出版各社

秋葉原電気振興会

住宅メーカー

家電量販店

家電メーカー、量販店

引越し、ブライダル、不動産

企業、団体、学校

家電メーカー企業トッ
プ

⑦エコ製品を選ぼうＣＭ店頭活用 各メーカー、流通

冬ボーナス商戦
●クリスマス
●大掃除

新生活準備新商品ラッシュ内閣改造 夏ボーナス商戦

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

●エコプロダクツ２００６

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

地方紙／チーム員企業

① バーチャルエコハウスによるライフスタイル提案 建築家など

交渉も含めた準備期間②ワンポイントメッセージシール 百貨店、ＧＭＳ

交渉も含めた準備期間③著名人プロデュース エコドールハウス 著名人・芸能人

⑪リアル「エコ・テク学校」の全国展開

⑫こどもＥＳＣＯでワンランクアップＸ‘ｍａｓ

全国科学館連携協議会

玩具メーカー、量販店

⑧

②

③

④

⑤

⑥

⑯

⑦

⑰

⑨

⑩

⑪

⑫

⑮

⑭

①

△

⑯ヨドバシカメラとの連携によるエコ製品推奨 ヨドバシカメラ

△

△

○

◎

○

○

○

△

○

△

△

△

△

○

交渉も含めた準備期間 ⑬◎

○

※ブルーは、予算策定に反映されている施策です。
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①-ⅱ）「商品選択を通した削減」 における 想定効果

施策 評価基準 目標

「省ｴﾈ製品
買替」

図表「商品選択を通した削減」における想定効果（平成18年度：前期企画書より一部修正）

CO2削減量

計 約147.8万t/
年

・平成18年販売台数（予想）
- ｴｱｺﾝ ： 805万台

(平均出荷台数700万台/年に対して平成18年に予想される特需分として15%分を追加)
- 冷蔵庫： 506万台

(平均出荷台数440万台/年に対して平成18年に予想される特需分として15%分を追加)

・本運動による年間販売台数
- ｴｱｺﾝ ： 805万台＋56万台
- 冷蔵庫： 506万台＋35万台

・CO2排出係数
- 0.36kgCO2/kWh

・算出上の仮定
- 本運動の集中ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ及び企業連携施策等により家電購入者の75%がﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ型を選択する

（4.4参 照）と仮定

・消費電力
- ｴｱｺﾝ（平均型）：1,033kWh、（ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ型）：802kWh、（10年前型）：1,386kWh
- 冷蔵庫（平均型）：290kWh、（ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ型）：150kWh、（10年前型）：1,320kWh

・平均使用年数
- 10年

ｴｱｺﾝの場合
｛(805万台 × 75%)×(1,033kWh - 802kWh) + 56万台×(1,386kWh － 802kWh)｝

×0.555 ÷ 1,000 = 約95.6万t
冷蔵庫の場合
｛(506万台 × 75%）×（290kWh - 150kWh)  + 35万台×(1,320kWh - 150kWh)｝

×0.555 ÷ 1,000 = 約52.2万t

CO2削減量：計約147.8万t /年

平均使用年数が10年であることか
ら、平成18年度の運動展開にお
ける削減効果は

10年分の約1,478万t
と考えられる

前提条件

集中ｷｬﾝﾍﾟｰﾝにより、年間販売台数の7%(4.4参照)が新たにが購入
されると仮定

想定効果
（CO2削減量）

合計

前期より改訂点：CO2算出係数が0.36より0.555に変更（平成18年3月「地球温暖化対策の推進に関する法律施行令の一部を改正する政令」参考）

※あくまでもこれら数値は様々な指標から算出した試算値であり、今年度の削減目標値
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①-ⅲ） 「取組5：ゴミを通した削減」
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①-ⅲ）「ゴミを通した削減」における継続点と進化点

継続（18年度前期の成果） 進化

継続点１：
「マイバッグ」「ふろしき」を効率的・効果的に波及させ
るためのメカニズムの構築を前期に引き続き実施

継続点２：
著名人を活用した、レジ袋削減のための「マイバッグ」
「ふろしき」のＰＲを前期に引き続き実施

継続点３：
メーカーや流通との連携による、レジ袋削減のための
「マイバッグ」「ふろしき」の行動促進施策やテストマー
ケティングを前期に引き続き継続

進化点１：「トレンド感の更なる創出」
レジ袋を断り、「マイバッグ」「ふろしき」を使用する行為
を、時代にマッチした「かっこいい」ライフスタイルであると
いう論調を形成していく（善悪軸からセンス軸へのシフ
トチェンジ）

進化点２：「習慣的な行為における知恵の再
発見」
ギフト商戦期に、過剰包装よりも「簡素」なラッピング
を行うことで、「飾らない真心こもったギフトになる」、と
いうムーブメントを喚起し、実践させる

進化点３：「地方への普及・拡大」
地方・地域についても「マイバッグ」「ふろしき」の認知を
獲得し、利用促進に繋げる

+
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①-ⅲ）「ゴミを通した削減」における連携企業・団体の拡大

図表.「ゴミを通した削減」における連携拡大図

平成18年度前期に構築した、企業やイベントを活用したマイバッグ/ふろしきの配布スキームの実施拡大や小売と
の連携により、来年の改正容リ法施行前までに、レジ袋削減施策の強化を徹底的に行ないます。

※
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
イ
）計
画
詳
細
の
個
別
施
策
を
参
照

国国
国
民
（※）

国
民
（※）

ｽﾎﾟｰﾂ界ｽﾎﾟｰﾂ界

経済団体

賛同企業(2社)

小売(3社)

「各種団体」 「賛同企業」（実績） 「フォロワー賛同企業」（目標）

「実
施
本
部
」設
置

＋

博
報
堂
（全
社
体
制
）

玩具ﾒｰｶｰ玩具ﾒｰｶｰ

賛同企業

流通・小売

その他団体

飲料ﾒｰｶｰ

連
携
施
策

ｽﾎﾟｰﾂ界ｽﾎﾟｰﾂ界

平成18年度後期までに
既に連携準備のできている業界

平成18年度前期
迄に展開した領域

ﾒﾃﾞｨｱ連携



Copyright © 2006 Hakuhodo All Rights Reserved. STRICTLY CONFIDENTIAL

①-ⅲ）「ゴミを通した削減」 における全体計画および現時点での進捗状況

取組５

主要ﾏｲﾙｽﾄｰﾝ

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

平成18年度

施策 連携先

⑦ 地球温暖化防止ソングの制作

交渉も含めた準備期間 ①
環
境
省
主
体
事
業
（真
水
）

進捗
状況

○：協力依頼済
凡例 ◎：企画詳細内容検討中

△：交渉準備中

タ
イ
ア
ッ
プ
・

連
合
広
告
・事
業

△百貨店

平成19年度

⑨ 日本ボクシング協会とのタイアップ

⑯ ＯＬランチタイムでふろしき普及大作戦

⑥ 成人式でマイバッグ配布

⑪ 合同会社説明会で、マイバッグ配布

⑩ レジ袋を断るキャンペーンキットの作成

① ヌード・ギフトキャンペーン

⑫ Ｘmasギフトをふろしきで送ろうキャンペーン

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
ー

⑮ オリジナルマイバッグの制作

⑭ 飲料メーカ販促資材に「塗り箸」

④ 朝日新聞 マイバッグキャンペーン 朝日新聞

大丸有協議会

協栄ジム

地域団体

◎

△

倉木麻衣/ＮＨＫ

◎

△

企業団体

△

朝日、毎日、読売
産経、日経

コンビニチェーン

△

○

△

表参道欅会

△

○

△

△

⑤ ラブ＆ベリー マイバッグキャンペーン

デザイナーズウィーク実行委員
会 ソトコト/Ｊ－ＷＡＶＥ

△

○

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間 ⑥

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間 ⑦

⑥

⑤

④

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間 ⑨

交渉も含めた準備期間 ⑧

⑫
交渉も含めた準備期間 ⑬
交渉も含めた準備期間 ⑭
交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

⑮

⑯

⑰

③ 殴ってやめようレジ袋！ポスター制作

⑧ マイバッグ募金＆南太平洋地域への寄付

③ キャラクターふろしきプレゼント企画

倉木麻衣

セガ、大手流通

飲料メーカー

△

⑬ 企業内マイバスケット企画 企業、流通

連
携
事
業

交通メディア/賛同企業 △

① ヌード・ギフトキャンペーン 百貨店 交渉も含めた準備期間

クリスマス 成人の日 バレンタイン ホワイトデー

交渉も含めた準備期間 ⑩

交渉も含めた準備期間 ③

②

※ブルーは、予算策定に反映されている施策です。



Copyright © 2006 Hakuhodo All Rights Reserved. STRICTLY CONFIDENTIAL

①-ⅲ）「ゴミを通した削減」における 想定効果

図表「ゴミを通した削減」における想定効果

施策 評価基準 目標
想定効果

（CO2削減量）

合計 CO2削減量：計 約5.25万t

ふろしき/
マイバッグを
利用する人

ふろしき/マイバッグを利用する人の増加率（3.5%） ※１ × 10代以上の人口
（約1億1千6百万人） ※2 × 行動実施回数（4.31） ×5週× 6ヶ月 ×

レジ袋1枚あたり削減量 0.1（ｋｇ） ＝ 5.25万t

※1 地球温暖化防止大規模「国民運動」推進事業における「浸透度把握調査」月次レポートより、
自分の買い物袋を必ず利用する及びたまに利用するという実施率を平成18年４月と７月とで比較した
増加率

※2 総務省統計局平成16年

計 約5.25万ｔ

※あくまでもこれら数値は様々な指標から算出した試算値であり、今年度の削減目標値
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①-まとめ 後期の展開における基本方針と具体的な制作物、キャンペーンについて
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現受託業者だからこそわかる「国民運動」推進のポイント

さらに「６つの取組の普及･定着と行動促進」を進めるために

• 「COOL BIZ」成功を受け、昨冬に「WARM BIZ」の普及啓発を進めて
感じたことは、全く同じスキームではコラボレーションが広がりにくい
ということ。家庭での普及も狙いましたが、「WARM BIZ」という言葉
には“オフィスでの取組イメージ”がついてまわるようです。

• そもそも、冬は地球温暖化への危機意識が低下する傾向にあります。ま
た「WARM BIZ」には、ネクタイを外すといった象徴的なアクションが
目に見えにくいという構造的な難しさも存在します。つまり、受信者主
義の観点からみれば、メッセージの伝え方に工夫が必要です。

• そこで、博報堂は「取組１．/４．/５．」を促進する個々の施策のご提
案に加えて、３つの取組を有機的に結びつけ、相互に相乗効果を生み出
せるような施策もあわせてご提案したいと思います。

• このことによって、本来目指していた“ワークスタイル革新（オフィ
ス）”だけでなく、“ライフスタイル革新（家庭）”へと広がる大きな
動きを生み出すことができると我々は考えます。（結果的に、費用対効
果も高くなるはずです）
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個別の取組を統合すると共に、後期の各施策展開の核となる考え方

Discover!
ECO Life

“優れた技術を”で快適な生活
•家電製品（エアコン～ＴＶ等）

•住宅設備（素材、カーテン、窓、
•バストイレ、給湯器、ソーラー等）

•住宅そのもの

“温まる知恵”で快適な生活
•衣類（下着、防寒具、素材等）
•食べ物/飲み物（鍋、ホット等）

•住宅設備（密閉構造等）

“包む知恵”で快適な生活
•風呂敷（アパレル、流通等）

•マイバッグ（流通等）

DiscoverDiscover!! EECOCO LifeLife

「ＷＡＲＭ ＢＩＺ」 「ハロー！環境技術」 「ふろしき／マイバッグ」…
これらはいずれも、日常的にできる心がけを、ちょっと自分にプラス

に思える視点でメッセージ化したものであり、企業・団体の連携を

呼び込むのに有効なアプローチであることは確かです。

しかし、これらが単に宣伝材料として使われたり、国民の目が行為

そのものだけに集まるのは本意ではありません。

大事なのは、こうした取組が自発的に行われるような動機付け。

そのためには、日常生活の様々な場面で、心地よい“発見”と“納

得”を伴って共感してもらうことが必要です。

よく考えれば、上記のメッセージはどれも全く新しい行動を促すもの

ではありません。その多くは「日本文化や日本企業が元々持ってい

た意外な知恵・技術」や「見方を変えれば、温暖化防止につながる

と解釈できる行為」の再発見や再評価ともいえます。

自分の日常生活が、縁遠いと思っていた地球温暖化防止とつな

がった時、その気づきは“共感”へと変わるのではないでしょうか。

そこで後期以降は、普段の暮らし･家のなかを見回すことで気づき、
そして“共感”してもらうために、「Discover! ECO Life」というコン

セプトのもとで個別の取組を効果的に統合し、“ライフスタイル革

新”の動きへと進化させます。
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平成18年度後期のクリエイティブ戦略の考え方①

広告展開のステップとその狙い

【１】キックオフ （例：新総理大臣＋新環境大臣、8,000社＆600,000人）

– 新大臣就任をきっかけに、事業継続への「政府の本気感」を表明し、後半戦のキックオフとする

▼

【２】展開期 （例：新環境大臣＋オピニオンリーダー）

– “家のなかの身近な知恵･技術”をDiscoverさせ、ライフスタイル的な視点で３つの取組を促進する

▼

【３】企業連携 （例：家電、自動車、住設、アパレル）

– 「政府の本気感」を受けて、３つの取組に関連する企業の連携を呼び込み波及効果を狙う

▼

【４】地域連携 （例：Discover！ ECO Life 列島リレー企画）

– 連携をさらに地方へと波及させる地方メディアのリレー企画で、“地域ならではの知恵”をDiscover
するムーブメントを醸成する

▼

【５】流通・団体連携 （例：ヌードギフト）

– 流通・団体との連携をさらに進め、ライフスタイルとしての実体化を目指す
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平成18年度後期のクリエイティブ戦略の考え方② 時系列での展開イメージ

【１】
キックオフ

【２】
展開期

コンセプト

考え方

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰ

【３】
企業連携

家の中からCO2を減らそう。

企業から家庭へ
（取組の統合）

地域独自の知恵と技の活用

各メーカー
（家電、自動車、住設、アパレル）

各地域／メディア

制作物

チーム・マイナス6％
国民運動の継承

「政府の本気感」表明

家の中から
CO2を減らそう。

企業から家庭へ
（取組の統合）

新総理大臣＆新環境大臣 新環境大臣＆タレント

真水によるキックオフ／展開広告（新聞）

※個々の制作物の詳細については、
制作物概要で説明

【４】
地域連携

ライフスタイル実体化

【５】
流通連携

企業連携

流通連携

全国百貨店・大型スーパー等

各流通企業

地域連携

過剰包装の削減

【５】
団体連携

各団体

団体連携

地域メディア
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平成18年度後期における政府予算分の広告表現（案）

【１】キックオフ → 「政府の本気感」の表明

コンセプト：チーム･マイナス６％ 国民運動の継承

「チーム・マイナス６％」が、新体制に代わってもチーム番号“１番”と“２
番”を引き継ぎ、国民運動を継続していくことをアピールするとともに、

この冬の温暖化対策を呼びかけ、運動をより大きく発展させる礎とす

ることを狙います。

【２】展開期 → 企業から家庭へ（取組の統合）

コンセプト：家の中からＣＯ２を減らそう

ＣＯ２の約５分１が家庭から発生しています。

この冬は、昔からの知恵や優れたエコ製品を活用し

た家庭でできる取組に気づかせて共感を得ると共に、

気軽に家の中からCO2を減らしていくライフスタイル

を提案していきます。

（代案）

※例えば、草彅剛のような国民的なキャラクターを起用予定（要交渉）
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平成18年度後期展開におけるメーカー連携の広告表現（案）

【３】企業連携 → 企業から家庭へ（取組の統合）

コンセプト：家の中からＣＯ２を削減しよう

家庭での実践をさらに広げるため、企業の連合広告によって温暖化防

止の取組を訴求していきます。家電だけでなく自動車・住設・アパレル

関連企業でも展開し、エコ製品で築く地球にやさしいライフスタイルを

提案。さらに、共感から購買へ結びつけられるように、統一ビジュアル

とキャラクターによりキャンペーン感を醸成します。

※例えば、草彅剛のような国民的なキャラクターを起用予定（要交渉）
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平成18年度後期展開における地域連携の企画（案）

北海道･東北

中部・近畿 関東・甲信越

九州

４７都道府県毎の郷土資産や知恵の再発見･再評価を
ベースに、自治体／地元メディア／地元企業、
そして都道府県民の巻き込みを図る企画です。

全国を４ブロックに分け､11月、本格的な冬の

到来を迎える北海道・東北を皮切りに各月毎に
活動をブロック毎に南下させ、２月までの間に
日本列島を縦断いたします。

Discover! ECO Discover! ECO LLifeife
列島リレー企画の実施

11月

1月 12月
１月

２月

重点化するACT１･４･５を、全国の老若男女が実践できる家庭で

の温暖化防止活動としてライフスタイルへ転換するために━

中部・近畿

【４】地域連携 → 地域独自の知恵と技の活用

コンセプト：家の中からCO2を減らそう
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平成18年度後期展開における地域連携の企画（案） ～各県･展開フレーム～

都道府県民

新大臣

政府主催/全国知事会

各自治体

各県の既存活動を
全国ﾘﾚｰの傘の下

顕在化

地方紙
郷土資産をテーマにした

健全な危機意識醸成をベースに
各ACTの広告･ﾊﾟﾌﾞﾘｼﾃｨ展開

ACT１ ACT４ ACT５

食のWARM BIZ
行動喚起

ｴｺﾃｸ学校
環境技術の教育

ﾏｲﾊﾞｯｸ･風呂敷
活用推進

GMS・食品流通 地元小中学校 ｱﾊﾟﾚﾙ・流通

都道府県ｾﾝﾀｰ
地元NPO情報提供

活動キープレイヤー

新大臣が４７都道府県知
事に活動推進を要請

知事の
本気感

活動推進のテコ
（本気表明）

地元企業の協賛

自治体の
本気感

T6
WEBｻｲﾄ

成果蓄積

･活動ﾒﾆｭｰの提示
･活動支援ｷｯﾄの提供

･企画趣旨/活動ﾌﾚｰﾑ
オリエン＆要請

政府の
本気感

全国
ﾊﾟﾌﾞﾘｼﾃｨ

• 新大臣のオーナーシップにより都道府県知事の結束を強化。（→全国メディアに対する新大臣のデビュー演出機会を創出）

• 各知事が県単位の活動として本気感を表明（→特に地方紙へのテコとして作用させる）

• 地方紙が推進母体となり、地元企業・団体の活動を巻き込む

• 各ACT別に活動メニューを提示し、チーム員の能動的活動を喚起する（→活動支援キットなどを提供）

http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.shirakawaenhonpo.com/yszyten/y_tenpohead.jpg&imgrefurl=http://www.shirakawaenhonpo.com/kani.htm&h=172&w=300&sz=24&hl=ja&start=2&tbnid=RZZJQHkG8rmFaM:&tbnh=67&tbnw=116&prev=/images%3Fq%3D%25E9%25A3%259F%25E5%2593%2581%25E5%25A3%25B2%25E3%2582%258A%25E5%25A0%25B4%26svnum%3D10%26hl%3Dja%26lr%3D
http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.pref.hiroshima.jp/kyouiku/hotline/07challenge/syoukaipanf/img/p04_rou_pho1.jpg&imgrefurl=http://www.pref.hiroshima.jp/kyouiku/hotline/07challenge/syoukaipanf/300rou.htm&h=214&w=286&sz=22&hl=ja&start=7&tbnid=caETo-Cb1gJXmM:&tbnh=86&tbnw=115&prev=/images%3Fq%3D%25E5%25AD%25A6%25E6%25A0%25A1%25E3%2580%2580%25E6%258E%2588%25E6%25A5%25AD%26svnum%3D10%26hl%3Dja%26lr%3D
http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://pc.watch.impress.co.jp/docs/article/20011203/akibah3.jpg&imgrefurl=http://pc.watch.impress.co.jp/docs/article/20011203/akibah05.htm&h=480&w=640&sz=76&hl=ja&start=8&tbnid=kBWKFgmAAh0SnM:&tbnh=103&tbnw=137&prev=/images%3Fq%3D%25E7%25B4%25B3%25E5%25A3%25AB%25E6%259C%258D%25E3%2580%2580%25E5%25A3%25B2%25E3%2582%258A%25E5%25A0%25B4%26svnum%3D10%26hl%3Dja%26lr%3D
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平成18年度後期展開における地域連携の企画（案） ～12月の“関東・甲信越”での展開案～

国民

全国メディア

健全な危機意識醸成をベースに
各ACTの広告･ﾊﾟﾌﾞﾘｼﾃｨ展開

ACT１ ACT４ ACT５

活動キープレイヤー

●地球に優しい大掃除

●エコドールハウス

●こどもＥＳＣＯ＠Ｘ‘ｍａｓ

●バーチャルエコハウス企画

●４７都道府県「郷土WARM BIZ鍋」見本市

●『オリジナル･ウォーム鍋』コンテスト

●お歳暮で「WARM BIZ」を贈ろう

●大都市「WARM BIZ」トレイン企画

●世界エコバッグの歴史展の開催

●ヌード・ギフトキャンペーン

● Ｘmasギフトはふろしきで！

●STOP 環境にワリー箸

エコプロダクツ展 ACT横断・環境配慮のライフスタイル提案

企業･団体の協賛･活動連携

全国紙･TVキー局が集中する関東での展開（12月）では、特に全国への情報波及を念頭に、メディア･企業
連携を強化し、列島リレー企画そのもののムーブメント化を図ります。
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平成18年度後期展開における流通・団体連携の企画（案）

【５】流通・団体連携 → ライフスタイル実体化

コンセプト：ヌード・ギフト

『ヌード・ギフト』をキーワードに、今年のクリスマスプレゼントは着飾らず

真心のこもったプレゼントすることを提案し、レジ袋削減を若者へ効果

的に訴えかけます。

著名人を起用した親しみのある表現で共感を獲得、

”本命にヌード･ギフトを贈ると恋が成就する“等のムーブメントを起こす

情報戦略も検討し、アクションへ繋げます。
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② 地球温暖化の「健全な危機意識」を醸成するための
効率的・かつ効果的な方法の検討・実施
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現受託業者だからこそわかる「国民運動」推進のポイント

「健全な危機意識の醸成」にあたって

• 地球温暖化がもたらす影響は、これまでも様々なカタチで伝えられてき
ました。しかし、国民の意識が如実に変化するのは、洪水などの身近な
体験でした。これは、当たり前のようでいて啓発における重要な事実。
人を突き動かすのは、海面の上昇よりも近所の河川の増水なのです。

• もっとも、「恐怖」訴求にはデメリットもあります。そもそも「チーム･
マイナス６％」が広く受け入れられたのは「削減」ではなく「創造」と
いう前向きな発想でした。健全な危機感の醸成においても、同じことが
いえるのではないでしょうか。

• 例えば、石川県民にとって、“美しいけれど訪れたことのないモルディ
ブ諸島が沈むこと”よりも“兼六園の雪景色が見られなくなること”の
ほうが強く動機付けられる。それは、その方が身近であるだけでなく、
アクションの動機が明確で、成果も確かめられるからだと思います。

• 博報堂は「健全な危機感の醸成」すなわち、「地球温暖化が科学的知見
にもとづいた間近の現実であること」を切迫感をもって国民一人一人に
“自分事化”させるために、地球温暖化が、ごく身近な出来事として感じ
させるのはもちろん、アクションにつながりやすく成果も実感しやすい
構造の情報戦略を構築します。
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②-1「健全な危機意識の醸成」における継続点と進化点

継続点１：
「健全な危機意識の醸成」を効率的かつ効果的に遂
行するメカニズムの構築を前期に引き続き実施

継続点２：
健全な危機意識を醸成するＰＲ素材の作成と効果
的なタッチポイントでの素材の配布を前期に引き続き
実施

遠い異国の出来事、将来的な危機をテーマではなく
身近なテーマで危機意識を伝える。そのために各地
域毎に細分化し、最大効果を生む「発信者・タイミン
グ・場所」を選定する。

進化点１：「ターゲット別に効果的な情報提
供」
受信者別、健全な科学的知見の提供（オピニオン
リーダー向け及び、一般向け）

進化点２：「温暖化問題の自分事化」
受信者の身近な素材での温暖化影響情報の提供
（地域特化型と、ターゲット属性特化型）

進化点３：「問題解決への貢献感の創出」
削減目標達成に向けた‘自分にも貢献できるんだ
感’創出

+

継続（18年度前期の成果） 進化
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②-2「健全な危機意識の醸成」におけるメカニズムと課題

導き出される課題典型的理解・意識

全く関心の無い人

企業企業

個人個人

オピニオン
リーダー

オピニオン
リーダー

・温暖化現象は起きているが、将来の問題
・対策を自分がやっても変わらないだろう
・何をすれば良いのか分からない

・正しい科学的知見が不足
・気候変動対策への切迫感がない
・京都議定書目標への不平等感を抱く
・京都議定書への目標達成への諦めが蔓延

情報提供により温暖化防止活動における態度変容が期待できる層

③ 目標達成に向けた
“自分も貢献できる感”の創出

③ 目標達成に向けた
“自分も貢献できる感”の創出

② 受信者の身近な素材での
温暖化影響情報の提供

情報翻訳（自分事化）

② 受信者の身近な素材での
温暖化影響情報の提供

情報翻訳（自分事化）

① 最新の科学的知見の提供
誤解･理解不足内容の

把握と必要情報
（根拠･科学的知見）収集

① 最新の科学的知見の提供
誤解･理解不足内容の

把握と必要情報
（根拠･科学的知見）収集

科学的知見に基づいた健全意識を醸成する必要性があります。科学的知見に基づいた健全意識を醸成する必要性があります。

本気で削減行動するためには・・・
「温暖化現象が既に危機的状況にある」「今行動しないと間に合わない」
という２つの意識が必要。しかし、国民全体でその意識が不足しています。

本気で削減行動するためには・・・
「温暖化現象が既に危機的状況にある」「今行動しないと間に合わない」
という２つの意識が必要。しかし、国民全体でその意識が不足しています。

そこで・・・

目的

ターゲット

温暖化について
よく分かっている人

理
解
す
る
態
度
が
固
定
化
し
て
い
る
層
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各企業・団体が保有する環境意識啓発コンテンツを活用して効果的なタッチポイントで露出を行い、更なる環境意識
の啓発を行います。

②-5「健全な危機意識の醸成」における連携企業・団体の拡大

国
民

（※）

国
民

（※）地域・団体

ﾒﾃﾞｨｱ連携

経済団体
賛同企業

「各種団体」 「賛同企業」（実績） 「フォロワー賛同企業」（目標）

図表.健全な危機意識の醸成における連携拡大図

賛同企業賛同企業

映画配給会社

「実
施
本
部
」設
置

＋

博
報
堂
（全
社
体
制
）

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ事業者

居酒屋チェーン、書店

地域・団体

NPO・NGO

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ事業者

その他企業

衛星・航空写真提供会社

ﾒﾃﾞｨｱ連携

平成18年度後期までに
既に連携準備のできている業界

平成18年度前期
迄に展開した領域

国国

※
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
イ
）計
画
詳
細
の
個
別
施
策
を
参
照
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②-6「健全な危機意識の醸成」 における全体計画および現時点での進捗状況（１/2）

健全な危機意識の醸成
主要ﾏｲﾙｽﾄｰﾝ

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

平成18年度

施策 連携先

交渉も含めた準備期間

環
境
省
主
体
事
業
（真
水
）

進捗
状況

○：協力依頼済
凡例 ◎：企画詳細内容検討中

△：交渉準備中

◎日本気象協会

平成19年度

⑨地域ごとの温暖化の影響(被害)情報の開発

⑬人気イラストレーター「上大岡トメ」
チーム・マイナス６％Webサイト
連載＆単行本出版企画

⑦環境関連映像のアーカイブ化
放送人環境ネットワーク（仮）の設立

⑩環境goo共同プロジェクト
環境goo ＲＳＳリーダーを活用した環境情報の配信

①デイリーCO2排出量情報の可視化（＝アイコン）
プログラム開発と、ＴＶ局･新聞社への配信

⑪気象キャスターネットワークを活用した
報道に使われやすいコンテンツの作成
および、天気予報番組での活用促進

⑫『京都議定書１０周年企画』
民放キー５局+新聞中央５紙合同企画
『これが日本の地球温暖化防止生活！
チーム・マイナス６％が世界を救う！！』（仮）

上大岡トメ

国立環境研究所、WWF、
FoE Japan等

民放連
NHKエンタープライズ

○

△

△

goo

△

◎

気象キャスターネットワーク

⑥年越しカウントダウンコンサート

テレビ局、新聞社、チーム員企業

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間 ⑩

⑥

⑦

⑤

⑨

⑧

交渉も含めた準備期間 ⑪

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

⑫

⑬

③もしも地球人全員があなただったら～TM6取り組み
実施が温暖化防止にどう寄与するか可視化～

⑧「An Inconvenient Truth」試写会による
オピニオンリーダー啓発

UIP
環境メディアフォーラム

アーティスト

チーム・マイナス６％WEB ○

②空から見る地球の悲鳴 Google社、パスコ社

クリスマス 成人の日 バレンタイン ホワイトデー

④エコ・ペディア チーム・マイナス６％WEB ◎

③

②

①

⑤「こどもチーム員」特別特派員で作る
「こどもチームマイナス６％新聞」

チーム・マイナス６％WEB ◎

④

⑭真木 蔵人ファミリー
「チーム・マイナス６％」日本全国エコの旅

タ
イ
ア
ッ
プ
・

連
合
広
告
・事
業

真木 蔵人ファミリー
ラジオ局、出版社

交渉も含めた準備期間

△

◎

△

○

○

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

⑭

※ブルーは、予算策定に反映されている施策です。
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②-6「健全な危機意識の醸成」 における全体計画および現時点での進捗状況（2/2）

健全な危機意識の醸成
主要ﾏｲﾙｽﾄｰﾝ

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

平成18年度

施策 連携先

交渉も含めた準備期間

進捗
状況

○：協力依頼済
凡例 ◎：企画詳細内容検討中

△：交渉準備中

○
チーム・マイナス６％

チーム員企業

平成19年度

22 リアルマイロク先生派遣

26 子供番組と連携した
地球温暖化防止啓発ソングの開発

⑳「動物園」 ～動物が困っています～

⑮危機意識映像の拡充と上映タッチポイントの拡大

24  エコ・カレンダー

25  環境の本を売る
～ 「エコ読」フェア主要書店で開催 ～

メディア各社

県センター、地域の教育委員会
地域学校

動物園

△

チーム員各企業、各団体

⑲ウェザーニュース社とのコラボレーション

トーハン、出版各社、書店
松下電器

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

23

⑲

交渉も含めた準備期間 ⑳

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間 22

交渉も含めた準備期間 21

交渉も含めた準備期間 24

交渉も含めた準備期間 25

交渉も含めた準備期間 26

⑰富士山の展望台で
「地球温暖化による異変の現状」を
“ゆく年くる年”の年越し番組内で訴えかける

21 「うたとおどり」を通したマイロク啓発
各テレビ局、幼稚園

保育園

ウェザーニューズ社

テレビ局

⑯環境活動放送人大賞 民放連、テレビ各局 交渉も含めた準備期間

クリスマス 成人の日 バレンタイン ホワイトデー

⑰

⑯

⑮

⑱ブレインショック演出を活用した
日本水没マップによる危機意識醸成コンテンツ

茨城大学
チーム・マイナス６％WEB ⑱

27 マイロクをウォッチしているメディアとの連携を更に強化
マイロク仮想温暖化環境ジャーナリストの会
～「マイロクジャーナリストネットワーク」～の立ち上げ

連
携
事
業

BSフジ、ポニーキャニオン

△

△

◎

△

△

△

△

◎

○

○パ
ブ
リ
シ
テ
ィ

※ブルーは、予算策定に反映されている施策です。
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②-7「健全な危機意識の醸成」における想定効果

施策 想定効果評価基準 目標

合計 CO2削減量：約40万t

図表「健全な危機意識の醸成」における想定効果

地球温暖化
防止関心度※１

地球温暖化防止関心度増加数（409万人）※１ ×「６つの取組」の実践による削減量
（97kg）※２

※1 地球温暖化防止大規模「国民運動」推進事業における「浸透度把握調査」月次レポートより、
平成18年４月と７月を比較し、増加した人数と同規模の増加を想定

※2 「一人が「６つの取組」全て取り組んだ場合の削減量を580kg/年とし、そのうち1つの取組は実践
すると仮定 （環のくらし参考）
取組1. 冷房を1度高く、暖房を1度低くする ：31kg
取組2. シャワーの1分間の出っ放しを抑える ：65kg
取組3. 1日5分のアイドリングを止める ：39kg
取組4. 新しい家電製品を購入する際には「ｴｺ製品」を選ぶ ：300kg
取組5. 買い物の際に専用ﾊﾞｯｸﾞを持参する ：58kg
取組6.コンセントをこまめに抜く ：87kg

計 約40万t

※あくまでもこれら数値は様々な指標から算出した試算値であり、今年度の削減目標値
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③ チーム員数を平成18年度中に100万人にするための
効率的かつ効果的な方法の検討・実施
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現受託業者だからこそわかる「国民運動」推進のポイント：その⑤

「チーム員100万人の登録推進」にあたって

• 個人チーム員登録の推進は、大口のネットワークがあったとしても、そ
の実現に多くの人手と時間がかかる地道な作業です。

• とある企業のケースを例にお話しましょう。この企業に従業員のチーム
員登録をお願いすると、まず「法人企業登録だけではダメなのか？」
「従業員が登録してどんなメリットがあるのか？」という反応が返って
きました。ようやく企業のトップまで説得すると、今度は「登録するに
は作業が煩雑すぎる」という問題が発生。全ての問題がクリアするまで
に、担当者とは実に三十回近い打ち合わせが必要でした。しかし、これ
までの経験から言って、これは決して特異なケースではありません。

• 個人情報の扱いにも細心の注意が必要な昨今の環境の中で、チームへの
参加を呼びかけ、60万人を超える登録を実現できたのは、事業開始当初
から事務局としての活動を続けてきたことによる信頼性と、登録をしや
すくするインフラ整備も並行して進めてきたからこそだと考えます。

• 既に我々は前期にも数多くの登録準備を仕込んでいます。加えて、後期
以降も効果的な登録スキームを構築しながら、今期中の100万人達成を
お約束します。



Copyright © 2006 Hakuhodo All Rights Reserved. STRICTLY CONFIDENTIAL

③-1-１「チーム員100万人」の位置づけ

平成18年度8月10日時点で、60万人を越える個人チーム員登録を達成しており、今後は県単位で
の連携、企業（松下、日立、三菱自動車など）との連携、メディアとの連携、ＷＥＢコミュニティとの連
携などで100万人を大幅に超えるチーム員獲得への道筋は既に見えています。

しかし、博報堂は「100万人のチーム員獲得」はゴールではなく、あくまでも630万人の具体的な行動
実践に向けた最初のステップだと位置づけています。
この「最初の100万人」は、率先主義により最初に自発的に手を挙げてくれた100万人であり、この100
万人を強力な“テコ”として、次の目標である630万人の具体的な行動実践を誘発していくことを念頭
に活動しています。

博報堂の後期の活動は、すでに次のステップに向けて走り始めています。

チーム員チーム員
“最初の“最初の100100万人”万人”

630万人の
具体的行動喚起へ
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③-1-1「チーム員100万人の達成」における継続点と進化点

+

継続（18年度前期の成果） 進化

継続点１：
「チーム員100万人の達成」を効率的かつ効果的に遂
行するメカニズムの構築を前期に引き続き実施

継続点２：
メディアとの連携によるチーム員獲得企画を前期に引
き続き実施

継続点３：
経済団体及び企業・団体への積極的な働きかけを前
期に引き続き実施。

進化点１：「都道府県をテコとしたチーム員の
獲得」
都道府県単位で、県の主要なプレーヤー（自治体、
県センター、地元メディア、地元企業・団体、ＣＳＯ
等）との連携による、チーム員拡大企画の実施。

進化点２：「ＷＥＢコミュニティーをテコとしたチー
ム員の獲得」
ＳＮＳ等のＷＥＢコミュニティとの連携によりユーザー間
コミュニケーションを活用したチーム員拡大企画の実
施。

進化点３：「メディアをテコとしたチーム員の獲
得」
メディアの国民運動チーム・マイナス６％への理解がさ
らに深まり、多くのプレーヤーを巻き込むパワフルな運
動体となってチーム員拡大企画を実施。
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③-2「チーム員100万人の達成」における連携企業・団体の拡大

図表. チーム員100万人における連携企業・団体の更なる拡大

国国

「実
施
本
部
」設
置

＋

博
報
堂
（全
社
体
制
）

一般個人

従業員・職員

個人チーム員

家族・知人等

法人・団体チーム員
取引先企業

関連企業

コミュニテイを通した
取組の訴求・チーム員の増殖

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
サ
イ
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
サ
イ
ト

商談・打ち合わせを
通したチーム
員登録の訴求

企業の既存CSR活動と連携したチーム員登録の訴求

平成18年度後期までに
既に連携準備のできている業界

平成18年度前期
迄に展開した領域

地方自治体

地方メディア

地方自治体

企業

NGO/NPO

地
方
在
住
者

地
方
在
住
者

メディア

地方イベント

・中央5紙
・TVキー局

・地方紙、ローカル局、地方ラジオ局

・札幌エコライフ宣言等

・新潟県、富山県等
・岩手県、石川県等

・約8,000社

家族・知人等

従業員

顧客

前期に引き続き企業・団体への連携呼びかけを実施しております。さらに、地方連携に注力するとともに、ＳＮＳ等
のＷＥＢコミュニティの活用やメディアとの連携を積み重ねチーム員100万人につなげていきます。

※
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
イ
）計
画
詳
細
の
個
別
施
策
を
参
照
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③-3「チーム員100万人の達成」における、後期の想定チーム員獲得数

8月10日現在のチーム員数
618,692人

今後、後期末までに獲得が想定されるチーム員数
確度Ａ（ほぼ確定が見込まれる数字）

603,400人
確度Ｂ（実施が見込まれるが数字が不確定）

110,300人
確度Ｃ（実施の可能性はあるが不確定）

110,000人

現在のチーム員数＋確度Ａ

1,222,092人
現在のチーム員数＋確度Ａ＋確度Ｂ

1,332,392人
現在のチーム員数＋確度Ａ＋確度Ｂ＋確度Ｃ

1,442,392人

前期に地道に行ってきた企業・団体への協力依頼や、県単位での連携呼びかけの成果が後期の多数のチーム
員獲得に繋がっています。
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③-4「チーム員100万人の達成」における、後期に実現するチーム員獲得事例①

松下電器産業株式会社 「Ｎのエコ計画」 マイバッグ展開施策松下電器産業株式会社 「Ｎのエコ計画」 マイバッグ展開施策
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③-4「チーム員100万人の達成」における、後期に実現するチーム員獲得事例②

日立グループ マイバッグ20万人大作戦日立グループ マイバッグ20万人大作戦

日立と連携し、日立グループ国内社員２１万人全員が

チーム・マイナス６％へチーム員登録を行うと同時に、全員にマイバックを配布します。

また、配布後もマイバッグを利用した施策をＷＥＢ等で展開、

チーム・マイナス６％事務局の機能を活用し地球温暖化防止活動をサポートしていきます。

想定チーム員獲得数
２１０，０００名

日
立
Ｇ
国
内
社
員
の
チ
ー
ム
員
登
録

日立オリジナルマイバッグを配布日立オリジナルマイバッグを配布 活動成果をＷＥＢで展開活動成果をＷＥＢで展開
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③-4「チーム員100万人の達成」における、後期に実現するチーム員獲得事例③

キリンビバレッジ／三菱自動車チーム員獲得施策キリンビバレッジ／三菱自動車チーム員獲得施策

社内メール（Ｎｏｔｅメール）を活用して、社員に対してチーム員参加を呼びかけをしてもらいます。

社内メールで社長からのメッセージと、チーム員参加の呼びかけます。

メール内にチーム員参加の希望の有無を問うボタンと、6つのアクションの選択ボタンが実装され、

ボタンをクリックすることで、チーム員登録人数をカウントする仕組みになっています。

社員向け 社内メール文書（例）社員向け 社内メール文書（例）
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③-4「チーム員100万人の達成」における、後期に実現するチーム員獲得事例④

地方自治体（県）をテコとしたチーム員獲得施策地方自治体（県）をテコとしたチーム員獲得施策

一里野音楽祭

NPO/NGO・地方メディア連携事業

キャンドルナイト

トップダウン型事例トップダウン型事例 メディア主導型事例メディア主導型事例

ボトムアップ型事例

地域イベント型事例
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メディアをテコとしたチーム員獲得施策メディアをテコとしたチーム員獲得施策

③-4「チーム員100万人の達成」における、後期に実現するチーム員獲得事例⑤

前期同様に、メディアに対して読者へのチーム員参加呼びかけの協力を要請、チーム員獲得を行う。

朝日新聞「DO楽」朝日新聞「DO楽」毎日新聞主催のマイマイツリーイベント毎日新聞主催のマイマイツリーイベント
読売新聞「アンパンマン広告企画」

平成18年6月28日

読売新聞「アンパンマン広告企画」
平成18年6月28日

メディア主催イベントでのチーム員募集 紙面での環境意識啓発を通じての
チーム員募集

メディアのＷＥＢサイトを通じての
環境意識啓発とチーム員募集
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中古車情報誌ＧＯＯ グリーンバンド大作作戦中古車情報誌ＧＯＯ グリーンバンド大作作戦

想定チーム員獲得数
１３６０００名

●全国の中古車ディーラー１２０００社の社員に対し、
Ｇｏｏ担当営業がチーム・マイナス６％宣言者を獲得を促進

全国の中古車カーディーラー１２０００社の社員に対して、
「ふんわりアクセル『e－スタート』」の認知促進と実践を求めるべく、
全国のGooの担当営業が、グリーンバンドを手渡し、

チーム・マイナス６％宣言者を獲得していく。

●Ｇｏｏエコキャンペーンの実施
グリーンバンドを身につけ、チーム・マイナス６％宣言
全国のローソンでＧｏｏを購入すると、売り上げの一部が、国土緑化機構
の植樹基金として寄付される。Goo誌面には、グリーンバンドとチーム・マ

イナス６％のチーム員パスがついており、チーム員を募る。

●特設サイト Ｇｏｏ-net エコからチーム員宣言の呼びかけ

ポータルサイト「Goo-net（グーネット）」（http://www.goo-net.com/）内に
「Goo-netエココミュニティ」を開設。Webサイトに掲載された自動車を購入

したユーザーが携帯電話等で愛車を投稿し、エコドライブ宣言をすると、１
投稿につき100円を植林活動へ寄付される。エコドライブ宣言をした投稿

ユーザーは「チーム・マイナス６％」のチーム員となる。

「Goo-netエココミュニティ

③-4「チーム員100万人の達成」における、後期に実現するチーム員獲得事例⑥
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③-4「チーム員100万の達成」における、後期に実現するチーム員獲得事例⑦

ＷＥＢ連携によるチーム員の獲得ＷＥＢ連携によるチーム員の獲得

想定チーム員獲得数
１４５，０００名

１）Ｙａｈｏｏ！ＳＮＳ
⇒Yahoo!のＳＮＳサービス「Yahoo!360°」内に専用コミュニティを作り、環境意識啓発をしながらチーム員を募る。

２）Ｙａｈｏｏ！Ｊａｐａｎプロパティ企画
⇒Yahoo!知恵袋、 Yahoo!オークション、 Yahoo!グルメ、 Yahoo!ブログなど、プロパティを連携し、
環境意識啓発を図りながら、チーム員参加を募る。

３）goo×Ｎｕｍｂｅｒタイアップ企画
⇒gooと雑誌NumberのＷＥＢを連携し、スポーツの情報を切り口に、地球温暖化を啓発し、チーム員を募る。

４）ウエザーニューズ社との連携企画
⇒携帯・ＰＣでの天気情報提供サービスを行っているウェザーニューズと連携。 「東京温度プロジェクト」などのＷＮの会員参加型

プロジェクトを通じてチーム員を募る。

５）楽天連携企画
⇒上期でも効果の高かった楽天で、全国の楽天出展者と連携ししてチーム員参加を募る。

６）私の周りの気候異常レポート企画
⇒季節の危機意識をテーマに、日本各地の異常気象をブログでレポートする仕組みを作り、チーム員を募る。

７）オフィシャルサイトブログ連携
⇒ＷＥＢコミュニティで影響力の高いカリスマブロガーを束ね、ブログ読者にアピールしながらチーム員を募る。

８）メタブログポータル企画
⇒ニフティココログ、はてな、ライブドア、エキサイト、ヤフーなど各ブログの「マイナス６％」コンテンツの自動集約ページを作成。

ブログユーザーに対してチーム員を募る。

（最大）



Copyright © 2006 Hakuhodo All Rights Reserved. STRICTLY CONFIDENTIAL

③-5-1/3「チーム員100万人の達成」における全体計画および現時点での進捗状況

チーム員100万人

主要ﾏｲﾙｽﾄｰﾝ

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

平成18年度

施策 連携先

① 専用登録ページ

交渉も含めた準備期間

賛
同
企
業
従
業
員

進捗
状況

○：協力依頼済
凡例 ◎：企画詳細内容検討中

△：交渉準備中

実施中キリンビール

平成19年度

①イントラネットでの呼びかけ 実施中キリン物流

①イントラネットでの呼びかけ 実施中日本IBM

① 実施方法検討中 ○ライオン

① 実施方法検討中 ○ファンケル

① 実施方法検討中 ○トヨタ

① イントラネットにて呼びかけ ◎東京ガス

① 専用登録ページ 実施中コニカミノルタ

① 実施方法検討中 ○住友商事

① 実施方法検討中 ◎昭和シェル

① 専用登録ページ ◎東京三菱UFJ銀行

① 実施方法検討中 ○野村證券

① 店頭にてマイバッグ配布
実施
確定

松下電器

① 実施方法検討中 ○セイコーエプソン

① 実施方法検討中 ○サントリー

① 実施方法検討中 ○ユニリーバ

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

準備期間
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③-5-2/3「チーム員100万人の達成」における全体計画および現時点での進捗状況

チーム員100万人

主要ﾏｲﾙｽﾄｰﾝ

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

平成18年度

施策 連携先

①実施方法検討中

進捗
状況

○：協力依頼済
凡例 ◎：企画詳細内容検討中

△：交渉準備中

○野鳥の会

平成19年度

①実施方法検討中 ○イオン

①実施方法検討中 ○大正製薬

①クリーンキャンペーン参加者のチーム員登録 ◎セブンイレブン

①メールでのチーム員登録啓発 ◎日本HP

①実施方法検討中 ○TOTO

①実施方法検討中 ○NTTドコモ

①メールでのチーム員登録啓発 ◎大和證券

① 専用登録ページ 実施中JT

①実施方法検討中 ○JA全中

① 専用登録ページ 実施中ファミリーマート

①実施方法検討中 実施中三菱自動車工業

①実施方法検討中 ○CCJC

① 従業員にマイバッグを配布
実施
確定

日立

① 環境アンケートにてチーム員登録/専用ページ 実施中NEC

○三井物産①実施方法検討中

賛
同
企
業
従
業
員

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

準備期間

交渉も含めた準備期間

準備期間

交渉も含めた準備期間
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③-5-3/4「チーム員100万人の達成」における全体計画および現時点での進捗状況

チーム員100万人

主要ﾏｲﾙｽﾄｰﾝ

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

平成18年度

施策 連携先

①名簿一括登録

賛
同
企
業
従
業
員

進捗
状況

○：協力依頼済
凡例 ◎：企画詳細内容検討中

△：交渉準備中

実施中西濃運輸グループ

平成19年度

①専用登録ページ 実施中東京海上日動火災

①実施方法検討中 ○パソナ

①実施方法検討中 ○インテック

①専用登録ページ 実施中熊谷組

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

①イントラネットでの呼びかけ 実施中キリンビバレッジ

①通達文書、HPでの呼び掛け 実施中経団連

①HPでの会員への呼び掛け 実施中経済同友会

②県との連携

地
域
連
携

実施中新潟県

②県との連携 実施中富山県

②放送局と県との連携 岩手県

②放送局との連携 石川県

②県との連携 実施中福井県

交渉も含めた準備期間

②市やＮＧＯとの連携 実施中愛知県

②県センターや県との連携 実施中長崎県

②実施方法調整中 ○その他地域

実施中

実施中
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③-5-4/4「チーム員100万人の達成」における全体計画および現時点での進捗状況

チーム員100万人

主要ﾏｲﾙｽﾄｰﾝ

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

平成18年度

施策 連携先

③ 中古車情報誌ＧＯＯとの連携

交渉も含めた準備期間
そ
の
他

進捗
状況

○：協力依頼済
凡例 ◎：企画詳細内容検討中

△：交渉準備中

実施中ＧＯＯ

平成19年度

③ その他メディアとの連携 ◎メディア各社

交渉も含めた準備期間④ ＷＥＢ連携 ◎Yahoo!/goo他
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③-6「チーム員100万人の達成」における想定効果

平成18年度後期は前期で準備を行った大口の企業連携の実現に加え、県単位での連携やＷＥＢコミュニティとの連
携の施策を実施することにより、個人チーム員122～144万人の実現を想定しています。

図表. チーム員100万人: 想定効果

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

平成19年度3月末100万人
獲得のための達成ライン個

人
チ
ー
ム
員
数
累
計

（万人）

平成18年
4月 5月 6月 3月7月 8月 9月 10月 11月 12月 2月

平成19年
1月

20.9万人

23.2万人

34万人

45.8万人

・企業連携 ： 36万人
・地域連携 ： 15万人
・メディア企画 ： １5万
・イベント ： １万人
・ＷＥＢ連携 ： 14.5万

計 122～144万

62万人
（8/11）
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③-7「チーム員100万人の達成」における、参加したチーム員、企業・団体に対する対応

チーム員宣言するメリットをより明確にすることで、より多くの方のチーム員宣言を促進チーム員宣言するメリットをより明確にすることで、より多くの方のチーム員宣言を促進

「COOL BIZ」「WARM BIZ」をはじめ、
地域情報など旬のトピックスとともに、
TM6サイト更新情報、TM６関連イ
ベント情報をメールニュースにて提供。
また、メールニュース独自編集により、
各地域毎のライフスタイルの工夫な
ど、TM６サイトならではのお役立ち
情報も提供。

TM6サイトからダウンロードしたチーム
員パスを提示によりチーム員企業・
団体での活動に参加しやすくなる、ベ
ネフィットが得られる。（チーム員企業・
団体には今後企画推進）

①隔週配信のメールニュース

１.チーム員企業・団体の活動がWEBコンテンツ相互活用により、TM6サイト（環境ハブサイト）からの情
報発信も可能となる。

2,チーム員企業・団体がCO2削減のために行っている一般向け活動に個人会員が積極参加しやすく
するために「チーム員パス」掲示によるベネフィット提供をすることが可能

②「チーム員パス」提示メリット ③CO2削減効果に参加

チーム員は６つのアクションを実際に行
動した際に、CO2削減ポイントをWEB
上で貯めていくことが可能。チーム員
一人一人の貯めたCO２削減ポイント
も、全チーム員の蓄積で大きな力にな
ることを可視化し、積極的取り組みに
結びつける。（具体的な企画は策定
中）

チーム員企業・団体にとってのベネフィット
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④経済界、労働組合、ＮＰＯ、地方公共団体及び地球温暖化対策
推進法に基づく全国センター等幅広い関係者との連絡調整

～基本仕様書～
ⅰ）幅広い関係者との連携事業について、企画の立案、連絡調整、事業実施を管理する。
ⅱ）事業実施期間を通じた経済界等関係者との連携
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現受託業者だからこそわかる「国民運動」推進のポイント

「幅広い関係者との連携事業」にあたって

• 博報堂は昨年に引き続き、実効ある連携を実現するために幅広い団体の
関係者との継続的なコミュニケーションと、信頼に根ざした関係づくり
に努めてきました。そこでは連携先の状況や課題･ニーズを正確に把握し
た上での相互にメリットのあるコンテンツ開発と仕組みづくりが求めら
れてきましたが、そのノウハウも確立しつつあります。

• 今回のご提案においても、我々は地域単位での連携を重視していますが、
それは昨年の活動を通して“中央発の情報発信の限界”と“草の根活動
の効用”を痛感したからにほかなりません。

• ご提案内容のうち、いくつかの企画は既に前期において着手し、新潟県
や岩手県などで実績があがりつつあるほか、後期に向けても準備を始め
てます。その際に重要なのは、動機付けと自発的な持続性を持たせるこ
とと、そこに地域メディアが大きな役割を果たすことです。

• そこで後期では、従来の連携事業に地域メディアを積極的に組み込んだ
展開を進めます。メディアで取り上げられることで参加者が動機付けら
れるのはもちろん、結果的にコミュニティ同士で前向きに競いあう意識
も醸成され、より大きな盛り上がりにつながっていくわけです。
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④-1「団体との更なる連携」における継続点と進化点

継続（18年度前期の成果） 進化

継続点１：
「チームにいがた」「チームとやま」をはじめとする地域単
位のチームの構築を前期に引き続き実施

継続点２：
地方テレビ局、地方新聞局、地方ラジオ局をテコとし
た「県民運動づくり」を前期に引き続き実施

継続点３：
地域の有力ステークホルダー、キーパーソンとの関係構
築を前期に引き続き実施

継続点４：
優良な地球温暖化防止企画の開発とその検証と横
展開を前期に引き続き実施

進化点１：「テコの原理の更なる活用」
連携先のニーズや課題、状況を正確に把握した上で
の、相互にメリットのあるコンテンツ開発と、仕組みづく
りに関するノウハウの確立。

進化点２：「地域との連携の強化」
地域メディアを連携の軸に置いた「県民運動づくり」の
手法の確立と全国的な展開を実施。

進化点３：「人と人のネットワークの強化」
有力ステークホルダー、キーパーソンとの関係を深め、
より有機的に人と人が繋がっていくための手法の確立
と実施。

+
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図表. 企業・団体との連携全体図

国国

「実
施
本
部
」設
置

＋

博
報
堂
（全
社
体
制
）

企業・団体との連携では、経済界を起点とし、汎用ツールを提供することにより更に多くの企業との連携を実施します。

国
民

（※）

国
民

（※）

④-2-1：団体との連携（企業・団体）：全体の連携メカニズム

博報堂クライアント

経済界

経済界

経済界

経済界

賛同企業

賛同企業

賛同企業

賛同企業

取組1

取組4

取組5

健全な危機意識の醸成

・経団連
・経済同友会
・日本チェーンストア協会
・日本百貨店協会

・経団連
・経済同友会
・日本電機工業会

・経団連
・経済同友会
・日本チェーンストア協会
・日本フランチャイズチェーン協会

・経団連
・経済同友会

企
業
と
の
効
果
的
な
連
携

約8,000社

約3000社

・小売業界
・アパレル業界
・食品、飲料業界
・住設、住宅業界 等

・電機業界、家電量販
・住設、住宅業界
・エネルギー業界 等

・小売業界
・アパレル業界 等

経済界 賛同企業

取組2,3,6

・自動車業界 ・エネルギー業界 等

・スポーツ業界 ・流通業界 等

平成18年度後期までに
既に連携準備のできている業界

平成18年度前期
迄に展開した領域

※
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
イ
）計
画
詳
細
の
個
別
施
策
を
参
照
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④-2-2：団体との連携（地方）：全体の連携メカニズム

地域・団体との連携では、フォロワー企業・団体の巻き込みながら、地域メディアの積極的なキャンペーンにすることに
よって、機運も高まり自立した活動としていきます。

図表.地方との連携全体図

国国

「実
施
本
部
」設
置

＋

博
報
堂
（全
社
体
制
）

国
民

（※）

国
民

（※）

地域の企業

「各種団体」

ボトムアップ型自治体

トップダウン型自治体

メディア主導型運動

地域メディアによる機運つくりが効果的で、自立しやすい

チーム・マイナス６％地域担当チーム・マイナス６％地域担当

全国労働組合総連合

全国知事会

全国地球温暖化防止活動推進センター

社団法人日本商工会議所（全国523ヶ所）

社団法人日本青年会議所

イベント連携型自治体

各地域

経済界

都道府県
地球温暖化防止活動推進センター

都道府県庁

取
組
の
パ
ブ
化

新
聞
社
・Ｔ
Ｖ
局
に
よ
る

CSO等の地縁組織

全
国
的
な
活
動
の
盛
り
上
が
り
、
機
運
つ
く
り

各市町村

各都道府県青年会議所

地域新聞社

地域ＴＶ・ラジオ局

ＮＰＯ・ＮＧＯ

各都道府県商工会議所

各都道府県労働組合連合

社団法人日本新聞協会

社団法人日本民間放送連盟

平成18年度後期までに
既に連携準備のできている業界

平成18年度前期
迄に展開した領域

※
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
イ
）計
画
詳
細
の
個
別
施
策
を
参
照
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④-2-2：団体との連携（地方）：現時点での進捗状況

団体との連携

主要ﾏｲﾙｽﾄｰﾝ

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

平成18年度

施策 連携先
進捗
状況

○：協力依頼済
凡例 ◎：企画詳細内容検討中

△：交渉準備中

連
携
事
業

タ
イ
ア
ッ
プ
・

連
合
広
告
・事
業

平成19年度

交渉も含めた準備期間

①地域メディアがチーム○○県を引っ張ります！ 民放テレビ局、民放ラジオ局
地方新聞社、自治体

◎

③“Discover! ECO Life 列島リレー”
地方紙連合企画

④“Discover! ECO Life 列島リレー”
地方紙連合コラボ 時事通信社取材記事配信パック

地方新聞社、都道府県地球
温暖化防止活動推進センター

地方新聞社、時事通信社

⑥各県のタウン情報誌との連携
～エコライフをテーマとしたフリーペーパーの発行～

タウン情報全国ネットワーク
各県のタウン情報誌

日本サッカー協会、Ｊリーグ

△

⑨エコチャレンジホテルの普及 エコチャレンジホテル

⑦Jリーグ「地球を守ろう！サッカー大好きな
僕／私の環境アクション」

⑧表参道ライティング復活 原宿表参道欅会

○

○

○

◎

○

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

⑤お正月別刷り企画「ふるさと新聞」展開 読売新聞 ○

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

⑩日本百貨店協会と連携 日本百貨店協会

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

⑪全日本学生自動車連盟との連携 全日本学生自動車連盟 ○

交渉も含めた準備期間

②ブログを利用したTM6地域環境ポータルサイト

交渉も含めた準備期間

民放テレビ局、民放ラジオ局
地方新聞社、自治体 ◎

○

⑫全国地球温暖化防止活動推進センター
（JCCCA)との連携

全国・都道府県地球温暖化
防止活動推進センター

⑬日本私立大学協会との連携 日本私立大学協会 ◎

◎

⑭日本野鳥の会と連携 日本野鳥の会 ○

⑮エコ･リーグ及び学生との連携 エコ･リーグ/学生 ○

⑯チーム○○商店街
～地球規模で考えて、商店街で活動する～

全国商店街振興組合連合会
各都道府県商店街進行組合連合会

○

⑰マスメディア業界誌「広告」による
ＴＭ６活動媒体社・担当 応募コラム・特集 雑誌「広告」

⑰高齢者の「環境キーパーソン」宣言 高齢社会ＮＧＯ連携協議会 ◎

◎

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間 ①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑱

⑲

※ブルーは、予算策定に反映されている施策です。
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地方自治体

メディアとの連携においては、メディアを単なる媒体ではなく能動的な運動のパートナーとして機能し、メディアを起
点とした地方自治体やNGO・NPO、企業・団体が連携する仕組をさらに拡大していきます。

④-2-3：団体との連携（メディア）：全体の連携メカニズム

国国

「実
施
本
部
」設
置

＋

博
報
堂
（全
社
体
制
）

国
民

（※）

国
民

（※）

全国メディア

地方メディア

NGO・NPO

企業・団体

・朝日新聞・日経新聞・読売新聞・毎日新聞・産経新聞
・テレビ朝日・フジテレビ・日本テレビ放送・テレビ東京・TBS

・地方新聞社
・地方テレビ局
・地方ラジオ局

都道府県
地球温暖化防止活動推進センター

メ
デ
ィ
ア
を
起
点
と
し
た

連
携
ス
キ
ー
ム
構
築

全国地球温暖化防止活動推進センター

企業

連携

大手ポータル・ISP

社団法人日本民間放送連盟
社団法人日本新聞協会

社団法人日本民間放送連盟
社団法人日本新聞協会

企業・団体

図表.メディアとの連携全体図

平成18年度後期までに
既に連携準備のできている業界

平成18年度前期
迄に展開した領域

※
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
イ
）計
画
詳
細
の
個
別
施
策
を
参
照
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④-2-4：団体との連携（学校）：全体の連携メカニズム

学校との連携では、各種企業・団体を巻き込み、環境教育を次世代に広めると同時に、環境教育の質を向上さ
せます。

国国

教科書センター

「各種団体」 「賛同企業・団体・学校」

所管法人

全国のNPO／NGO情報センター

・日本環境協会 JCCCA 地方自治体

・全国NPOサポートセンター
・エコリーグ／ASEED JAPAN等

・こどもエコクラブ（環境省）
（約4000クラブ、11万人）

小中学校、高校

都道府県センター

教育関連企業

学
生
（小
学
生
・中
学
生
・高
校
生
・大
学
生
）

・環境情報センター（EPO・GEIC）
・NPO サポートセンター 等

・各都道府県の地球温暖化
防止活動推進センター

小中学校、高校

・総合学習
・地域との連携

・「ハロー！環境技術」

その他教育関連企業
新
聞
社
・Ｔ
Ｖ
局
と
の
連
携
に
よ
る
取
組
の
パ
ブ
化

・（財）教科書研究センター
・（社）教科書協会
・（社）全国教科書供給協会

各地域のクラブ・子供会

私学協会私学協会

「実
施
本
部
」設
置

＋

博
報
堂
（全
社
体
制
）

各私立大学

小中学校、高校

全国科学館連携協議会 全国の科学館 小中学校、高校

図表.学校との連携全体図

平成18年度後期までに
既に連携準備のできている業界

平成18年度前期
迄に展開した領域
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④「団体との連携」における想定効果

ＥＳ

施策 想定効果評価基準 目標

チーム員数

合計

都道府県セン
ターを中心にした
県単位の活動
チーム作り

＋

地域における県
単位活動チーム
への巻き込み

CO2削減量：1.64万t/半年

・ すでに連携し始めている地域： ７県 （岩手、新潟、富山、石川、福井、愛知、長崎）
・ H18年度後期に新たに連携できる可能性の高い地域： ２０道府県

後期に実際に連携できる地域をその半分と仮定する。

・連携した運動つくりが出来た場合、１地域あたり約10,000人のチーム員登録
されるとする（チームにいがたの場合、5月11日～7月31日で10,247人）

（ ７県 ＋ 20道府県 ÷ 2 ） × 10,000人 ＝ 170,000人 170,000人/半年

CO2削減量

1.64万ｔ/半年

前提条件

地方施策でのチーム員登録数（17万人）※１ ×「６つの取組」の実践による削減量
（97kg）※２

※1 地球温暖化防止大規模「国民運動」推進事業における「浸透度把握調査」月次レポートより、
平成18年４月と７月を比較し、増加した人数と同規模の増加を想定

※2 「一人が「６つの取組」全て取り組んだ場合の削減量を580kg/年とし、そのうち1つの取組は実践
すると仮定 （環のくらし参考）
取組1. 冷房を1度高く、暖房を1度低くする ：31kg
取組2. シャワーの1分間の出っ放しを抑える ：65kg
取組3. 1日5分のアイドリングを止める ：39kg
取組4. 新しい家電製品を購入する際には「ｴｺ製品」を選ぶ ：300kg
取組5. 買い物の際に専用ﾊﾞｯｸﾞを持参する ：58kg
取組6.コンセントをこまめに抜く ：87kg
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（3）効果測定の実施

～基本仕様書～
①平成17年度及び18年度（前期）で行った効果測定結果を踏まえつつ、客観的に国民意識を把握でき
る適切な方法により、地球温暖化に対する国民の意識及び具体的な削減行動の実施状況を把握する。
②各企画の実施前と実施後に同様の調査を行うことにより、各施策の効果が定量的に評価できる調査
内容とする。
③事業実施期間を通じ評価を集積する。
④本事業全体について、測定し、評価・分析する。「２．」で設定した達成目標を基に、どれくらいの割合
の国民が実践したかを定量的に把握し、問題点を抽出する。



Copyright © 2006 Hakuhodo All Rights Reserved. STRICTLY CONFIDENTIAL

現受託業者だからこそわかる「国民運動」推進のポイント

「効果測定の実施」にあたって

• “国民の意識と取組実践”の状況を把握する効果測定調査は、運動開始
の事前調査（2005年3月）から数えて、本年７月末で第17回目をむか
えました。

• 様々な団体による自主調査は数多ありますが、そのほとんどは継続的に
行われているものではありません。しかも特定の領域（取組）に絞られ
たものが多く、地球温暖化に対する危機感や各取組の実践度など、本事
業全体の成果を時系列で把握する調査として十分ではありません。

• 博報堂による効果測定調査は、定点観測として同じ調査設計で毎月欠か
さず行ってきたため、２年目をむかえた本年は前年同月の時系列比較も
可能となり、事業の進捗状況は毎月確認できるようになりました。

• 公的機関が行う諸調査と同様に、定点調査はその蓄積に大きな意味を持
つため、この調査結果も本事業の大きな資産となりつつあります。後期
以降も調査設計は継続しつつ、今年から始めた「WEB上での調査結果公
開」のような、データの積極活用も引き続き進めてまいります。
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「効果測定の実施」における継続点と進化点

継続点１：
平成17年度の調査フレームを継続し、前年同月比を
加味した毎月の定点調査の実施と毎月の報告書の
提出を前期に引き続き実施。

継続点２：
「チーム・マイナス６％」のホームページにおいて調査結
果を公表し、毎月の調査結果のフィードバックを前期
に引き続き実施。

進化点１：「企業・団体・チーム員調査実施」
国民意識、具体的な削減行動を把握するため、削
減効果を把握しやすい時期に一般企業／団体調査、
チーム登録個人調査、チーム登録企業／団体調査
の実施。

進化点２：「波及効果、時系列比較、追加調
査の実施による実効果の把握」
前年同月比、前月比との比較データを活用すること
で、各施策の効果を定量的に把握。

進化点３：「年間報告書の作成・提出」
年度末に事業実施期間のデータを集積した年間報
告書を昨年度と同様に作成。年間での各施策の効
果を定量的に把握。

進化点４：「取組ごとに層別分析の実施」
削減行動を実践している人を把握するため、各層別
（年齢、地域、温暖化防止意識・行動レベルなど）
分析の拡充。

+

継続（18年度前期の成果） 進化
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（３）「効果測定」における全体計画

効果測定のための調査は平成17年度から継続しており、今年7月で第17回目を迎えました。環境省から承認を受
けた今年度の調査計画は、下記の通りで合計4種類の調査を実施します。後期は「1.一般個人調査」を継続しつ
つ、「COOL BIZ」終了後の10月に「2.一般企業／団体調査」、事業実施期間が終了する3月末に「3.チーム登録
個人調査」、「4.チーム登録企業／団体調査」を行う予定です。

①平成17年度及び18年度（前期）で行った効果測定結果を踏まえ
つつ、客観的に国民意識を把握できる適切な方法により、地球温
暖化に対する国民の意識及び具体的な削減行動の実施状況を
把握する。

②各企画の実施前と実施後に同様の
調査を行うことにより、各施策の効果が
定量的に評価できる調査内容とする。

平成平成1188年年 平成平成1199年年

12回

1回

1回

月１回の「浸透度把握調査」月次レポート（H18年4月～H19年3月）

● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○

●
（実施）

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

12
月

２
月

３
月

１
月

10
月

11
月

□
（予定）

□
（予定）

2回

１．一般個人調査１．一般個人調査

２．一般企業／団体調査２．一般企業／団体調査

３．チーム登録個人調査３．チーム登録個人調査

４．チーム登録企業／団体調査４．チーム登録企業／団体調査

●
（実施）

●
（実施）

●
（実施）

○
（予定）

○
（予定）

○
（予定）

○
（予定）

○
（予定）

○
（予定）

○
（予定）

○
（予定）

○
（予定）

○
（予定）

Ｈ１９年４月以
降の

国民運動へ
フィードバック

④本事業全体について、測定し、評価・分析する。
「２．」で設定した達成目標を基に、どれくらいの割
合の国民が実践したかを定量的に把握し、問題
点を抽出する。

③事業実施期間を通じ評価を集積する。

実施回数

年間･活動報告調査

〈登録個人〉 ■

年間･活動報告調査

〈登録企業〉 ■

「浸透度把握調査」

（一般個人）年間報告書 ■

冬季/年間･浸透度把握調査

〈一般企業〉 ■
■ 夏季･浸透度把握調査

〈一般企業〉ﾚﾎﾟｰﾄ

進化点１：
「企業・団体・チーム員調査実施」

進化点２：
「波及効果、時系列比較、追加
調査の実施による実効果の把握」

進化点３：
「年間報告書の作成・提出」

進化点４：
「取組ごとに層別分析の実施」
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（３）-① 国民の意識及び具体的な削減行動実践状況を把握する手法

下記の４つの調査は共通して、地球温暖化問題に対する理解や６つの取組の実践度、広告やイベントの認知な
ど多岐にわたって聴取しています。また、「1.一般個人調査」のみならず、その他の３つの調査についても平成17年
度から調査実績があり、単なる意識調査ではない、国民の行動状況を細かく把握できる調査となっています。

一般調査一般調査 チーム員調査チーム員調査

サンプリング

サンプル数

対象者

調査目的

調査手法

普段の生活における地球温暖化防止活動の
実践度を測定する。

調査会社所有のインターネットパネル（全国
で会員数約４万名）から無作為抽出

インターネット調査

１２００人

日常の業務における地球温暖化防止活動の
実践度を測定する

全国の一般企業、従業員数50名以上

調査会社所有のビジネスマンモニター

インターネット調査

回収数：1000件

普段の生活における地球温暖化防止活動の
実践度、チームの活動状況を測定する。

チーム・マイナス６％個人登録者

チーム・マイナス６％個人登録者

インターネット調査

個人登録者のメール配信希望者の中の返信者

普段の生活における地球温暖化防止活動の
実践度、チームの活動状況を測定する。

チーム・マイナス６％企業・団体登録者

チーム・マイナス６％企業・団体登録者

インターネット調査

メール配信による調査の返信者

全国の１０歳以上の一般男女

1. 1. 一般個人調査一般個人調査 2. 2. 一般企業／団体調査一般企業／団体調査 3. 3. チーム登録個人調査チーム登録個人調査 4. 4. チーム登録企業／団体調査チーム登録企業／団体調査

→※調査票詳細はイ）計画詳細へ

調査内容
主な調査項目

メディア接触度
テレビ、新聞、ラジオ、雑誌、インターネットなど

エアコン／クーラーの使用状況
自動車の利用状況
今年の家電購入状況
「エアコン、冷蔵庫、洗濯機、食洗機、テレビ」の今年の購入状況、
購入理由
「エアコン、冷蔵庫、洗濯機、食洗機、テレビ」の省エネタイプの重視
度

地球温暖化問題および温暖化に関するトピックの認知
／理解度
地球温暖化問題の関心度
京都議定書の認知度

自分自身の温暖化防止貢献度

「チーム・マイナス６％」の認知度／登録状況
「チーム・マイナス６％」の認知度／情報源
「チーム・マイナス６％」の登録状況／非登録理由
「チーム・マイナス６％」HPの認知度／情報源

「ふんわりアクセル『eスタート』」の認知度／実践度
「ハロー！環境技術」の浸透度

「ハロー！環境技術」の認知度
「ハロー！環境技術」の認知をきっかけとした行動
「ハロー！環境技術」の広告浸透度

「レジ袋削減の推奨」の浸透度
「COOL BIZ」の浸透度
「WARM BIZ」の浸透度
６つの取組に関する個々の実践状況
個々の取組（取組１～６）の実践状況

主な調査項目
「チーム・マイナス６％」に関する参加実態の把握

「チーム・マイナス６％」の認知度
「チーム・マイナス６％」の情報源
「チーム・マイナス６％」の登録状況／非登録理由

ＣＯＯＬ BIZの実践状況の把握
「COOL BIZ」実践の有無
「COOL BIZ」の実施時期
「COOL BIZ」の実施理由
「COOL BIZ」の推進方法
「COOL BIZ」の実施後の影響度
「COOL BIZ」の非実施理由

オフィスでの冷房の使用状況の把握
冷房の平均利用時間
例年の冷房の設定温度

温暖化防止対策活動の実践状況の把握
現在行なっている温暖化防止対策活動
今後の行なっている温暖化防止対策活動

主な調査項目
自宅での冷房の使用状況の把握

夏場の冷房の設定温度
例年と比べた設定温度

地球温暖化問題および温暖化に関するトピックの認
知／理解度
地球温暖化問題の関心度
京都議定書の認知度

自分自身の温暖化防止貢献度

「チーム・マイナス６％」について
「チーム・マイナス６％」の情報源
「チーム・マイナス６％」の登録理由

ＣＯＯＬ BIZの実践状況の把握
「COOL BIZ」実践の有無
「COOL BIZ」の実施時期
「COOL BIZ」の実施理由
「COOL BIZ」の推進方法
「COOL BIZ」の実施後の影響度
「COOL BIZ」の非実施理由

６つの取組の実践状況の把握
取組１の実践状況
取組２の実践状況
取組３の実践状況
取組４の実践状況
取組５の実践状況
取組６の実践状況

主な調査項目
「チーム・マイナス６％」登録時に選択した組みの把握
各取組の実践内容

取組１
夏場の冷房の使用状況
冬場の暖房の使用状況

取組２～６
取組の推奨方法
取組の実践状況

取組の実践内容

ＣＯＯＬ BIZの実践状況の把握
「COOL BIZ」実践の有無
「COOL BIZ」の実施時期
「COOL BIZ」の実施理由
「COOL BIZ」の推進方法
「COOL BIZ」の実施後の影響度
「COOL BIZ」の非実施理由

WARM BIZの実践状況の把握
「WARM BIZ」実践の有無
「WARM BIZ」の実施時期
「WARM BIZ」の実施理由
「WARM BIZ」の推進方法
「WARM BIZ」の実施後の影響度
「WARM BIZ」の非実施理由

温暖化防止対策活動の実践状況の把握
現在行なっている温暖化防止対策活動
今後の行なっている温暖化防止対策活動

「チーム・マイナス６％」について
「チーム・マイナス６％」の情報源
「チーム・マイナス６％」普及のための啓発ツールの有無

※上記項目は平成17年度に
実施した調査内容。

平成18年度版に改訂予定

※上記項目は平成17年度に
実施した調査内容。

平成18年度版に改訂予定

※上記項目は平成17年度に
実施した調査内容。

平成18年度版に改訂予定
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３）-② 各施策の効果を把握する調査内容

過去17回の調査では、地球温暖化問題に対する理解や６つの取組の実践度、広告やイベントの認知など多岐
にわたって聴取しています。このため、事業二年目をむかえる平成18年度は、施策の実施前後の数値や前年同月
の数値と比較することで各施策の効果を正しく把握することができます。後期においてもこのフレームを維持し、事
業の進捗状況を客観的にみていきます。

６つの取組の
時系列比較

６つの取組の
時系列比較

健全な危機意識醸成の
効果を把握

健全な危機意識醸成の
効果を把握

地
球
温
暖
化
関
心
者
数

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

6,000

(万人)

3,997万人

3,665万人

4,355万
人 3,819万人

平成18年度の地球温暖化関心者数

平成17年度の地球温暖化関心者数

4月 5月 6月 3月7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

4,125万人

4,534万人

3,793万人

出典：地球温暖化防止大規模「国民運動」推進事業における「浸透度把握調査」月次レポート第十七回（06年7月調査）
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３）-③ 事業実施期間の評価の集積

博報堂は「チーム・マイナス６％」開始前の昨年3月から合計17回分の調査結果を蓄積しており、2年目の今年は
既に昨年同月との比較により、事業の浸透度や取組の実践度の進捗状況をリアルタイムに把握しています。後期
においても、同じスキームで調査を続けることで、データの蓄積がさらに進み、より深いレベルでの分析やそれに基づく
対策の検討が可能となります。
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地球温暖化防止大規模「国民運動」推進事業における
「浸透度把握調査」２００５年度年間報告書

2006年4月28日
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⇒毎月の進捗状況に加えて昨年同月の結果との比較

地球温暖化防止大規模「国民運動」推進事業における
「２００５年度活動報告調査＜登録企業・団体＞」
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比較レポート
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チーム登録個人調査
（3月実施予定）

チーム登録企業／団体調査
（3月実施予定）
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実践している計

05年4月度 （N=1200） 52.4％

05年5月度 （N=1200） 56.1％

05年6月度 （N=1200） 57.7％

05年7月度 （N=1200） 52.5％

05年8月度 （N=1200） 54.9％

05年9月度 （N=1200） 55.1％

05年10月度 （N=1200） 57.0％

05年11月度 （N=1200） 56.5％

05年12月度 （N=1200） 56.8％

06年1月度 （N=1200） 56.9％

06年2月度 （N=1200） 54.8％

06年3月度 （N=1200） 58.7％
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ほぼ必ず実践している たまに実践している

今後は実践したい ＣＯ２削減になるなら実践したい

ＣＯ２削減になっても実践したいと思わない 実践する環境にない

2.6%

21.9%

31.3%

27.4%

6.7%

10.2%

ほぼ必ず実践している たまに実践している

今後は実践したい ＣＯ２削減になるなら実践したい

ＣＯ２削減になっても実践したいと思わない 実践する環境にない

６．買い物に行くときは自分の買物袋を持っていく＜グラフ編＞

図１９１．買い物に行くときは自分の買物袋を持っていく（３月度）

図１９２．買い物に行くときは自分の買物袋を持っていく（時系列）

＜全ベース＞

＜全ベース＞

実践している計

58.7％

『買い物に行くときは自分の買物袋を持っていく』を「実践している」と回答した人は、2006年3月時点で58.7％（
「ほぼ必ず実践している」27.4％＋「気付いた時／たまに実践している」31.3％）、「今後の実践意向あり」が24.5
％、「CO2削減になっても実践したくない」が10.2％、「実践する環境にない」が6.7％という結果になっている。

性年代別にみると、「ほぼ必ず実践している」が、男性・女性とも年齢が上がるほど高くなっている。
（図191、表190）
時系列でみると、「ほぼ必ず実践している」（05年4月：24.5％→06年3月：27.4％）がやや増加している。

（図192、表190～194）
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６．買い物に行くときは自分の買物袋を持っていく＜数表編＞（１）実践度
表１９０．買い物に行くときは自分の買物袋を持っていく（１）実践度＜全ベース＞

サ ほ　 気　　 今　 Ｃ　　 Ｃな実 自　

ン ぼ実 付た実 後　 Ｏな　 Ｏっ践 分　

プ 必践 いま践 は実 ２る実 ２てし でに

ル ずし たにし 　践 削な践 削もた は行

数 　て 時　て 　し 減らし 減　く 買か

　い ／　い 　た に　た に　な いな

　る 　　る 　い 　　い 　　い 物い

05年4月度 1200 24.5 27.9 25.0 3.8 14.7 4.1

05年5月度 1200 22.7 33.5 24.3 3.8 11.4 4.4

05年6月度 1200 26.5 31.3 23.9 2.8 10.5 5.0

05年7月度 1200 27.4 25.1 28.8 3.4 10.2 5.0

05年8月度 1200 24.6 30.3 25.5 2.1 11.6 6.0

05年9月度 1200 26.2 28.9 25.4 3.7 10.4 5.4

05年10月度 1200 25.7 31.3 24.4 2.8 10.1 5.7

05年11月度 1200 27.1 29.4 23.9 2.3 11.0 6.3

05年12月度 1200 30.0 26.8 24.7 1.0 11.9 5.6

06年1月度 1200 27.3 29.6 26.4 1.7 9.4 5.6

06年2月度 1200 24.6 30.2 26.7 1.7 10.3 6.5

06年3月度 1200 27.4 31.3 21.9 2.6 10.2 6.7

【性別×年代】

男性計 582 19.8 26.8 25.3 3.2 13.9 11.0

男性10代 66 12.0 27.0 29.0 6.0 6.0 20.0

男性20代 85 10.2 27.7 34.1 0.9 21.9 5.1

男性30代 97 11.0 29.0 25.1 6.0 23.0 6.0

男性40代 82 15.6 26.9 33.6 2.3 12.2 9.5

男性50代以上 252 29.8 25.7 18.7 2.5 10.4 13.0

女性計 618 34.6 35.5 18.6 2.0 6.6 2.6

女性10代 63 14.0 28.0 33.0 1.0 7.0 17.0

女性20代 80 17.3 34.4 31.1 2.9 9.6 4.6

女性30代 96 26.3 41.8 20.4 0.9 8.6 2.0

女性40代 82 30.4 35.6 21.8 1.7 10.5 　-

女性50代以上 297 47.4 35.3 10.8 2.5 4.1 　-

【都市規模】

都市圏 848 29.9 31.0 20.1 2.6 9.6 6.8

地方圏 352 21.4 32.0 26.2 2.7 11.4 6.3

【地域】

北海道／東北計 116 25.0 29.6 27.5 3.4 7.0 7.4

関東計 493 29.7 32.9 18.7 3.2 9.2 6.4

信越／北陸計 59 22.9 26.5 26.5 1.1 14.8 8.1

東海計 131 29.4 24.7 25.6 1.0 10.3 8.9

近畿計 224 30.6 30.4 19.8 2.2 10.3 6.7

中国計 58 19.1 30.3 27.5 2.7 15.1 5.3

四国計 27 24.1 34.0 23.4 　- 13.7 4.8

九州／沖縄計 91 16.3 39.4 24.2 3.5 11.9 4.7

【職業】

学生計 174 11.5 31.1 30.8 2.6 9.8 14.3

会社員／公務員計 337 19.4 29.6 25.2 2.4 15.3 8.1

商工自営業／自由業 104 26.0 28.8 23.6 2.5 14.3 4.8

パート・アルバイト 113 23.2 40.3 22.2 1.7 8.0 4.6

専業主婦 284 43.6 32.9 14.0 2.6 6.6 0.3

無職／その他 188 35.3 28.1 18.4 3.5 5.7 9.0

【地球温暖化問題関心度】

非常に関心がある 359 41.4 28.2 15.4 1.8 6.2 7.0

ある程度関心がある 688 21.8 33.7 26.6 3.1 9.3 5.6

どちらともいえない 104 20.8 29.6 18.3 2.8 19.7 8.9

関心はない計 49 16.5 24.4 10.0 1.4 32.3 15.4

【ﾁｰﾑ･ﾏｲﾅｽ6%参加状況】

参加している 80 36.1 37.5 17.9 1.7 2.7 4.1

参加していない計 88 37.8 32.7 17.1 4.8 4.6 3.0

※数表内層別のスコアは06年3月度の数値を表記 （%）

年間報告書
（平成19年4月ご提出予定）

⇒主に昨年度同月の結果との比較
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地球温暖化防止大規模「国民運動」推進事業における
「浸透度把握調査」２００５年度年間報告書

2006年4月28日
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行なっている一般国民調
査に対して、月次レポート
（13回分）を作成）
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以降も毎月実施予定）

地球温暖化防止大規模「国民運動」推進事業における
「浸透度把握調査」月次レポート

2006年7月10日

第第十六十六回（回（0606年年66月調査）月調査）

毎月の調査レポート
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３）-④ 事業全体の測定、評価／分析手法

取組ごとのCO2削減量の計算式による把握取組ごとのCO2削減量の計算式による把握

６つの取組毎にCO２削減量の計算式を設定し、事業がもたらすCO2削減効果を把握します。また、性年齢や地域、
チーム登録状況などによる意識や実践度の違いなどにも着目し分析を進めます。

サ
ン
プ
ル
数

ほ
ぼ
必
ず
実
践
し
て
い

る 気
付
い
た
時
／
た
ま
に

実
践
し
て
い
る

ほ
と
ん
ど
実
践
し
て
い

な
い
／
分
か
ら
な
い

冷
房
器
具
は
使
わ
な
い

／
も

っ
て
い
な
い

無
回
答

　合　　　　　　　　　　　計 1200 26.4 27.2 26.8 19.6 0
【年代別】
１０代 128 17.8 27 28.6 26.5 0
２０代 164 15.6 26.3 37.3 20.8 0
３０代 194 28.4 23.9 28.8 18.9 0
４０代 163 25.9 30.3 28 15.8 0
５０代 198 27.6 26 26.4 20 0
６０歳以上 353 33 28.8 19.8 18.4 0
【都市規模】
都市圏（関東、東海、近畿） 861 28.6 30.3 27.5 13.5 0
地方圏（北海道、東北、信越、
北陸、中国、四国、九州、沖縄） 339 20.7 19.4 24.8 35.1 0
【地域】
北海道／東北計 124 5.1 14.2 18.2 62.5 0
関東計 506 27.1 28.2 29.3 15.4 0
信越／北陸計 60 23.3 14.9 21.4 40.3 0
東海計 132 22.2 39.1 29.8 9 0
近畿計 224 35.9 30.1 22.2 11.8 0
中国計 65 32.8 27.2 29.4 10.6 0
四国計 20 20.1 24.3 34.6 21 0
九州／沖縄計 70 35.2 23.7 32.6 8.5 0
【地球温暖化問題の関心度】
非常に関心がある 425 32.4 27.4 17.2 23 0
ある程度関心がある 655 25.4 29.4 28.2 17 0
どちらともいえない 86 12 15.5 51.3 21.2 0
関心がない計 33 7.1 14.1 58.6 20.2 0
【地球温暖化問題による危機感】
危機を感じる計 1039 28.9 28.4 23.5 19.1 0
危機や不安を感じる 375 33.6 26.8 19.6 20 0
やや危機や不安を感じる 664 26.3 29.3 25.8 18.7 0
不安を感じない計 161 10.3 19.6 47.5 22.7 0
【チーム・マイナス６％認知度】
内容まで詳しく知っている 272 32.8 28.6 20.3 18.3 0
聞いたことはある 597 28.1 28 23.7 20.2 0
全く知らない 331 18 24.8 37.6 19.6 0
認知者計 869 29.6 28.2 22.6 19.6 0
【チーム・マイナス６％参加状況】
参加（登録）者 200 35.9 27.5 20.6 16.1 0
参加（登録）意向者 299 33.8 28.6 15.2 22.4 0
非参加（登録）意向者 370 22.9 28.2 29.7 19.3 0
【温暖化防止意識・行動レベル】
温暖化防止意識・行動レベルＨ層 149 53.8 16.9 10.9 18.4 0
温暖化防止意識・行動レベルＭＨ層 235 55.5 11 14.5 19 0
温暖化防止意識・行動レベルＭ層 152 17.7 37.6 20.4 24.3 0
温暖化防止意識・　行動レベルＭＬ層 205 11.2 36.9 30.6 21.3 0
温暖化防止意識・行動レベルＬ層 459 12.3 31.2 38.5 18 0

各層別の実践度を
比較／分析

取組1．「冷房使用時の室温を２８℃以上に設定」の実践状況

例えば、「チーム
参加者／参加
意向者」の方が
実践度が高い、

という分析

各層別分析の実施（年齢、地域、温暖化防止意識・行動レベルなど）各層別分析の実施（年齢、地域、温暖化防止意識・行動レベルなど）
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その他
取組１、４、５以外の取組及びWEBについて



Copyright © 2006 Hakuhodo All Rights Reserved. STRICTLY CONFIDENTIAL

その他の取組について
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その他取組における連携企業・団体の拡大

取組2、3、6では消費者のタッチポイントに近いサービス、小売業等を通して、消費者への温暖化防止行動の啓発を
行います。

国国

「実
施
本
部
」設
置

＋

博
報
堂
（全
社
体
制
）

国
民

（※）

国
民

（※）

「各種団体」 「賛同企業」（実績） 「ﾌｫﾛﾜｰ賛同企業」（目標）

経済団体

賛同企業
賛同企業東京都トラック協会世田谷支部

(会員企業121社)

小売

ｴﾈﾙｷﾞｰ

ｻｰﾋﾞｽ

地域・団体

ﾒﾃﾞｨｱ

ﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞ
ﾁｪｰﾝ

平成18年度後期までに
既に連携準備のできている業界

平成18年度前期
迄に展開した領域

※
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
イ
）計
画
詳
細
の
個
別
施
策
を
参
照
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128その他取組における現時点での進捗状況

取組１

主要ﾏｲﾙｽﾄｰﾝ

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

平成18年度

施策 連携先

① 「水道利用を通じて温暖化を考えるチー
ム」を結成 交渉も含めた準備期間 ①

環
境
省
主
体
事
業
（真
水
）

進捗
状況

○：協力依頼済
凡例 ◎：企画詳細内容検討中

△：交渉準備中

連
携
事
業

タ
イ
ア
ッ
プ
・

連
合
広
告
・事
業

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
ー

○

東京ガス
水道局

その他の賛同企業

平成19年度

② JAF「エコドライブ宣言」との連携

JAF
小売店

ファーストフード
レジャー施設

③運輸会社をキードライバーにした気づき
トラック協会
運輸各社

④時差出勤による渋滞の緩和
地方都市企業

工場

⑤お米をおいしく食べよう運動

小売
ガス会社
料理教室
料理雑誌

⑥世界水フォーラム情報の活用
マスコミ各位
各記者クラブ

日本水フォーラム

△

△

△

△

△

交渉も含めた準備期間 ②

交渉も含めた準備期間 ③

交渉も含めた準備期間 ④

交渉も含めた準備期間 ⑤

交渉も含めた準備期間 ⑥
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「WEBについて」
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現受託業者だからこそわかる「国民運動」推進のポイント

「WEBの強化･拡充」にあたって

• チーム･マイナス６％のホームページは、数度のリニューアルを経て、今
では“環境まわりのポータルサイト”としてそのポジションを確立しつ
つあります。頻繁な更新による高いリアルタイム性も、ポータルとして
の信頼性獲得に貢献しているようです。

• さて、本事業にとってのホームページは、活動の単なる告知媒体やチー
ム員登録を受け付ける“事業のプラットフォーム”というだけでなく、
多岐に渡った連携事業を束ねる上での“運動のハブ（中心）”という重
要な役割も持っています。PVを獲得することは重要ですが、当然ながら
単に目立ったコンテンツとリンクが貼れればいいということではないは
ずです。

• その観点に立って、博報堂はコンテンツの拡充とリンク拡大に努めるの
はもちろん、地域単位のチーム員のアクションを可視化すること、そし
てチーム員一人ひとりが発信しあうWEB2.0へ着手すること、この２つ
に注力し、連携事業の促進を加速させていきます。



Copyright © 2006 Hakuhodo All Rights Reserved. STRICTLY CONFIDENTIAL

平成18年度後期：WEBの考え方

●温暖化防止情報、TM6やチーム員の活動情報は量も十分に、内容も整理されているが･･･、
⇒ 更に情報の深度と幅をアップするため、今後は「地域の情報」を追加する。

●マイロク先生やスペシャルムービー、用語集など、温暖化防止コンテンツも掲載されているが･･･、
⇒ 今後は、更なる温暖化防止活動実践に繋がるように、「より身近に感じる情報」を掲載する。
⇒ 更に実践に繋がるようなコンテンツ拡充のため、外部関連サイトとのリンケージ強化も行う。

●上記2点（深度と幅、本気度アップ）に留意することで、更にPVや回遊率を上げる。

平成平成1818年度年度
下期以降に下期以降に
必要な戦略必要な戦略

●温暖化防止情報、TM6やチーム員の活動情報は量も十分に、内容も整理されている。
●マイロク先生やスペシャルムービー、用語集など、温暖化防止に関するコンテンツも掲載。
●温暖化防止に関する情報量があり、且つ内容が整理されて、PVや回遊率が上がった。

平成平成1818年度年度
上期までに達成上期までに達成

＋ ＋ ＋

WEB戦略上の目的は、下記三点である。（通年に渡る目標）

① 集客拡大 ・・・・・・ サイトPVをアップし、同時に回遊率も上げることが重要である。

② 深度と幅をアップ ・・・・・・ 温暖化防止情報の量や質、TM6やチーム員の活動情報の量や質をアップ。

③ 本気度アップ ・・・・・・ 温暖化防止活動の実践に繋がるようなコンテンツを掲載する。

WEB戦略上の目的は、下記三点である。（通年に渡る目標）

① 集客拡大 ・・・・・・ サイトPVをアップし、同時に回遊率も上げることが重要である。

② 深度と幅をアップ ・・・・・・ 温暖化防止情報の量や質、TM6やチーム員の活動情報の量や質をアップ。

③ 本気度アップ ・・・・・・ 温暖化防止活動の実践に繋がるようなコンテンツを掲載する。

通年のWEB戦略上の目的とは・・・？通年のWEB戦略上の目的とは・・・？

現状の目的達成度を検証 ⇒ 下期の戦略現状の目的達成度を検証 ⇒ 下期の戦略
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平成18年度後期：WEBの基本方針①

前頁に整理した目的 ①集客拡大 ②深度と幅をアップ ③本気度アップ をより達成するために、

平成18年度下期以降の戦略として、下記二項目が重要と考える。

前頁に整理した目的 ①集客拡大 ②深度と幅をアップ ③本気度アップ をより達成するために、

平成18年度下期以降の戦略として、下記二項目が重要と考える。

平成18年度後期以降の戦略として平成18年度後期以降の戦略として

TM6サイト

関連情報サイト
（気象など）

チーム員企業
環境関連サイト

環境サイトとしてポータル機能＋ハブ機能の実装
＝関連サイトとのリンケージを強化し、タッチポイント網を構築

TM6サイト

■ 戦略A  より身近に感じる「地域情報」の追加■■ 戦略戦略A  A  より身近に感じる「地域情報」の追加より身近に感じる「地域情報」の追加 ■ 戦略B  関連サイトとのリンケージ強化■■ 戦略戦略B  B  関連サイトとのリンケージ強化関連サイトとのリンケージ強化

★TM6が目指すサイトポジショニング
⇒ 温暖化防止情報のポータルサイトとして機能する。

★温暖化情報を身近に感じ、危機意識を醸成するため、
都道府県別サイトを新たに構築

旬のトピックスをネタに危機意識醸成
＆ライフスタイルへの落とし込み
⇒温暖化防止生活も、夢のある生活と思わせることが必要

47都道府県別TOPページを構築

都道府県別ページはユーザー参加型
（インタラクティブ）で、バイラル性を高める。
例えば都道府県別blogを展開など。

「科学的知見＋タイムラグ」を理解させ、「-6％を達成可能とする方法」を浸透させ、「健全な危機意識の醸成」を行うため、

地域ページや外部関連サイトから、ケータイ（PCからでも）などをツールとした温暖化防止啓発に必要な「情報源情報」を取得。

「科学的知見＋タイムラグ」を理解させ、「-6％を達成可能とする方法」を浸透させ、「健全な危機意識の醸成」を行うため、

地域ページや外部関連サイトから、ケータイ（PCからでも）などをツールとした温暖化防止啓発に必要な「情報源情報」を取得。

更に
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平成18年度後期：WEBの基本方針②

下期 WEB戦略における視点の整理下期 WEB戦略における視点の整理

下期におけるサイト機能向上のための下期におけるサイト機能向上のための44つの視点つの視点

TM6サイトコンテンツ
視点

タッチポイント
視点

サイトポジション
視点

演出
視点

下期以降、「目的 ①集客拡大 ②深度と幅をアップ ③本気度アップ 」達成のために、
「より身近に感じる『地域情報』の追加」と「関連サイトとのリンケージ強化」 の二点の戦略が必要という整理を行った。

その戦略をより効果的に実施するためには、TM6サイト機能向上に向けた視点を持つことが重要である。

① サイトポジション視点 ：関連サイトとのリンケージを強化し、タッチポイント網を構築。

② コンテンツ視点 ：環境知識に乏しい方でも、容易に理解可能なコンテンツを開発。

更に「地域情報」を掲載することで、旬のトピックスをネタに危機意識醸成。

③ 演出視点 ：環境を意識した生活が「あたりまえ」であるという世界観を構築し、

（若年層には） 「かっこいい」というイメージを醸成し、6つのアクションを訴求。

④ タッチポイント視点 ：イベント連動・若年層取り込み手法として親和性の高いモバイル登録の促進。

主な施策についてはイ）計画詳細でご紹介します。
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イ) 計画詳細

※今回のご提案は実現性を十分考慮して企画しておりますが、本企画書に記載されております「特定団体名」「個人名」等につきまし
ては、提案内容をご説明する上での『想定』であり、当該団体・個人についての交渉、本人確認等は全て行っているわけではありません。
情報公開の際には、あらかじめこの点をご留意下さいようお願い申し上げます。
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①-ⅰ） 「取組１：温度調節を通した削減」について
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「WARM BIZ｣「COOL BIZ」：全体計画および現時点での進捗状況

取組１

主要ﾏｲﾙｽﾄｰﾝ

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

平成18年度

施策 連携先

環
境
省
主
体
事
業
（真
水
）

進捗
状況

○：協力依頼済
凡例 ◎：企画詳細内容検討中

△：交渉準備中

タ
イ
ア
ッ
プ
・

連
合
広
告
・事
業

パ
ブ

平成19年度

⑦女性誌「ＷＡＲＭ ＢＩＺ」スタイルブック競演
～ＢＯＯＫ ＩＮ ＢＯＯＫ企画～

①「“WARM BIZ item100選”の紹介」
～ファッション/生活備品/下着/食/住宅設備まで～

⑩北海道１８０市町村連合「ＷＡＲＭ ＢＩＺ」大作戦
～道内から全国への情報発信～

⑤『我が家のオリジナル･ウォーム鍋』コンテスト
～大手食品メーカーとの連携イベント～

⑧ユニクロ発 「WARM BIZ」企業連合広告

⑪大手ビル管理会社との温度設定アクション連携

③衣食住「ＷＡＲＭ ＢＩＺ」賛同企業大集合
アドトレイン企画

②親子で、家族で楽しく参加「ＷＡＲＭ ＢＩＺ」体操、
ソング、アニメ創作

NHKグループ企業

JR.私鉄各社/賛同企業

アパレル企業（ユニクロ）

⑨百貨店、ＧＭＳ 衣食住「WARM BIZ」
～06年生活スタイル提案～

雑誌社

大手食品メーカー

大手ビル管理会社

ダイエー、三越

三菱地所、森トラスト

百貨店、ＧＭＳ

○

△

○

◎

○

○

○

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

④２００７年「ＣＯＯＬＢＩＺ」実行宣言 アパレル産業協会
経団連ほか ④～繊維見本市「ジャパンクリエーション」への参加～

気象キャスターネットワーク
民放テレビ

⑥「地域（ブロック）別“WARM BIZ川柳”募集」

③

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間 ②

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

⑥

交渉も含めた準備期間 ⑧

交渉も含めた準備期間 ⑨

⑩

交渉も含めた準備期間 ⑪

○

○

◎

◎

①

④

地方紙、地方自治体 ○

⑦ ⑦ ⑦

交渉も含めた準備期間 ⑬

⑫“ディスカバー エコライフ”
日本全国“「WARM BIZ」郷土鍋”見本市

⑬居酒屋メニューでのＷＡＲＭＢＩＺメニューの訴求 居酒屋チェーン

地方自治体、企業、
マスコミ

△

●後期チームマイナス６％ 新聞 キックオフ

●家の中からCO２削減 新聞

環境省 交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間環境省

◎

◎

連
携
事
業

交渉も含めた準備期間 ⑤

⑦

交渉も含めた準備期間 ⑫

※ブルーは、予算策定に反映されている施策です。
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10月9月 12月11月 1月 2月 3月

ACT１（ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞ） 情報戦略MAP

情報戦略

主要
連携
施策

政府
（真水）

企業
団体
連携

流通
連携

政府
本気表明

新生活準備「食欲の秋」関連記事

期待論調

情報環境

WARM BIZ
衣食住全般のライフスタイル

として浸透

WARM BIZ
衣食住全般のライフスタイル

として浸透

象徴アクション
「食のWARM BIZ」提案

象徴アクション
「食のWARM BIZ」提案

CVS

外食産業

アパレル小売接
点
拡
大

家庭での
行動啓発

ｵﾌｨｽでの
行動啓発

全国
対応

家電量販店

家電量販店
連携施策

※詳細ACT４頁

●「鍋」で家庭を暖かく
地球をクールに

●「郷土鍋」の再発見
地方からウォームビズ浸透

●衣食住、工夫ひとつで暖かく
ウォームビズの“技”再発見

都会 → 全国
ﾋﾞｼﾞﾈｽ→ ﾌｧﾐﾘｰ
対象の幅を見せる。

ＡＣＴ
横断展開

＋ACT4

ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞ
成果発表

●お歳暮●初雪情報（北海道） アパレルWB商戦

冬ボーナス商戦

07年ブーム予測

06年振返記事内閣改造

●今年のｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞ
老若男女に行動啓発

顧客接点の拡大
ライフスタイル化

WARM BIZ＝衣食住全般
認識獲得

WARM BIZ＝衣食住全般
認識獲得

“ディスカバー エコライフ”
日本全国“「WARM BIZ」

郷土鍋”見本市

『我が家のオリジナル･
ウォーム鍋』コンテスト

女性誌「ＷＡＲＭ ＢＩＺ」スタイルブック競演
～ＢＯＯＫ ＩＮ ＢＯＯＫ企画～

２００７年
「ＣＯＯＬ ＢＩＺ」

実行宣言
「リジャパンクエーション」

参加

衣食住「WARM BIZ」
～06年生活スタイル提案～

「“WARM BIZ item100選”の紹介」

親子で、家族で楽しく参加「ＷＡＲＭ ＢＩＺ」体操、グ、アニメ創作

地域（ブロック）別
“WARM BIZ」

川柳”募集

大手ビル管理会社との温度設定アクション連携

北海道市町村
「ＷＡＲＭ ＢＩＺ」

大作戦

新聞
１５ｄ
②

新聞
１５ｄ
②

新大臣×全国知事会 Discover！ ECO Life

列島リレー企画

（北海道・東北）

Discover！ ECO Life

列島リレー企画

（関東･甲信越）

Discover！ ECO Life

列島リレー企画

（中部･近畿）
（中国・四国）

Discover！ ECO Life

列島リレー企画

（九州）
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「“WARM BIZ item100選”の紹介」
～ファッション/生活備品/下着/食/住宅設備まで～

＜企画構成＞
客観的なデータに基づく選定チーム（気象キャスターとＮＰＯ）

＜メディア＞
気象キャスターネットワーク配信でローカルテレビ局、
ラジオ局の気象ニュース特集

（オプション）
同情報を、山手線ビジョン等毎日接する媒体での展開

※特定商品やブランドを紹介するものではなくアイテムを紹介。
※2重窓、カーテン、スープ、ベスト、ネックウォーマー、なべ、ホットココア
※科学的根拠を必要とする。食品だと体温が温まる裏づけデータなど

天気予報視聴者（在宅者中心）

気象キャスター・ローカルテレビ局・ラジオ局

ウォームビズの認知拡大が目的。
クールビズが男性中心であったのに対して、
ウォームビズは、老若男女、家族、親子すべ
ての取り組みであることを広く啓発するためわ
かりやすく日常のアイテムを具体的に紹介して
いく。

「WARM BIZ」の普及、定着

気象キャスター
ネットワーク・
メディア連携

温度調節による削減 施策①

地球温暖化防止に関わる意外な
アイテムの発見の楽しみ

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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NHKグループ
企業との連携

幼児、学年児童、親子、家族

SEC
（NHKエンタープライズと博報堂の出資会社）

“体を少し動かすことによって結構体は温まる
“。家庭で、いつでも誰でも部屋の中できる
ちょっと体を動かす歌と体操。実際は、室内
温度設定を普段の生活の中で意識してもら
うのが狙い。歌、振付けをセットにしてのムーブ
メント作り。
NHKイベント連携→おかあさんといっしょ

→にこぷんショー
NHKコンテンツの活用 →ニャッキ！

ひょっこりひょうたん島、
がんこちゃん 等

温度調節「WARM BIZ」取組

親子で、家族で楽しく参加
「WARM BIZ」体操/ソング/ストーリーアニメ創作

地球温暖化防止の取組は実は楽しい

温度調節による削減 施策②

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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衣食住「WARM BIZ」賛同企業大集合
アドトレイン企画

ＪＲ／ＷＡRＭ ＢＩＺ関連企業

サラリーマン、ＯＬ

寒い冬を暖かく過ごす生活の知恵、

日本の最新の環境技術、

今年のウォーム ビズの情報発信。

衣食住、子供から、サラリーマン、ＯＬ、高齢

者まであらゆるターゲットに幅広い国民運動

体であることを理解してもらうのが目的。

ＷＡＲＭ ＢＩＺ（ライフスタイル）の理解促進

ＪＲ・私鉄各社

賛同企業

との連携

※企業名リストアップは、
イメージです。

企業取組や運動体の広がり実感

温度調節による削減 施策③

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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TM6事務局
独自企画

２００７年も“COOL BIZ”実行宣言
～繊維見本市「ジャパンクリエーション」への参加～

（次ページに続く）

１）大臣が主要業界団体トップに呼びかけ
この夏のクールビズの成果の報告と、来期の協力
要請を行うため、環境大臣と業界団体トップが懇談
する機会をつくる。アパレル産業協会、経団連、経済同友会、
百貨店協会等
⇒パブリシティ化

２）繊維見本市“ジャパン・クリエーション２００７”への出展
昨年に続き、チーム･マイナス６％ブースを出展し、
クール／ウォームビズを呼びかけ、繊維業界の中で
の存在感を持続させる。

環境大臣/業界団体

業界団体（アパレル産業協会、経団連他）

秋、アパレル業界は来年の春夏ものの企画・
製作をスタートする。この時期をとらえ、政府
として来期もクール ビズを推進することを宣
言し、クールビズ商品の製品化を促す。

具体的には環境大臣の主要業界団体トッ
プへの挨拶、12月の繊維見本市への出展。

来年度に向けた
クール ビズ推進の基盤づくり

継続的な取組であることの理解増進

温度調節による削減 施策④（1/2）

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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来年度に向けた「クール ビズ」拡大宣言と参加呼びかけ来年度に向けた「クール ビズ」拡大宣言と参加呼びかけ

ビジネスマン、アパレル・流通業界を中心としたクール ビズの継続

建材

家電

伝統技術

健康・美容

運輸・旅行

女性 子ども

地方 アジア

クールビズの拡大的取組を各業界に呼びかけ

来年度はクール ビズ拡大宣言

ファッションからライフスタイル全般まで
クールビズに取り組むプレイヤーが一堂に会する

COOL BIZ 2007 コンベンション

クール ビズは新しい日本の常識として、ビジネスマン層、アパレル・流通業界に定着してきた。敢えてメッセージを絞り込むことで成功を
生んだクール ビズだが、ビジネススタイルとしての定着を踏まえ、来年度はライフスタイル全般に拡大して取り組んでいき、より広範な
存在の行動を巻き込む運動としていくことを検討。 既に、マスコミ等でクール ビズの概念を広げて「クール ビズ対応の建材」など、応用

して引用する現象も始まっていることから、素地はあると考える。

2006年 2007年
他業種への拡大

非ビジネスマン層への拡大

各業界の企業・団体に向けて、来年度はクール
ビズをライフスタイル全般に広げて展開していく
ことを宣言、来年度のビジネス展開に向けて
準備を呼びかける。

COOL BIZCOOL BIZ

温度調節による削減 施策④（2/2）
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『我が家のオリジナル･ウォーム鍋』コンテスト
～食品メーカーとの連携イベント～

食品メーカー

大手食品メーカー・料理研究家

主婦

食品メーカーと連携し、ＷＡＲＭ ＢＩＺに
効果のあるオリジナル鍋のコンテストを開
催。料理研究家を審査員に招き
味・コスト・体温ウォーム指数を基準に
優秀レシピを選出。
優秀レシピはチーム・マイナス６％のＷＥ
Ｂサイトやニュースレターの素材として活
用し、情報を波及させていく。

主婦誌/番組でのﾊﾟﾌﾞﾘｼﾃｨ露出

ＷＥＢサイトへのアクセス数強化 ※提供各社は交渉中

「家庭の鍋」と「ＷＡＲＭ ＢＩＺ」の関連理解

温度調節による削減 施策⑤

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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「地域（ブロック）別“WARM BIZ川柳”募集」

地方紙、地方自治体

小学生以下、高齢者（50歳以上）

昨年の「ウォームビズ」の普及が十分でな
かった原因のひとつに地域別の戦略配慮が
不十分であったことがあげられる。
自分ごととして、地域ならではの意識付け
につながる“川柳”を募集する。

右記ブロックを最広域として地方紙にて公
募、そして発表をして行く。

冬の室内温度調節取組
チームマイナス６％チーム員募集

地方紙、
自治体連携 ～ディスカバー自分を～

＜地方紙掲出＞

温度調節による削減 施策⑥

自分の地域の取組むべき施策を知りたい

公募

発表（紹介）

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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女性誌「WARM BIZ」スタイルブック競演
～Ｂｏｏｋ ｉｎ Ｂｏｏｋ企画～

雑誌各社

女性（２０代～４０代）

ウォームビズは女性でも積極的に参加できる
取組。自然にしかもスマートに実践できる各
雑誌ならではの工夫や企画で、寒い冬を暖
かく快適に過ごす生活の知恵を紹介。単に
暖をとるのではなく、お洒落で地球にやさしい
ライフスタイルを提案する。
スタイルブックをブックインブックで制作。

女性ＷＡＲＭ ＢＩＺライフスタイル浸透

雑誌社

と連携

温度調節による削減 施策⑦

「ＷＡＲＭ ＢＩＺ ＬＩＦＥ」 ｉｓ smart & cute.

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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ユニクロは今年も、
「WARM BIZ」。
１１月上旬、新聞・交通広告・
TV出稿（予定）。

クールビズキャンペーンと同様、
ウォームビズ賛同している各企業
を紹介、ファッションだけでな「チー
ムコンセプト」と「企業への広がり」
をメッセージ。（予定）

賛同チーム員連合広告（06年6月事例）

ユニクロ発「WARM BIZ」企業連合広告

ユニクロ／チーム・マイナス６％チーム員企業

連合広告に参加した関係者／読者

アパレル企業連携

チーム員企業各社が、連携して「WARM
BIZ」の取組に賛同し、新聞にて連合広告
を実施。

アパレルのユニクロが音頭をとり、エネルギー、
メーカー、通信まで「COOL BIZ」以上に広
く呼びかけ連帯感を醸成する企画。

「ＷＡＲＭ ＢＩＺ」の普及・定着

自分の会社も一緒にやっている連帯感

温度調節による削減 施策⑧

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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百貨店・ＧＭＳ 衣/食/住「WARM BIZ」
～06年ライフスタイル展開～

大手GMS、百貨店
（ダイエー、イオン、三越）

主婦、子供、高齢者

大手流通企業にて、秋冬新商品の発表に
先駆けて、「WARM BIZ」を展開。女性、子
供、高齢者に対して、身近にできる「ＷＡＲ
Ｍ ＢＩＺ」を紹介していく。

衣食住「WARM BIZ」浸透
チーム・マイナス６％ 登録企業増加

百貨店・

ＧＭＳと連携

ペットウェア「WB」ショー 部屋着「WB」ショー

子供「WB」ショー

Fashon eatat  home

i Syokujyu

「郷土鍋」で家庭を暖かく、地球をクールに

イオンのライフスタイル提案（例）

「ＷＡＲＭ ＢＩＺ」は、生活全般に関わる取組

※全カテゴリーに違和感の無いアイコン開発

温度調節による削減 施策⑨

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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北海道１８０市町村連合「WARM BIZ」大作戦
～道内から全国への情報発信～

北海道庁、道内自治体

北海道は、東京の約１．３倍のCO２を排
出しています。北海道知事と北海道地
球温暖化防止推進活動推進センターが
旗振りとなり、北海道の１８０の市町村か
ら、北海道ならではの「WARM BIZ」アイ
デアを募る。テレビ番組やラジオ番組で取
り上げると共に、その北海道ならではの取
組を、全国自治体に情報発信していく。

地方自治体との

連携

北海道民→全国自治体

自治体の成功例作り
１８０自治体のチーム員登録

５４０万人への「ＷＡＲＭ ＢＩＺ」情報発信

温度調節による削減 施策⑩

北海道の環境負荷の高さと独自の取組

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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大手ビル管理会社との温度設定
アクション連携

ビル管理会社（三菱地所、森トラスト）

オフィスワーカーとビル管理会社

大手ビル管理会社と連携し、地球温暖化対
策としてテナント企業やそこで働くオフィスワー
カーに対して空調の温度を低めに設定（若し
くはなるべく使わない）するように啓発
実施時期：１２月１日～２月末日

■テナント企業に対して啓発メールの配布
■テナント企業及びその従業員への

地球温暖化対策の啓発

温度設定によるCO２削減
「WARM BIZ」賛同企業数の増加

ビル管理会社との
連携

ビル管理会社ビル管理会社

テナント
企業

テナント
企業

テナント
企業

テナント
企業

テナント
企業

テナント
企業 テナント

企業

テナント
企業

テナント
企業

テナント
企業

テナント
企業

テナント
企業 テナント

企業

テナント
企業

テナント
企業

テナント
企業

テナント
企業

テナント
企業 テナント

企業

テナント
企業

テナント
企業

テナント
企業

テナント
企業

テナント
企業 テナント

企業

テナント
企業

テナント
企業

テナント
企業

テナント
企業

テナント
企業 テナント

企業

テナント
企業

テナント
企業

テナント
企業

テナント
企業

テナント
企業

省エネルギー推進に伴うご協力
のお願い

地球温暖化防止対策として省エネル
ギーを推進しております

【お願い事項】
•冬季省エネ対策の実施時期
•共用部における省エネ対策

•お客様室内空調温度の省エネ
対策

•その他のご協力のお願い

呼び掛け文章（例）

管理ビル管理ビル 管理ビル管理ビル 管理ビル管理ビル

みんながやるんだから、自分も取組もうという気持

温度調節による削減 施策⑪

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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“Ｄiscover！ＥＣＯ Ｌife”
日本全国“「WARM BIZ」郷土鍋”見本市

地方自治体/企業/マスコミ

主婦、夫婦、家族

全国の郷土鍋が一同に会する見本市。
鍋を通して郷土文化をＰＲするとともに、
鍋を家族で囲むことが「温暖化対策にな
ることを紹介していく。
各地ならではの味と素材の工夫を紹介し、
会場では試食や物販も行い、来客者の
チーム員化促進も図る。

地方自治体との関係・連携強化
ニュース番組・生活情報番組などでの

ﾊﾟﾌﾞﾘｼﾃｨ露出確保

地方自治体

鍋が温暖化防止対策になることを知る

温度調節による削減 施策⑫

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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居酒屋メニューでの
ＷＡＲＭ ＢＩＺメニューの訴求

居酒屋チェーン

学生・サラリーマン・ＯＬ

料理研究家、漢方薬の専門家等と協力し
て、「身体が温まる×健康にいい」 「身体が
温まる×美容にいい」 「身体が温まる×疲
労回復」等の食材やメニューを集めた冊子を
作成し、各居酒屋チェーンに対してＷＡＲＭ
ＢＩＺメニューの提供とお客様への啓発をプロ
モートする。

居酒屋ユーザーへのＷＡＲＭ ＢＩＺの浸透

居酒屋チェーン各社

と連携

食の「ＷＡＲＭ ＢＩＺ」の発見

温度調節による削減 施策⑬

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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①-ⅱ）「取組4：商品選択を通した削減」
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交渉も含めた準備期間

①-ⅱ）「商品選択を通した削減」 における全体計画および現時点での進捗状況

取組4

主要ﾏｲﾙｽﾄｰﾝ

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

平成18年度

施策 連携先

主
体
事
業

進捗
状況

連
携
事
業

タ
イ
ア
ッ
プ
・

連
合
広
告
・事
業

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ

平成19年度

⑥省エネルギー性能 統一ラベル」地方紙展開

④「エコプロダクツ展」 企画

⑤雑誌でのライフスタイル提案 特殊スペース企画

⑯秋葉原電気街 エコハバラ化

⑰家電販売員大賞

⑨「省エネライフ指南書」を作成

⑭地球に優しい大掃除

⑮最新“環境技術”Ｒ＆Ｄフォーラム

⑩エコテクネットワーク

⑧『ＬＯＨＯＵＳＥ（ロハウス）』のPR拠点化

⑦エコ製品を選ぼうＣＭ店頭活用

日本経済新聞＆日経ＢＰ社

出版各社

秋葉原電気振興会

各メーカー、流通

住宅メーカー

家電量販店

家電メーカー、量販店

引越し、ブライダル、不動産

企業、団体、学校

家電メーカー企業トッ
プ

冬ボーナス商戦
●クリスマス
●大掃除

新生活準備新商品ラッシュ内閣改造 夏ボーナス商戦

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

●エコプロダクツ２００６

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

地方紙／チーム員企業

① バーチャルエコハウスによるライフスタイル提案 建築家など

交渉も含めた準備期間②ワンポイントメッセージシール 百貨店、ＧＭＳ

交渉も含めた準備期間③著名人プロデュース エコドールハウス 著名人・芸能人

⑪リアル「エコ・テク学校」の全国展開

⑫こどもＥＳＣＯでワンランクアップＸ‘ｍａｓ

全国科学館連携協議会

玩具メーカー、量販店

⑧

②

③

④

⑤

⑥

⑯

⑦

⑰

⑨

⑩

⑪

⑫

⑮

⑭

①

△

△

○

◎

○

○

○

△

○

△

△

△

△

△

○

⑯ヨドバシカメラとの連携によるエコ製品推奨 ヨドバシカメラ 交渉も含めた準備期間 ⑬◎

○

○：協力依頼済
凡例 ◎：企画詳細内容検討中

△：交渉準備中

※ブルーは、予算策定に反映されている施策です。
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10月9月 12月11月 1月 2月 3月

情報戦略
準備

主要
連携
施策

政府
（真水）

企業
団体
連携

流通
連携

家電量販店で
「実感」機会を提供

家電量販店で
「実感」機会を提供

「環境配慮」製品
消費ムーブメント化

「環境配慮」製品
消費ムーブメント化

住設･自動車など対象となる
「環境配慮」製品を拡充

（衣食住･全般）

住設･自動車など対象となる
「環境配慮」製品を拡充

（衣食住･全般）

エコハバラモデル
全国の家電量販店へ横展開

秋葉原電気街
エコハバラ化

家電販売員大賞
量販店 店員が今一番売りたい省エネ家電

省エネ配慮住宅の雛形

LOHOUSE（ﾛﾊｳｽ）』

家電メーカー横断
最新“環境技術”
Ｒ＆Ｄフォーラム

地球に優しい
大掃除企画

企業結束
創出

流通(顧客接点）
行動啓発

参加機会
創出

顧客接点の拡大
ライフスタイル化

冬ボーナス商戦

●クリスマス
●大掃除

新生活準備商戦向け新商品ラッシュ

●“省エネ性能”実感して購入促進へ
家電量販店の新たな試み

●冬ボーナス商戦
ヒットのポイントは“環境配慮”

●環境配慮のライフスタイル
団塊世代を中心に支持獲得期待論調

情報環境

各社･自社広告
情報発信推進

●家電メーカー「環境技術」で揃い踏み

住宅モデルハウス

自動車ディーラー

住設ショールーム

接
点
拡
大

エコテク学校 WS
政府

本気表明

メーカー横断
「省エネライフ指南書」

引越し業者

結婚式場

不動産屋

新生活応援
エコ製品フェア

家電量販店

アパレル

通販

07年ブーム予測

06年振返記事

ディーラ－
etc

etc

新聞
１５ｄ
②

新聞
１５ｄ
②

新大臣×全国知事会

内閣改造

Discover！ ECO Life

列島リレー企画

（北海道・東北）

Discover！ ECO Life

列島リレー企画

（関東･甲信越）

Discover！ ECO Life

列島リレー企画

（中部･近畿）
（中国・四国）

Discover！ ECO Life

列島リレー企画

（九州）

ＡＣＴ４ 「商品選択を通した削減」情報戦略ＭＡＰ
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バーチャル エコハウスによる
理想のライフスタイル提案

建築家
省エネルギーセンター

主婦

チーム・マイナス６％のＨＰにバーチャルエコハ
ウスを建設。家の内外で活躍できる様々な
環境技術を紹介し、温暖化防止を考慮した
理想のライフスタイルを提案。

商品選択を通した削減 施策①

環境技術の理解促進
エコ製品の購買増加

建築事務所・

住設メーカー等

家の中でできる取組や
生活の知恵を知りたい

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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各タッチポイントでの
エコ製品ワンポイントメッセージシール

百貨店、ＧＭＳ
ショールーム

主婦

キッチンやトイレ、バス周りでできる知恵や、
優れた環境技術の告知をショールームを始め、
百貨店などでも行う。
商品コーナーに限らず、実際のトイレなどにも
掲出。家庭でも取り組んでもらう。

環境技術の理解促進
エコ製品の購買増加

百貨店・量販店

と連携

家の中でできる取組や
生活の知恵を知りたい

商品選択を通した削減 施策②

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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商品選択を通した削減 施策③

モーニング娘 プロデュース
エコ ドール ハウス

モーニング娘 など

若年層（男女）

モーニング娘プロデュースによる、紙でつくれる
「エコ ドール ハウス」を開発、チーム・マイナス
６％のHPでダウンロードできるようにする。組
み立てると家の中での取組やエコ製品情報
が分かりやすく理解できる。
■キャプション
・リビングに“エコ製品を選ぼう”
・お風呂場に“蛇口はこまめにしめよう”
・リビングに“冷房は28℃、暖房は20℃”
※プロデュースタレントに関しては決定後交
渉となります。

温暖化防止のアクション理解と
エコ製品、環境技術の理解促進

著名人

と連携

物事を楽しく簡単に理解したい

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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冬のエコ・テク学校！「エコプロダクツ展」分校開校！
日本経済新聞＆日経ＢＰ社との連携

日本経済新聞
日経ＢＰ社

環境に興味の高い学生

商品選択を通した削減 施策④

環境技術最大のイベントと
「ハロー！環境技術」のコラボ
エコテク学校の拡大、定着

日本経済新聞

と連携

●出展するチーム員企業のブースに
「ハロー環境技術」のPOPを一斉に掲出。
エコプロダクツ展というエコ製品のメーカーが
一堂に会する場において、チーム・マイナス６％を
中心としたエコ製品による「地球温暖化防止」
の連帯感を演出

エコテク学校の分校を開講。来場する小・中
学生の親子を対象に、各企業監修のもと特
別授業を開講。プレゼンターには劇団員など
により、子どもにわかりやすい演出を実施。
会場配布される「エコプロダクツ2006」誌面、
日経新聞紙面にて、チーム員企業とのエコテ
ク学校連携企画を展開。

エコロジーについて理解を深めたい

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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小学館／オレンジページ
チーム員企業

ビジネスマン／主婦

・「ＤＩＭＥ」に別冊付録「ＥＣＯ ＤＩＭＥ」をつ
けて、冬のボーナス商戦前に、環境問題・
環境技術に目を向けてもらい、エコ家電やエ
コグッズの購買につながる情報を展開。

・オレンジページで毎月の家庭における、電
気、水道、ガスの使用量やＣＯ２排出量を記
入できる家計簿を小冊子を本誌に貼りこみ。
貼り込み面４Ｃ２Ｐでは、チーム・マイナス６％
のタイアップ誌面を制作。

省エネ製品買い換え促進

雑誌・出版社

と連携

ＤＩＭＥ別冊付録

商品選択を通した削減 施策⑤

雑誌特別企画 特殊スペースでの
ライフスタイル提案

オレンジページ 小冊子貼り込み
「家計と地球に優しい環境家計簿」

より良いエコ製品や暮らしの知恵を知りたい

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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この秋からみんなで環境技術の性能チェック！
「省エネルギー性能 統一ラベル」地方紙展開

地方紙／チーム員企業

主婦

この秋に省エネ性能の表示が統一され、消
費者がヒトツの基準で性能が比較できるよう
になることをわかりやすく伝えるため、ブロック
紙、地方紙の広告特集を実施。

環境省のシードマネーを活用しつつ、経産省
からの協力要請文書を出してもらうなどして、
地元の家電量販、地域の流通などを広告
主として集め実施。

商品選択を通した削減 施策⑥

地方紙と連携

省エネ統一ラベル認知による
環境技術への買い替え促進

新省エネ性能統一ラベル

○○県□□市

△△建設
○○県□□市

××酒店

○○県□□市

□□運輸
○○県□□市

グループ★

○○県××市

●●電機
○○県××市

◆◆繊維

○○県□□市

◎◎電力
○○県□□市

★★通信

○○県△△市

△△飲料
○○県□□市

〇〇食品

○○県□□市

△△建設
○○県△△市

××自動車

○○県□□市

△△建設
○○県□□市

××酒店

○○県□□市

□□運輸
○○県□□市

グループ★

○○県××市

●●電機
○○県××市

◆◆繊維

○○県□□市

◎◎電力
○○県□□市

★★通信

○○県△△市

△△飲料
○○県□□市

〇〇食品

○○県□□市

△△建設
○○県△△市

××自動車

○○県□□市

△△建設
○○県□□市

××酒店

○○県□□市

□□運輸
○○県□□市

グループ★

○○県××市

●●電機
○○県××市

◆◆繊維

○○県□□市

◎◎電力
○○県□□市

★★通信

○○県△△市

△△飲料
○○県□□市

〇〇食品

○○県□□市

△△建設
○○県△△市

××自動車

より省エネできる製品を購入したい

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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家電メーカー

家電購入検討者

家電量販店の店頭にてオンエアしている、

各家電メーカーの商品紹介ＶＴＲの中に、

７月に制作したエコ製品を選ぼう」ＣＭをいれ

て段積みにし、

効果的にエコ製品、エコ家電へ誘導する。

エコ製品の購入促進

家電メーカー

量販店と連携

エコ製品を選ぼうＣＭとあわせた
エコ製品の店頭展開

商品選択を通した削減 施策⑦

より良いものを購入したい

エコ製品を選ぼうＣＭ

各メーカーＣＭ
+

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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環境ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄ
ハウスメーカー

チーム員企業（住設・家電･自動車）

マスコミ／住宅購入を検討している夫婦

住宅展示場のモデルルームで、最新の省エ
ネ製品、住設、自動車など環境配慮の製
品がリアルな生活シーンの中で展示される環
境をつくる。
各協賛メーカーの新商品発表会場や大臣の
取材対応スペースとして活用していく。
最新エコ技術のＰＲ拠点として、パブリシティ
ネタとする。

チーム員企業の環境技術の認知、理解促進
持続的なﾊﾟﾌﾞﾘｼﾃｨの獲得

環境ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄ
ハウスメーカー
チーム員企業

（住設・家電･自動車）

省エネ配慮住宅の雛形

『ＬＯＨＯＵＳＥ（ロハウス）』のPR拠点化

商品選択を通した削減 施策⑧

新築するときは家電も新しく買い換えたい

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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引越し会社
結婚式場

大手不動産屋

結婚予定者、転居する人

引越しや結婚など、ライフステージの変化にと
もなう家電・自動車などの買い替え需要にあ
わせ、省エネ製品の選択を啓発する。

メーカー・業界横断の省エネ製品カタログを
作成し、引越し業者や結婚式場、不動産
屋での配布を展開。

エコ製品の買い替え促進

引越し業者

結婚式場

不動産

「省エネライフ指南書」を作成
新生活タッチポイントで配布（引越し＆ブライダル）

引越し業者

ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙｺｰﾅｰ

大手不動産屋

省エネライフ指南書

商品選択を通した削減 施策⑨

住み替えるときは家具等も新しくしたい

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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全国科学館連携協議会

小・中学生及び保護者を中心とした大人

全国176館ある、科学館連携協議会参画
科学館との連携。
・科学技術館で、読売新聞主催のイベントと
して実施。
・その内容をチーム・マイナス6％サイト上での
積極的紹介。
・エコテク学校でのパネルや実験ワークショップ
コンテンツの活用。大型イベントの際には、
チーム・マイナス6％事務局からの派遣も検
討

商品選択を通した削減 施策⑩

環境技術への理解促進
チーム員の獲得

全国の科学館

と連携 全国科学館「エコ・テク」ネットワーク

いろいろな科学技術を知りたい

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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小・中学生、保護者をはじめとした大人

７月に実施されたエコ・テク学校イベントで展
開された内容を活用し、全国へ展開。

・エコテクパネル：WEBよりダウンロードし、自由に活用。

・エコテク実験ワークショップ：実験内容のWEB上公開により、
自由に活用。また、希望により、出張実験ワークショップも対
応（チーム・マイナス6％事務局にて受付）
・エコテク検定：合格者へWEBより認定証の発行

また、小学校でエコ・テク学校のリアル教室を
実施

商品選択を通した削減 施策⑪

企業・団体

小学校と連携

環境技術を持つ各企業・団体、学校

エコ・テク理解を通じた環境への意識向上
チーム員の獲得

リアル「エコ・テク学校」の
全国展開

エコロジーについて理解を深めたい

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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こどもＥＳＣＯで

ワンランクアップ Ｘｍａｓ

玩具メーカー、流通

子供

・子供を囲い込みたい玩具メーカー（又は流通）から
子供達に対して、家庭でチーム・マイナス６％取組
実施によるエスコキャンペーンを打ち上げる。

・家庭内で、１０～１２月の３ヶ月間で取組実施に
よって、削減できた光熱費の半分をクリスマスプレゼ
ントのアップグレードに！

危機意識の醸成。
削減される光熱費量がそのままＣＯ２削減量に

玩具メーカー ・
流通と連携

がんばって節約して、いいクリスマスプレゼントを貰おう

商品選択を通した削減 施策⑫

取組実施で光熱費削減

削減料の半分

買い物
（削減料分UP）

PR

子供を囲い込みたい

キャンペーンのPR

玩具メーカー
流通

子供

プレゼントが欲しい

家庭

光熱費が下がる

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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ヨドバシカメラ

家電製品の購入予定者

冬のボーナス商戦に合わせて、来店客ならび
に会員顧客に対して省エネ家電の積極的な
選択を啓発・促進する。
・「ハロー！環境技術」のロゴマークを、店頭

ポスター・ＰＯＰ・Ｗｅｂ・会員向け情報誌で
訴求し、省エネ製品の積極的選択を啓発。

・「チーム・マイナス６％」の個人会員を対象
としたメリットの提供による登録の促進。

・秋葉原・横浜・梅田の大型店店頭ビジョ
ンで、健全な危機意識の映像を上映。

商品選択を通した削減 施策⑬

ヨドバシカメラ

と連携

省エネ製品の購入アップ

ヨドバシカメラとの連携による
省エネ製品の積極的選択促進

より多くの家電に関する情報が欲しい

店頭配布・カード会員へ郵送している
情報誌「ＴＨＥ POINT ＮＥＴＷＯＲ
Ｋ」（１２０万部発行）誌上で省エネ製
品の積極的な選択を訴求。

秋葉原・横浜・梅田の大型店
店頭ビジョンで、健全な危機意
識の映像を上映。

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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家電メーカートップ

マスコミ

・メーカーの垣根を越えて各社の経営トップ
＆エンジニアが集結。

・各社が取り組む最新の研究成果を発表。

・大臣・御手洗経団連会長をゲスト参加し、
業界全体として「環境技術での協調」をPR
する

各メディアへの環境技術報道、ＰＲ

家電メーカー

と連携

商品選択を通した削減 施策⑭

家電メーカー横断
最新“環境技術”Ｒ＆Ｄフォーラム

環境技術についての報道ネタが欲しい

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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家電メーカー
量販店

主婦

照明器具を販売する家電メーカー
家電量販店と連携し、
大掃除のタイミングで、省エネ対応の
照明器具への付け替えを啓発する。

メーカー商品のコマーシャルに止まらないよう
最新の環境配慮型の照明器具と
古い照明器具での消費電力、CO2削減量
の差を紐付けて行動啓発を行う。

エコ照明への切り替え促進

家電メーカー

量販店との連携

商品選択を通した削減 施策⑮

地球に優しい大掃除
大掃除でエコ照明に変えよう

習慣のひとつとして大掃除は行う

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント

http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://img-store.muji.net/shared/item_images/muji/m/4548076407331_m.jpg&imgrefurl=http://store.muji.net/user/ItemDetail/detail%3F_from%3D/ListProducts/list%26sc%3DS00706%26sp%3Dmuji%26prd%3D4548076407331%26sku%3D4548076407331&h=287&w=287&sz=8&hl=ja&start=93&tbnid=R2ZSJ8XX8-ggfM:&tbnh=115&tbnw=115&prev=/images%3Fq%3D%25E8%259B%258D%25E5%2585%2589%25E7%2581%25AF%26start%3D80%26ndsp%3D20%26svnum%3D10%26hl%3Dja%26lr%3D%26sa%3DN
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秋葉原電気街をエコハバラ化
「省エネ性能」の公開実験を実施

秋葉原電気振興会
（千代田区）

家電購入検討者

冬のボーナス商戦直前に、全国的な家電流
通のシンボルとなる秋葉原電気街にて、街や
店頭で省エネ体験ができる公開実験キャン
ペーンを展開。
省エネ性能および省エネ製品のあるライフスタ
イルを可視化し、パブリシティ回路に乗せる。
「省エネ」公開実験はモデルーケース化し、
秋葉原電気街を起点に、全国の家電量販
店に飛び火させていく。

・ﾊﾟﾌﾞﾘｼﾃｨ獲得
・（メーカー支援に止まらない）実感を

伴った省エネ性能のPRにより省エネ製品
の選択を後押しする。

秋葉原

電気振興会と連携

簡易電力測定器
「エコワット」の設置

地元小学生を
招いた店頭省エネ教育

集客スポットでの
イベント展開

商品選択を通した削減 施策⑯

より多くの家電に関する情報が欲しい

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント

http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.nature-n.com/zp/naturepublic/lifelab/20/photo1&imgrefurl=http://www.nature-n.com/zp/lifelab/20/report&h=150&w=150&sz=16&tbnid=eVXyIcKDcbg7TM:&tbnh=90&tbnw=90&hl=ja&start=57&prev=/images%3Fq%3D%25E3%2582%25A8%25E3%2582%25B3%25E3%2580%2580%25E5%25AE%25B6%25E9%259B%25BB%26start%3D40%26svnum%3D10%26hl%3Dja%26lr%3D%26sa%3DN
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家電量販店 店員

マスコミ／家電購入検討者

全国の家電量販店の販売スタッフに、
「今年最も売りたい、お奨めの製品」をアン
ケート投票してもらい大賞を選出。
量販店主体の「売れ筋」商品づくりが可能と
なり、家電メーカーもその動向に無視できな
い状況をつくる。

メーカーの広告メッセージと機能している
「省エネ大賞」とは違い、消費ムーブメントを
起こす賞としてパブリシティ化していく。

全国ﾊﾟﾌﾞﾘｼﾃｨの獲得
エコ製品の購入促進

家電量販店

と連携

量販店 店員が今一番売りたい省エネ家電

家電販売員大賞

商品選択を通した削減 施策⑰

直木賞･芥川賞など著名作家が選ぶ

文学賞とは違い、全国書店員が売りたい

本を投票制により選ぶ新しい文学賞。

販売現場の人が推薦する一番の本が

選ばれるということでベストセラー

を生み出す賞となった。

※参考

どの製品が一番よい商品か興味が深い

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント



Copyright © 2006 Hakuhodo All Rights Reserved. STRICTLY CONFIDENTIAL

①-ⅲ） 「取組5：ゴミを通した削減」
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「取組⑤｣：全体計画および現時点での進捗状況

取組５

主要ﾏｲﾙｽﾄｰﾝ

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

平成18年度

施策 連携先

⑧ 地球温暖化防止ソングの制作

交渉も含めた準備期間 ①
環
境
省
主
体
事
業
（真
水
）

進捗
状況

○：協力依頼済
凡例 ◎：企画詳細内容検討中

△：交渉準備中

タ
イ
ア
ッ
プ
・

連
合
広
告
・事
業

△百貨店/交通メディア

平成19年度

⑩ 日本ボクシング協会とのタイアップ

⑰ ＯＬランチタイムでふろしき普及大作戦

⑦ 成人式でマイバッグ配布

⑫ 合同会社説明会で、マイバッグ配布

⑪ レジ袋を断ろうキャンペーンキットの作成

① クリスマスヌード ギフトキャンペーン

⑬ Ｘmasギフトをふろしきで贈ろうキャンペーン

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
ー

⑯ オリジナルマイバッグの制作

⑮ 飲料メーカ販促資材に「塗り箸」

⑤ 朝日新聞 マイバッグキャンペーン 朝日新聞

大丸有協議会

協栄ジム

地域団体

◎

△

倉木麻衣

◎

△

企業団体

△

朝日、毎日、読売産経、日経

コンビニチェーン

△

○

△

表参道欅会

△

○

△

⑥ ラブ＆ベリー マイバッグキャンペーン

デザイナーズウィーク実行委員会
ソトコト/Ｊ－ＷＡＶＥ

△

○

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間 ⑥

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間 ⑧

⑦

⑤

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間 ⑩

交渉も含めた準備期間 ⑨

⑫

交渉も含めた準備期間 ⑬

交渉も含めた準備期間 ⑭

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

⑮

⑯

⑰

③ 殴ってやめようレジ袋！ポスター制作

⑨ マイバッグ募金＆南太平洋地域への寄付

④ キャラクターふろしきプレゼント企画

倉木麻衣

セガ、大手流通

飲料メーカー

△

⑭ 企業内マイバスケット企画
企業、流通

連
携
事
業

交通メディア/賛同企業 △

② バレンタイン／ホワイトデーヌード ギフトキャンペーン 百貨店/交通メディア

クリスマス 成人の日 バレンタイン ホワイトデー

交渉も含めた準備期間 ⑪

△

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間 ③

交渉も含めた準備期間 ④

②

※ブルーは、予算策定に反映されている施策です。
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10月9月 12月11月 1月 2月 3月

情報戦略

主要
連携
施策

新聞
１５ｄ

新聞
１５ｄ

政府
（真水）

ｵﾋﾟﾆｵﾝ
ﾘｰﾀﾞｰ
活用

新大臣
所信表明

改正容リ法 関連記事「食欲の秋」関連記事

期待論調

情報環境

全国百貨店

お歳暮で WARM BIZ

＆風呂敷

倉木麻衣
コンサート会場にて、ふろしき活用啓発

● ふろしき・マイバック
“エコかっこいい”
20代女性に人気

● ギフト商戦
贈り物は相手と地球を
思い遣る

●初雪情報（北海道） お歳暮商戦

クリスマス

07年ブーム予測

06年振返記事内閣改造

レジ袋削減を善悪軸ではなく、
→「センス軸」で語る。

レジ袋削減を善悪軸ではなく、
→「センス軸」で語る。

ギフト商戦での
実践拡大

(幅広いトライアルの獲得）

ギフト商戦での
実践拡大

(幅広いトライアルの獲得）

著名・新成人
マイバッグ宣言企画

クリスマス
ヌードギフト企画

TOKYO DEGINERS WEEK
ふろしきコンテスト企画

オリジナルふろしきの作成

ＯＬランチタイム
ふろしき普及大作戦

企業
団体
連携

流通
連携

Ｘmsaギフト企画

容
リ
法
の
解
説
と
絡
め
た

行
動
喚
起

地域 祭り･ｲﾍﾞﾝﾄでのﾁｰﾑ員宣言者へのマイバックプレゼント

チーム員企業 ●社員＆家族へのマイバック啓発 ●企業ｲﾍﾞﾝﾄでのマイバッグ配布

レジ袋＝カッコ悪い ﾏｲﾊﾞｯｸ・ふろしき＝かっこいい

企業・流通各社
キャンペーンキット展開

改正容リ法の解説

生活シーンへの密着
×

● 成人式 全国で
いち地球市民として
決意新たに

● 容器リサイクル法って？
ﾏｲﾊﾞｯｸ・ふろしき
生活に密着の兆し

ﾁｰﾑ・ﾏｲﾅｽ6%
ﾀｳﾝﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

（北海道・東北）

ﾁｰﾑ・ﾏｲﾅｽ6%
ﾀｳﾝﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

（北陸）

ﾁｰﾑ・ﾏｲﾅｽ6%
ﾀｳﾝﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

（関東･甲信越）

ﾁｰﾑ・ﾏｲﾅｽ6%
ﾀｳﾝﾐｰﾃｨﾝｸﾞ
（近畿･四国）

ﾁｰﾑ・ﾏｲﾅｽ6%
ﾀｳﾝﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

（九州）

バレンタイン／ホワ
イトデーギフト企画

レジ袋を殴るポスター企画

ＡＣＴ５「ゴミを通した削減｣情報戦略ＭＡＰ

中央５紙
キャラクター
ふろしき企画
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ゴミを通した削減 施策①

クリスマス『ヌード ギフト』キャンペーン
～著名人からの「過剰包装反対メッセージの発信～

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

百貨店協会などの流通企業

贈り物をする人々

新大臣からチームの輪を発信
→チーム・著名人へのリレー

『ヌード ギフト』をコミュニケーションワードにし

て、今年のクリスマスプレゼントは着飾らずに
真心のこもったプレゼントすることを推奨する

銀座・渋谷・新宿など、ギフト商戦が激化す
る地域限定で交通広告で掲出

流通企業の簡易包装化

百貨店協会を

はじめとする

流通企業

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
好きなタレントが実行しているなら

自分も実践しよう

新環境大臣から

チーム著名人へ
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ゴミを通した削減 施策②

バレンタイン／ホワイトでー 『ヌード・ギフト』キャンペーン
～本命チョコは包装せずに渡そう～

百貨店協会などの流通企業

贈り物をする人々

バレンタインデー／ホワイトデーのプレゼントは
包装しないでプレゼントする

「本命チョコは包装せずに渡すと成就する」と
いうような迷信を情報発信し、話題化する

期間限定『ヌード ギフトカフェ』を設置。ヌー

ド・ギフト宣言した人には、「恋が成就するお
守り」をプレゼントする。

流通企業の簡易包装化

百貨店協会を

はじめとする

流通企業

好きなタレントが実行しているなら
自分も実践しよう

ヌードギフト宣言した人には恋愛成就」お守り
をプレゼント！

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント



Copyright © 2006 Hakuhodo All Rights Reserved. STRICTLY CONFIDENTIAL

交通メディア 賛同企業

若年層

イベント会場や交通メディアにて、

膨らませたレジ袋を殴って潰すことができるポ

スターを展示。実際に体感してもらいレジ袋

を断ろうという意識を植え付ける。

各メディアでのパブリシティ効果も期待

賛同企業にツールとして貸し出す

殴ってやめようレジ袋！ポスターの制作

マイバッグ普及によるＣＯ２削減

ゴミを通した削減 施策③

環境について意外なところから興味をもった

交通メディア

賛同企業

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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中央５紙キャラクターふろしき企画

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

中央５紙

小学生／保護者

上期、読売新聞で２万５千もの応募を集め
た「アンパンマンふろしき」の進化企画。

各新聞社がタイアップしやすいキャラクターを
活用し、オリジナルふろしきを作成。
紙面で募集をはかり、抽選でプレゼントする。
（例）
朝日－ドラえもん／読売－名探偵コナン
産経－ちびまる子ちゃん／日経－キティ
毎日－ウルトラマン

レスポンス
（削減量／登録数）

ふろしき活用によるＣＯ２削減
環境教育の活性化
チーム員宣言促進

中央５紙

との連携

ゴミを通した削減 施策④

共感ポイント
子供が喜び環境にもやさしく一石二鳥（親）

とにかくほしい（子供）

※イメージです。／キャラクターは決定後交渉。
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朝日新聞「マイバッグキャンペーン」

朝日新聞
どらく／アスパラクラブ

朝日新聞読者／アスパラクラブ会員

容器包装リサイクル法改正に伴う
レジ袋有料化の検討
・マイバッグの大きなムーブメントを興す

マイバッグを使うことが環境・社会貢献のス
テータスになるようなキャンペーン を実施

・アスパラアンケートを通じ、レジ袋有料化及
び マイバッグに関する意識調査を実施
・マイバッグデザインコンテストの開催
・店頭イベントの実施

（トークショー、マイバッグの展示、配布）

マイバッグ活用によるＣＯ２削減
チーム員宣言促進

○
○
グ
ル
ー
プ

○
○
グ
ル
ー
プ

エ
コ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

エ
コ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

誇
れ
る
あ
な
た
の
ス
テ
ー
タ
ス

チ
ー
ム
マ
イ
ナ
ス
６
会
員

会
員
応
募
フ
ォ
ー
ム
は
こ
ち
ら
・
・・
。

http://w
w

w
.team

-

6.jp/entry/index.htm
l

環
境
省
と
経

済
産
業
省
が
、

早
け
れ
ば
二

〇
〇
七
年
度

に
も
導
入
を

検
討
し
て
い

る
「
レ
ジ
袋
の

有
料
化
」に

関
し
て
、

「容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル

法
」の
改
訂

に
「レ
ジ
袋

有
料
化
」が

盛
り
込
ま

れ
る
方
針
。

年
間
消
費

量
三
〇
〇

億
枚
と
い
わ

れ
る
レ
ジ
袋

を
い
か
に
削

減
す
る
か

が
、
官
民
一

体
の
今
後
の

課
題

同
改
正
法
に
よ
っ
て
、

レ
ジ
袋
の
減
量
に

対
策
を
講
じ
な
い

商
店
に
対
し
て
は
、

行
政
勧
告
や
罰
金

（
五
〇
万
円
以
下
）

を
科
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

○○店

消
費
者
の
環
境

問
題
意
識
を
高

め
、
エ
コ
バ
ッ
グ

に
よ
り
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う

た
め
る
た
め
の

コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
。
主
婦
層

か
ら
多
く
の
応

募
が
あ
っ
た
。

エ
コ
バ
ッ
グ

コ
ン
テ
ス
ト

○
○
店
内
で
は
、

○
月
×
×
日
に

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

が
登
場
し
、
公

募
で
最
優
秀
賞

に
輝
い
た
○
○

さ
ん
の
エ
コ
バ
ッ

グ
を
配
布
し
た
。

手
に
取
っ
た
主

婦
×
×
さ
ん

は
、
・
・

レ
ジ
袋
有
料
化
へ

国
民
一
人
一
人
が

身
近
な
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
る
エ
コ
。

エ
コ
バ
ッ
グ
の
積
極

的
な
取
り
入
れ
が

ゴ
ミ
を
減
ら
し
地

球
温
暖
化
を
防
止

す
る
。
さ
あ
あ
な

た
も
チ
ー
ム
マ
イ
ナ

ス
６
。
青
い
地
球
を

後
世
に
残
そ
う
。

連合広告連合広告

＜朝日新聞全国版３０段 イメージ＞

朝日新聞

と連携

ゴミを通した削減 施策⑤

レジ袋が有料化するならマイバッグを使いたい

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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マイバッグ活用によるＣＯ２削減

セガ/大手流通

ファミリー層

容器包装リサイクル法改正前に、マイバッグ
の一層の普及、定着を狙う。おしゃれでかわ
いいマイバッグの使用シーンの創出。
・セガの人気キャラクター「おしゃれ魔女ラブ＆
ベリー」とタイアップ
・レジ袋１回断る毎に１回のスタンプ押印、２
０個たまったらラブベリオリジナルマイバッグをプ
レゼント
・店頭イベントの実施

（ラブベリ ダンスイベント）
・流通は集客ＵＰとマイバッグ普及のメリット

レジ袋を断って、ラブandベリーカードを貰おう！
日本チェーンストア協会×セガ との連携

チェーンストア協会

×セガ と連携

ゴミを通した削減 施策⑥

子供が喜び、環境にやさしくて一石二鳥（親）
ラブベリのマイバッグがほしい（子供）

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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地域団体／二十歳になるタレント

１０代～２０代の男女

成人式会場にて、贈呈される品物をマイバッ

グ／ふろしきに入れて配布。

チーム・マイナス６％のチラシも入れ込み地球

温暖化について啓発活動する。

・二十歳になる著名人の囲み取材でエコ活

動を宣言。（著名人のチーム員化）

・取材の模様を事後パブリシティ化

賛同地域団体

（仮）亀田興毅、ＢＯＡ、上野樹里、ダルビッシュ有など

幅広く活躍されている著名人が環境宣言するのを

テレビ・新聞でパブリシティ化する。

成人式でエコバッグの配布
～二十歳になる著名人からエコ宣言～

若年層へのＰＲ
マイバッグ／ふろしき普及によるＣＯ２削減

ゴミを通した削減 施策⑦

成人になったから、環境問題も真剣に取り組もう
同世代の有名人がやるなら自分も実践しよう

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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倉木麻衣氏

倉木麻衣ファン

８月１１日～１０月２８日のコンサート会場

で倉木麻衣オリジナルふろしきを販売。

購入者には環境宣言して、自分が包みた

いものを写真にとって送ってもらう。

コンサート期間は会場でふろしき活用を積

極的に発信してもらう

・地球温暖化防止ソングを作成

・エコバンドの作成

・ゲリラライブを実施し、エコメッセージ（ふ

ろしき啓発、ヌードギフト）を発信

また、南太平洋マイバッグ企画との連携も

図る（詳細次ページ）

倉木麻衣
倉木麻衣さんに地球温暖化防止ソングを作成し、

子供番組にプロモート

ふろしき普及によるＣＯ２削減
チーム員加入促進

ライブ会場で発売する倉木さんオリジナルふろしき

ゴミを通した削減 施策⑧

倉木麻衣も実践しているし
自分も実践しよう

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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南太平洋の島々南太平洋の島々における環境問題とは。における環境問題とは。 南太平洋の島々のための南太平洋の島々のための
マイマイバッグのバッグの実績。実績。

2006年6月9日
フィジーで生活ゴミを
削減させるための

『マイバッグキャンペーン』が
実施され、

チーム・マイナス6％も
協力して数千枚のマイバッグを

フィジーに送りました。

マイマイバッグのバッグの更なる浸透へ。更なる浸透へ。

ゴミ処理問題に悩む
南太平洋の島々へ
マイバックを贈呈し

ゴミの減少を呼びかける
ツールとして使用してもらう。

倉木麻衣を
メッセンジャーとすることで

広く一般の方に
地球温暖化防止活動を

呼びかける。

フィジーをはじめとする自然豊かな南太洋州諸島で
近年、観年光客の増加や生活様式の変化により

人とモノの流れが増加し
生活廃棄物の環境への影響

ゴミ処理問題が極めて深刻な、状態となっています。

土地はもちろん、人口も経済も小さく
人材も技術も不足しています。
ゴミ処分場を作る場所は少なく

焼却炉を作る資金も技術もありません。
仮に援助で作ったとしても運営コストや

管理技術がないのです。

更に、気候変動や海面上昇の影響などの要素が
重なって住民の生活に変化が生じてきています。

地球温暖化による海面上昇
海岸の浸食も最近加速し

土地がだんだんと削り取られており、
その侵食スピードは

毎年毎年加速しているといいます。

倉木麻衣さんをメッセンジャーに
フィジーへ“麻衣バッグ”の贈り物

倉木麻衣

ゴミを通した削減 施策⑨
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日本プロボクシング協会

ボクシングファン

亀田選手を起用した「ＳＴＯＰや！レジ袋」ポ

スターを下期も継続して実施。

それに加え、試合会場内で観客に対して、

直接、啓発活動する

・試合会場内でのマイバッグの配布

・特設ブースを設置し、チーム員の獲得

・ポスター制作記者発表時に制作した「レジ

袋サンドバッグ」の活用

・マイクパフォーマンスによる啓発活動

日本プロボクシング

協会

日本プロボクシング協会とのタイアップ
（上期からの継続）

マイバッグ普及によるＣＯ２削減
個人チーム員加入促進 選手・リングアナにマイクパフォーマンスで積極的に環境宣言してもらう

ギフト商戦期には、「ヌード・ギフト」を発信してもらう

ゴミを通した削減 施策⑩

大好きな選手が推奨するから自分もやろう

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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大手流通各社におけるレジ袋削減キャンペーン
「シールでよろしいですか？」

日本フランチャイズ

協会

大手流通各社
（ローソン、ファミリーマートほか）

潜在的に環境意識がやや高い人

レジ袋を断るという行為を「可視化」し、コンビ
ニエンスストアの本気感を出す

キャンペーンキットを作成し、来店客の方から
レジ袋を断りやすい環境を整備する

レジ袋を断ることによるＣＯ２削減

サンキューシールサンキューシートの作成

ゴミを通した削減 施策⑪

一度は断ってみようかなと思うこと

サンキューポスターの作成

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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賛同企業企業 / リクルート

就職活動中の大学生

入場時に会場に来た学生で環境宣言した

学生に対して、説明会資料をマイバッグに封

入して配布。

リクナビからもチーム員登録ページにリンクする。

「チーム・マイナス６％チーム員企業合同説

明会」を実施することで、企業チーム員登録

数の促進を促す。

マイバッグ普及によるＣＯ２削減
個人／企業チーム員加入促進

合同会社説明会にて、マイバッグ配布
説明会封筒の変わりにマイバッグ！

賛同企業各社

及び

リクルートと連携

説明会封筒はエコバッグに。

ゴミを通した削減 施策⑫

説明会で企業から発信することで
企業の環境活動の重要性

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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表参道欅会
Ｘmsaギフトはふろしきで！

０６年アニュアルふろしき作成

原宿表参道欅会

20代～30代の若者

原宿表参道欅会商店街で、表参道特製ふ
ろしきを作成。年度毎につくることで、アニュア
ルプレート的アイテムとして継続を狙う。
クリスマス時期の表参道各ショップで賛同した
店舗で、

Ａ、店舗レギュラーラッピング
Ｂ、06年アニュアルふろしき

のいづれかを買い物客が選択

アニュアルふろしきは、その年の「クリエーター・
オブ・ザ・イヤー」がプロデュースする

ふろしき活用によるＣＯ２削減

企業連携

ゴミを通した削減 施策⑬

かっこいいふろしきを日常生活に取り入れたい

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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賛同企業

会社員

スーパーと企業がテナントに入っているビルで

の活動。

・一般利用客用と企業用のバスケットを色を

変え区別できるようにする。

・企業内にバスケット置き場を設置。

・ビルで働く会社員はランチタイムに企業用の

バスケットで買物することができる。

・バスケットで買物することにより、自ずとレジ

袋の削減に繋がる

企業連携

マイバスケット使用によるＣＯ２削減

企業用マイバスケットの導入

ゴミを通した削減 施策⑭

商品をレジ袋に入れ替えなくていい

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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飲料メーカー

外食派

飲食店で使用されている割り箸をプラスチック
製のものにする

飲料メーカーのインセンティブ商品として、飲
食店に納品してもらい、お箸には企業名が
表記されている。

（例）飲食店が使用しているビールジョッキな
どには、ビールメーカーから提供されている場
合が多く、このスキームをお箸にも適用する

企業連携
割り箸による温暖化防止の啓発

「ＳＴＯＰ、環境にワリー箸」

中国産割り箸の使用量の削減量

ゴミを通した削減 施策⑮

日常の中の意外性

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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主婦、デザイナー、流通関係者

複数の有名デザイナーにオリジナルマイバッグ

を制作してもらい、『TOKYO DESIGNER’S 

WEEK 2006』など、各種イベントで展示会を

実施。

デザイナー

リクルートＧ８

ソトコト/Ｊ－ＷＡＶＥ

オリジナルマイバッグを制作し、展示会を実施

マイバッグ普及によるＣＯ２削減
個人チーム員加入促進

リクルートＧ８ ギャラリー
ソトコト / Ｊ－ＷＡＶＥ

ゴミを通した削減 施策⑯

かっこいいマイバッグを日常生活に取り入れたい

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント

http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.popwuping.com/stuff/picts/eco.jpg&imgrefurl=http://www.popwuping.com/stuff/bags/index.php%3Fpage%3D3&h=300&w=230&sz=28&hl=ja&start=59&tbnid=Bb_b4aHzEk5u4M:&tbnh=116&tbnw=89&prev=/images%3Fq%3Deco%2Bbag%26start%3D40%26ndsp%3D20%26svnum%3D10%26hl%3Dja%26lr%3D%26sa%3DN
http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.cornwallwildlifetrust.org.uk/images/shop/large/jute_shopping_bag.jpg&imgrefurl=http://shop.cornwallwildlifetrust.org.uk/product_info.php%3Fproducts_id%3D102&h=509&w=485&sz=14&hl=ja&start=72&tbnid=qdzhoEpunSScNM:&tbnh=131&tbnw=125&prev=/images%3Fq%3Deco%2Bbag%26start%3D60%26ndsp%3D20%26svnum%3D10%26hl%3Dja%26lr%3D%26sa%3DN
http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.tokyo-motorshow.com/show/2005/public/goods/images/img_ecobag.jpg&imgrefurl=http://www.tokyo-motorshow.com/show/2005/english/public/goods/index.shtml&h=200&w=174&sz=11&hl=ja&start=74&tbnid=vyVqO5VSSjwJcM:&tbnh=104&tbnw=90&prev=/images%3Fq%3Deco%2Bbag%26start%3D60%26ndsp%3D20%26svnum%3D10%26hl%3Dja%26lr%3D%26sa%3DN
http://www.mrjutebags.com/sonystyle.jpg
http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.tshirtasp.com/hemp%2520tote.jpg&imgrefurl=http://www.tshirtasp.com/hemp.htm&h=300&w=300&sz=12&hl=ja&start=322&tbnid=2IDd8JQnnb8P6M:&tbnh=116&tbnw=116&prev=/images%3Fq%3Deco%2Bbag%26start%3D320%26ndsp%3D20%26svnum%3D10%26hl%3Dja%26lr%3D%26sa%3DN
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⑯ ＯＬランチタイム
～ふろしき・マイバッグ普及大作戦～

丸ノ内周辺企業
（大丸有再開発推進協議会）

女子社員

大手町・丸ノ内・有楽町の女子社員ランチタ
イムのお弁当をふろしき＆マイバックで購入し
てもらう。
・ＯＬにふろしき・マイバッグのモニターになって
いただき、「ふろしき・マイバッグ活用日記」ブ
ログに書いてもらう。
・上記の模様を雑誌などでも掲載し、ふろし
きを使用することに共感を得た人には、オリジ
ナルふろしき・マイバッグをプレゼント。

ふろしき＆マイバック使用者＝チーム員
使わなかったレジ袋の数から算出

企業連携

ゴミを通した削減 施策⑰

ふろしき・マイバッグを使うことがかっこいい

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
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「健全な危機意識の醸成」について

【計画詳細篇】



Copyright © 2006 Hakuhodo All Rights Reserved. STRICTLY CONFIDENTIAL

3.2.「健全な危機意識の醸成」： 全体計画および現時点での進捗状況（１／２）

健全な危機意識の醸成
主要ﾏｲﾙｽﾄｰﾝ

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

平成18年度

施策 連携先

交渉も含めた準備期間

環
境
省
主
体
事
業
（真
水
）

進捗
状況

○：協力依頼済
凡例 ◎：企画詳細内容検討中

△：交渉準備中

◎日本気象協会

平成19年度

⑨地域ごとの温暖化の影響(被害)情報の開発

⑬人気イラストレーター「上大岡トメ」
チーム・マイナス６％Webサイト
連載＆単行本出版企画

⑦環境関連映像のアーカイブ化
放送人環境ネットワーク（仮）の設立

⑩環境goo共同プロジェクト
環境goo ＲＳＳリーダーを活用した環境情報の配信

①デイリーCO2排出量情報の可視化（＝アイコン）
プログラム開発と、ＴＶ局･新聞社への配信

⑪気象キャスターネットワークを活用した
報道に使われやすいコンテンツの作成
および、天気予報番組での活用促進

⑫『京都議定書１０周年企画』
民放キー５局+新聞中央５紙合同企画
『これが日本の地球温暖化防止生活！
チーム・マイナス６％が世界を救う！！』（仮）

上大岡トメ

国立環境研究所、WWF、
FoE Japan等

民放連
NHKエンタープライズ

○

△

△

goo

△

◎

気象キャスターネットワーク

⑥年越しカウントダウンコンサート

テレビ局、新聞社、チーム員企業

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間 ⑩

⑥

⑦

⑤

⑨

⑧

交渉も含めた準備期間 ⑪

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

⑫

⑬

③もしも地球人全員があなただったら～TM6取り組み
実施が温暖化防止にどう寄与するか可視化～

⑧「An Inconvenient Truth」試写会による
オピニオンリーダー啓発

UIP
環境メディアフォーラム

アーティスト

チーム・マイナス６％WEB ○

②空から見る地球の悲鳴 Google社、パスコ社

クリスマス 成人の日 バレンタイン ホワイトデー

④エコ・ペディア チーム・マイナス６％WEB ◎

③

②

①

⑤「こどもチーム員」特別特派員で作る
「こどもチームマイナス６％新聞」

チーム・マイナス６％WEB ◎

④

⑭真木 蔵人ファミリー
「チーム・マイナス６％」日本全国エコの旅

タ
イ
ア
ッ
プ
・

連
合
広
告
・事
業

真木 蔵人ファミリー
ラジオ局、出版社

交渉も含めた準備期間

△

◎

△

○

○

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

⑭

※ブルーは、予算策定に反映されている施策です。
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3.2.「健全な危機意識の醸成」： 全体計画および現時点での進捗状況（２／２）

健全な危機意識の醸成
主要ﾏｲﾙｽﾄｰﾝ

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

平成18年度

施策 連携先

交渉も含めた準備期間

進捗
状況

○：協力依頼済
凡例 ◎：企画詳細内容検討中

△：交渉準備中

○
チーム・マイナス６％

チーム員企業

平成19年度

22 リアルマイロク先生派遣

25 子供番組と連携した
地球温暖化防止啓発ソングの開発

⑳「動物園」 ～動物が困っています～

⑮危機意識映像の拡充と上映タッチポイントの拡大

23  エコ・カレンダー

24  環境の本を売る
～ 「エコ読」フェア主要書店で開催 ～

メディア各社

県センター、地域の教育委員会
地域学校

動物園

△

チーム員各企業、各団体

⑲ウェザーニュース社とのコラボレーション

トーハン、出版各社、書店
松下電器

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

23

⑲

交渉も含めた準備期間 ⑳

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間 22

交渉も含めた準備期間 21

交渉も含めた準備期間 24

交渉も含めた準備期間 25

交渉も含めた準備期間 26

⑰富士山の展望台で
「地球温暖化による異変の現状」を
“ゆく年くる年”の年越し番組内で訴えかける

21 「うたとおどり」を通したマイロク啓発
各テレビ局、幼稚園

保育園

ウェザーニューズ社

テレビ局

⑯環境活動放送人大賞 民放連、テレビ各局 交渉も含めた準備期間

クリスマス 成人の日 バレンタイン ホワイトデー

⑰

⑯

⑮

⑱ブレインショック演出を活用した
日本水没マップによる危機意識醸成コンテンツ

茨城大学
チーム・マイナス６％WEB ⑱

26 マイロクをウォッチしているメディアとの連携を更に強化
マイロク仮想温暖化環境ジャーナリストの会
～「マイロクジャーナリストネットワーク」～の立ち上げ

連
携
事
業

BSフジ、ポニーキャニオン

△

△

◎

△

△

△

△

◎

○

○パ
ブ
リ
シ
テ
ィ

※ブルーは、予算策定に反映されている施策です。
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10月9月 12月11月 1月 2月 3月

健全な危機意識の醸成 情報戦略MAP

情報戦略

主要
連携
施策

新聞
１５ｄ
②

新聞
１５ｄ
②

政府
（真水）

企業
団体
連携

WEB
ｺﾝﾃﾝﾂ

新大臣×全国知事会

電気料
金値上げ

情報環境

目標達成に向けた
〝自分も貢献できる感“

創出

目標達成に向けた
〝自分も貢献できる感“

創出

受信者の身近な素材での
温暖化影響情報の提供

情報翻訳（自分事化）

受信者の身近な素材での
温暖化影響情報の提供

情報翻訳（自分事化）

Discover！ ECO Life
列島リレー企画

（北海道・東北）

Discover！ ECO Life
列島リレー企画

（関東･甲信越）

Discover！ ECO Life
列島リレー企画

（中部･近畿）
（中国・四国）

Discover！ ECO Life
列島リレー企画

（九州）

全国読書週間

冬ボーナス商戦 06年振返記事内閣改造

最新の科学的知見の提供

誤解･理解不足内容の
把握と必要情報

（根拠･科学的知見）収集

最新の科学的知見の提供

誤解･理解不足内容の
把握と必要情報

（根拠･科学的知見）収集

京都議定書十周年

An Inconvenint Truth
来場者促進

地域ごとの温暖化／被害情報の開発

国立環境研究所 WWF、FoE Japan等のNGO

年越し
カウントダウン

コンサート

環境goo共同プロジェクト

環境gooＲＳＳリーダー

を活用した環境情報の配信

環境活動放送人大賞

日本水没マップ
コンテンツ

環境の本を売る
「エコ読」フェア
主要書店で開催

子供番組と連携した
地球温暖化防止

啓発ソングの開発

危機意識映像の拡充と上映タッチポイントの拡大

京都議定書
１０周年企画

民法キー５局
新聞中央５紙合同企画

「空から見る地球の悲鳴」

Google Earthと連携

環境関連映像のアーカイブ化
放送人環境ネットワークの設立

気象キャスターネット
ワークコンテンツ促進

デイリーCO2排出量

情報の可視化

（財）日本気象
庁

研究所
NPO
連携

ﾁｰﾑ員
連携

リアルマイロク先生派遣

こどもT６％新聞

全国･地方メディア
自発的な記事･番組露出

WEBサイト

自発的な情報露出

全国パブリシティ化

●年越しカウントダウンコンサート

●富士山「温暖化による異変の現状」企画

地域に根ざした
参加機会の提供

危機意識をベースにした
各ACTの行動促進

地域密着
ライフスタイル化

準備

準備

準備

異常気象レポート
２００７

●気象異変×値上げ×政府の追加策発表

「IPCC第4次レポート
第1部「気候変動予測」

http://www.jccca.org/education/gazou/photo/img00144.jpg
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健全な危機意識の醸成 施策１

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

（財)日本気象協会
ＴＶ局、ラジオ局、新聞社

気象情報視聴者

危機意識の醸成。

（財）日本気象協会

共感ポイント
日々気にする天気を見る際に、ＣＯ２量の変動を

見ることで無意識のうちに、刷り込まれる。

（財）日本気象協会（財）日本気象協会

■ 気象環境センター主導、気象協会協力で日々のCO2排出量を
もとにした情報を開発

■ 情報提供メディアの確保
● 開発開始時からオンエア媒体の

確保を図る
● 開発開始時から同時進行でメディア

向け新規プロダクトの製作を行う
※天気予報などで「シロクマ情報（仮）」を配信。

毎日のCO2量の増減が可視化できる。

■ （財）日本気象協会による、DailyのCO2可視化情報
をアイコン化する。 （例」アイコン化されたシロクマが
ＣＯ２増減により元気になったり、ぐったりする。

■ CO2が増減する様を、お天気情報とともに毎日の
情報（＝アイコン）として配信。

■ CO2が増減量を可視化することで、一般の人々が温
暖化についての危機意識を常に持つようになる。

1.東京電力、東京都水道局等協力機関から
統計データを入手し協働で解析作業を行う

●研究部会：気象環境センター・東京電力･水道局
気象協会

2.左記データと気象データを元にした日別or時別の
CO2排出予測量算出アルゴリズムの開発

●研究部会：気象環境センター・気象協会

3.アウトプットの形態の決定
(CO2排出量に応じたシロクマ色分け等)

●メディア部会：気象協会所属の
現役気象キャスター、TBSニュース23
気象キャスター等でアウトプット・情報伝達形式の開発

デイリーCO2排出量情報の可視化（＝アイコン化）プログ
ラム開発と、ＴＶ局･新聞社への配信
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健全な危機意識の醸成 施策２

Google Earthとは、
Google社が無料で配布している世界中の衛星写真を、まるで地球
儀を回しているかのように閲覧することができるバーチャル地球儀ソフ
ト。

別途、GoogleMAPとの連動も検討。

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

Google社／パスコ社
衛星・航空写真提供会社

インターネットコンテンツ高利用者

Google社やパスコ社が持つ衛星・航空写真を活
用し、空から見る私の住む町の環境破壊の現状
をストレートに紹介危機意識を醸成

危機意識の醸成
チーム員登録者数の増加

Google

共感ポイント 温暖化現象は将来の話ではなく今の問題

空から見る地球の悲鳴
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・・・。・・・。

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

インターネットコンテンツ高利用者

チーム・マイナス６％の６つの取り組みに対して、
チェックをすると、地球人口60億人が自分と同じ
ように考え生活するとして、地球がどのように変化
するか地球の仮想未来を映し出す事が出来る。
更に現状のまま、訪れる未来とも比較する事が
出来る。

生活スタイルや環境に対する考え方を改め直す
キッカケになり、6％の削減が実現可能だと言う事
を視覚的に理解できる。

危機意識の醸成。
チーム員登録数の増加

健全な危機意識の醸成 施策３

チーム・マイナス６％
事務局

独自企画

[HP展開イメージ]

●あなたが行動するチーム・マイナス６％の6つの取り組みにチェックし
下記の｢仮想未来へ」のボタンをクリックしてください。

□ 冷房の設定温度は28℃、暖房時の室温は20℃にする。
□ 蛇口はこまめにしめる。
□ エコドライブをする。
□ エコ製品を選んで買う。
□ 過剰包装を断る・。
□ コンセントからこまめに抜く。

仮想未来へ

共感ポイント 温暖化現象は将来の話ではなく今の問題

※年代毎に３段階ほど進行が分かるようにする。

何もチェックしない時の
25年後→50年後→100年後の地球

もしも地球人全員があなただったら
～チーム・マイナス6％取り組み実施が温暖化防止にどう寄与するか可視化～

現在の地球

日本国バージョンも用意

チーム・マイナス６％WEB
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コンテンツの解説

温暖化との関係

検討（実施）されている対
応策や対処法など

上記のような内容を、以下の索引ごとにまとめていく。

● 「6つのアクション」に紐づけて

● 「県別」に紐づけて（地域性のあるものに限るが）

● 「エリア別」に紐づけて（同上）

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

チーム・マイナス６％ＷＥＢサイト

インターネットユーザー

【地域ごとの問題や対応法、対処法をまとめた
地球温暖化事典】

・チーム・マイナス6％版「WIKIPEDIA」。
・チーム員が感じている地球温暖化問題（身近
で感じて いる危機意識）や、それに対して、どの
ような対処をしているかを、チーム員自身が書き
入れていくことで コンテンツが増殖していく「地球
温暖化事典」

・索引を複数用意することで、書かれていることを
身近に感じるような構成にする。

危機意識の醸成

健全な危機意識の醸成 施策４

共感ポイント 温暖化現象は将来の話ではなく今の問題

【エチゼンクラゲ】

刺胞動物門鉢虫綱根口クラゲ目ビゼン
クラゲ科エチゼンクラゲ属に属する動物。
東シナ海，黄海，渤海から日本海にかけ
て分布する。

↓

○年に異常発生したのは温暖化の影響
↓

▼▼県では、○○○○○○することが
必要と言われています。

【例えば】

「県別」「エリア別」索引を作ることで、情報を発信する人だけでなく
同じエリアに住む人の「気づき」をうながす。
それと同時に、チーム・マイナス6％としての、地球温暖化防止用語集と
なっている。

エコ・ペディアの開設
チーム・マイナス６％

事務局
独自企画

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%88%BA%E8%83%9E%E5%8B%95%E7%89%A9%E9%96%80
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%82%A8%E3%83%81%E3%82%BC%E3%83%B3%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%B2%E5%B1%9E&action=edit
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%82%A8%E3%83%81%E3%82%BC%E3%83%B3%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%B2%E5%B1%9E&action=edit
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%82%A8%E3%83%81%E3%82%BC%E3%83%B3%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%B2%E5%B1%9E&action=edit
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健全な危機意識の醸成 施策５

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

チーム・マイナス６％サイト

小、中学生

こどもチーム員による、地域でのCO2削減活動の
様子をレポート。
送られてきたレポートは、TM6編集部にて
編集の上、「こどもチームマイナス６％新聞」を
HTMLメールにて配信。子どもチーム員に
限定せず、誰でも受信することが可能。
エコ・テク学校HPで紹介されているイベント、
活動などもタイムリーに紹介していく。

危機意識の醸成。
チーム員登録者数の増加。

共感ポイント
温暖化現象は将来の話ではなく今の問題

自分でも何か出来るんだ感
何をすれば良いのか分かりやすく解説

こどもチーム員によるレポート

「こどもチーム・マイナス６％新聞」メール配信「こどもチーム・マイナス６％新聞」メール配信

「こどもチーム員」特別特派員で作る
「こどもチームマイナス６％新聞」

チーム・マイナス６％
事務局

独自企画
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チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

アーティスト

アーティストのファン

恒例化してきた年末の年越しカウントダウンコン
サートにて、マイバッグを配布。チーム・マイナス
６％のチラシをいれ、地球温暖化防止活動の啓
発活動も実施。
アーティストからのエコメッセージ「初詣のお願いは
地球温暖化防止！絵馬にも書くこと！！」を
言ってもらう。ファンはマイバッグをもったまま初詣で
地球温暖化防止を祈り、絵馬に地球温暖化防
止を書いてもらう。
事後パブリシティでＴＶ放映

・危機意識の醸成。
・チーム員登録の増加。

アーティスト

共感ポイント 誰でもCO2削減できる

健全な危機意識の醸成 施策６

年越しコンサートにてエコバッグを配布

年越しカウントダウンコンサート
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健全な危機意識の醸成 施策７

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

民放連／NHKエンタープライズ

教育関係者

チーム員登録者数の増加
CO2削減

民放連
NHK

NHKエンタープライズ

環境関連映像のアーカイブ化
放送人環境ネットワーク（仮）の設立

共感ポイント 環境問題の重要性

ネットワークメンバーより依頼し、民放各局
ＮＨＫが放送した。番組で使用した映像、
放送未使用の映像を無償で提供して頂き
地球温暖化啓蒙イベント、ＷＥＢサイト
学校教育の場で活用することにより、
健全な危機意識の醸成に役立てる。
（著作権調整必要）

民放各局
ＮＨＫ（ＮＨＫエンタープライズ）

環境映像バンク

番組での使用啓蒙ビデオ制作

地球温暖化啓蒙イベント、ＷＥＢサイト、

学校教育の場などで映像を活用

※“ﾈｯﾄﾜｰｸ設立”呼びかけ人（案）：
「放送局社長、著名キャスター、タレント、脚本家」

※「事務局（案）：博報堂ＤＹメディアパートナーズ」
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チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

UPI・環境メディアフォーラム

オピニオンリーダー

危機意識の醸成。
チーム員登録者数の増加。

健全な危機意識の醸成 施策８

UIP
環境メディアフォーラム

TVアナウンス部・気象キャスター・議員・放送
作家・媒体社東京支社担当者・環境ジャーナ
リストなどのオピニオンリーダー向けの試写会を
開催し正しい科学的知見に基づいた危機意識
の醸成を図る。
更にオピニオンリーダーから、口コミや各媒体を
通じて危機意識を市民へ拡げていく。

世間一般

広める

<試写会を開催>

オピニオンリーダーを招待

共感ポイント 温暖化現象は将来の話ではなく今の問題

「An Inconvenient Truth」試写会による
オピニオンリーダー啓発
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チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

コンテンツ制作 ：国立環境研究所
WWF、FoE Japan等のNGO

情報発信 ：各地域メディア

各地域の生活者・各地域メディア

全国の各地域で温暖化による変化や被害、経
済的インパクト、政治的インパクトまでを特に当
該地域ならではの調査、分析をして、より身近な
影響情報として開発。各地域のメディアに紹介。

<例>新潟県 ＝ 温暖化による海面上昇の影響
で水没する地域が発生し、稲作に壊滅的なダ
メージを与える。

※全国を７ブロックに分け、各ブロック毎に素材を
開発。(北海道/東北/信越・北陸/関東中部/
関西/四国・中国/九州・沖縄）

危機意識の醸成。

健全な危機意識の醸成 施策９

<地域の温暖化による影響情報を開発。全国のメディアに配信>

Data Base

メディア

各地域の生活者

地域の温暖化による影響情報の流れ

共感ポイント 温暖化現象は将来の話ではなく今の問題

地域ごとの温暖化の影響(被害)情報の開発
チーム・マイナス６％

事務局
独自企画
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チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

goo

インターネットを利用する若年層

環境ポータルサイト環境gooとの共同プロジェクト
として、環境ニュースを前述RSS技術を活用し、
いちはやくユーザーに配信することで、日常的に
環境に対するマインドを育成させます。

また、前述、地域環境ポータルサイト情報もＲＳ
Ｓを活用し、更新情報等を配信。

タッチポイント網の形成。
チーム員登録者数の増加

健全な危機意識の醸成 施策10

① 地域サイト情報の更新すると・・・

② ユーザーのＲＳＳ
リーダーに情報が配信

goo

共感ポイント
温暖化現象は将来の話ではなく今の問題

自分でも何か出来るんだ感

環境goo共同プロジェクト
環境gooＲＳＳリーダーを活用した環境情報の配信
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チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

気象キャスターネットワーク

一次 : 気象キャスター
二次 : メディア

様々な気象情報に絡めて、温暖化の情報を報
道に使われやすいようなカタチにして、分かりやす
く伝える。

「気象キャスターネットワーク メールマガジン」など
のコンテンツを活用し、国民へ浸透しやすいメッ
セージングを進める。

チーム会員である気象キャスターがブログに配信、
更に個々のキャスターがその情報を担当番組な
どで利用。

危機意識の醸成。
チーム員登録者数の増加。

健全な危機意識の醸成 施策11

気象キャスター
ネットワーク

<気象キャスターネットワークHP>

<チーム会員気象キャスターのブログ>

個々の気象キャスターが情報を素材として利用

気象情報コーナーで利用

共感ポイント
温暖化現象は将来の話ではなく今の問題

自分でも何か出来るんだ感
何をすれば良いのか分かりやすく解説

世間一般

気象キャスターネットワークを活用した報道に使われやすい
コンテンツの作成、および、天気予報番組での活用促進
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健全な危機意識の醸成 施策12

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

テレビ局／新聞社／チーム員企業

環境に関心のある生活者

京都議定書が制定されてからちょうど１０年にな
るこの時に国民のインパクトに残る大企画を展開
します。ファミリーで見て地球温暖化防止に役立
つ環境番組を、５夜連続、民放キー局リレー特
番を史上初で実施、系列新聞もコラボする。

日本人のアイデンティティを見つめ直し、忘れかけ
ている生活の知恵や工夫を日本各地に訪ね、
生活者視点で温暖化防止の知恵を再発見する
ような番組を民放総力で、いよいよ来春に実現
予定！【６０分番組６分提供枠×５日を想定】

・危機意識の醸成。
・チーム員登録の増加。

テレビ局・新聞社

共感ポイント
温暖化現象は将来の話ではなく今の問題

誰でもCO2削減できる
何をすれば良いのか分かりやすく解説

５夜連続
キー局リレー環境特番

５日連続
中央５紙朝刊紙面展開

『京都議定書１０周年企画』
民放キー５局+新聞中央５紙合同企画

『これが日本の地球温暖化防止生活！チーム・マイナス６％が世界を救う！！』（仮）
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健全な危機意識の醸成 施策13

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

上大岡トメ／大和書房

インターネットを利用する主婦

テレビ朝日の番組に出演して地球温暖化問題を
自分事として考えるようになった人気イラストレー
ターの「上大岡トメ」さん。そんなトメさんがチーム・
マイナス６％オフィシャルサイトで連載を開始する。
トメさんらしい、誰が読んでも自分事として気付く
ような、ワンポイントレッスンを連載（週１回程度
更新予定）最終的には、サイトでの連載を一冊
の本にまとめ、大和書房から出版することを検討
中。

・危機意識の醸成。
・チーム員登録の増加。

TM6事務局
独自企画

共感ポイント 親しみやすさ／日常の中の気づき

上大岡トメさんの
直筆展開イメージ

ＷＥＢ連載をまとめて出版

人気イラストレーター「上大岡トメ」
チーム・マイナス６％Webサイト連載＆単行本出版企画
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健全な危機意識の醸成 施策14

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

真木 蔵人ファミリー
ラジオ局／出版社

自分でも何か出来るんだ感

サーフィンをしながら、自給自足のスローライフ
を実践している真木蔵人ファミリーが、キャンピン
グカーで１年間日本各地を巡る旅にでる。日本
各地のおいしいものや各地での出会いをＴＦＭの
レギュラーコーナーを作りレポート、またサーフスポッ
トでのビーチクリーンなど、各地のＦＭ局の協力を
得て環境活動イベントを実施し、地元の人々に
参加を呼びかけチーム員登録も促進する。さらに、
チーム・マイナス６％のＨＰで日記を連載し、１年
間の旅の成果を雑誌（真木蔵人さんは「ＫｉｎＧ」
想定、婦人明子さん「ＶＥＲＹ」を想定）にて特集。

地方ラジオ局協力による環境イベントなどで
各地域の人々のチーム員宣言

真木 蔵人ファミリー
ラジオ局／出版社

共感ポイント

アウトドアとナチュラルライフ関心層

真木 蔵人ファミリー
「チーム・マイナス６％」日本全国エコの旅
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健全な危機意識の醸成 施策15

危機意識映像の拡充と上映タッチポイントの拡大

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント

チーム員企業

温暖化意識の薄い人々

身近な動物に対する親近感から
問題に気付く

前期にも各地で上映した「地球温暖化問題を
訴える映像」を新規スペシャルムービーとして制
作します。

制作した映像素材に関しましては、チーム・マイ
ナス６％チーム員企業に継続的にプロモートを
実施し、上映機会の拡大を図ります。

チーム員企業

危機意識の醸成
チーム員登録数の増加

＋

スペシャルムービー 旬な動物など

継続的なTM６企業への
上映協力プロモート
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チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

民放連／テレビ各局

マスコミ関係者

メディアがテコとなった活動
危機意識の醸成。

チーム員登録者数の増加

健全な危機意識の醸成 施策16

民放連

民放テレビ局で、優れた環境に関する
取り組みや、環境問題をテーマにした番組
などを、民放連の協力でノミネートし
チーム・マイナス６％が入選作品を選定。
地道な行動や良質な番組をより多く懸賞
最優秀作品には環境大臣賞を授与。

これはメディアがテコとなって各地で
環境活動の啓発を推進するきっかけとしていく。

世間一般

伝わる

<環境大臣賞授与イメージ>

より活発に環境番組が増える

環境活動放送人大賞

共感ポイント 環境問題の重要性

メディアが啓発され
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健全な危機意識の醸成 施策17

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

家庭

甲信越に数多くする富士山展望台にて「地球温
暖化の影響で富士山の雪が解け始めている」
「雪のない富士山が当たり前になる日が来る」な
ど、科学的根拠に基づいた情報を『ゆく年くる年』
の番組内で紹介。

１年を振り返るこの時期と富士山がキレイだと思
う瞬間に危機意識を醸成することで切迫感と具
体行動の必要性を喚起する。

危機意識の醸成。
マイロクの露出拡大。

チーム・マイナス６％
運営事務局
独自企画

共感ポイント 温暖化現象は将来の話ではなく今の問題

テレビ局／チーム・マイナス６％

危機意識の醸成危機意識の醸成

温暖化の影響で雪が解け始めている

雪のない富士山があたりまえの日が来る。

ゆく年くる年

富士山の展望台で「地球温暖化による異変の現状」を
“ゆく年くる年”の年越し番組内で訴えかける
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ブレインショックとは・・・

・バラエティ番組等で人気の右脳開発向けのプログラムをベースとしたクイズ。
・１枚の写真が時間の経過とともに１箇所変わっていきその場所をあてる。

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

茨城大学 ＴＭ６ＷＥＢサイト

科学高関心層

スペシャルコンテンツとして、日本水没マップを活
用した危機意識醸成ムービー（ネット専用の
FLASHムービーも検討）を設置。

平均気温が上昇することで、自分達の住んでい
る場所が無くなるかもしれない、という事実を映
像という直接的なメッセージとして伝え、危機意
識を醸成。

危機意識の醸成
チーム員登録者数の増加

健全な危機意識の醸成 施策18

現在の地図

※地図は全国各水没エリア版を開発、より多くのユーザーに対し

危機意識を醸成

演出方法は逆ブレインショック？
本来はわかりにくく写真が変わっていくのがブレインショックであるが、このコン
テンツは直接的なショックを伝えるために明確に変わっていく演出とし、最後
に危機意識を醸成させるメッセージ「あなたのふるさと、大事な人を守るため
に今からはじめてみませんか」を表示、また、バイラル性を担保する為、友人
へ通知機能も検討

茨城大学

共感ポイント 温暖化現象は将来の話ではなく今の問題

ブレインショック演出を活用した
日本水没マップによる危機意識醸成コンテンツ
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チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

ウェザーニューズ社

お天気情報視聴者

現在、ウェザーニューズ社が展開している携帯電
話サイト「ウェザーニュース」等の会員を行っている
様々なプロジェクトを共同プロジェクトとし推進。

環境マインドの高い会員に対し、直接、アプロー
チが可能となり、かつ、プロジェクトで得られる情
報の共有化が可能となります。

タッチポイント網の形成。
チーム員登録者数の増加

健全な危機意識の醸成 施策19

ウェザーニューズ社

共感ポイント
身近な動物に対する親近感から
問題に気付く

ウェザーニュース社とのコラボレーション
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健全な危機意識の醸成 施策20

「動物園」で危機意識醸成を図る
～動物が困っています～

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント

上野動物園
旭川動物園

動物園

来園者

身近な動物を見る事で危機感をあおる

温暖化現象の影響を受けやすい動物の檻の
前で、温暖化が進むと、そこにいる動物が絶滅
してしまうという事を展示する。
また、絶滅危機の看板に「チーム・マイナス
６％」の告知も記載しておき、携帯を使用して
その場で「チーム員」の会員になれるようにする。

チーム員登録数の増加

私たちはこのまま温暖化が
進むと５０年後に絶滅して

しまいます。

シロクマ

そんな事にならないように
今すぐ温暖化を食い止めよう

さぁ～TM６のメンバーに
登録だッ！

私たちはこのまま温暖化が
進むと５０年後に絶滅して

しまいます。

シロクマ

今すぐ温暖化を食い止めよう
さぁ～TM６のメンバーに

登録しよう！

【QRコードで入会可能】

看板に「QRコード」を記載しておき
携帯電話から直ぐにでも入会出来る。

動物と看板を見る事によって
環境への意識が高まり

チーム員登録につながるようにする。

看板イメージ

チーム員登録！！
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チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

各地域の幼稚園児、父母

名古屋地域で知られている「みんなでへらそう
CO2」や「ストップ・ザ・温暖化・たいそう」などの環
境ソングを更に普及させる。

幼稚園やイベントで展開してもらい、その事実を
テレビ、新聞などのメディアで取り上げてもらう。

①各都道府県の幼稚園連合会にアプローチして、
お遊戯に取り入れてもらう。⇒ 父母への浸透

②各プロ野球・Jリーグなどでマスコット、チアリー
ダーに歌い、踊ってもらう。

③NHKみんなの歌や幼児向け番組で「ひろみち
お兄さん(佐藤弘道)」に踊ってもらう。

危機意識の醸成。
アクション活性化。

健全な危機意識の醸成 施策21

TM6事務局
独自企画

♪ ♪ストップ・ザ・温暖化・たいそう♪全国の幼稚園、保育園

共感ポイント 温暖化現象は将来の話ではなく今の問題

「うたとおどり」を通したマイロク啓発
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チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

県センター
地域の教育委員会

地域学校

小学生、中学生

■ リアルマイロク先生による「地球温暖化防止についての
派遣授業」をパッケージ化。

■ 国民室から県センターに呼びかけをし、派遣を希望する県
センターを募る。（先着順とし、１０～１５県に派遣）

■ 県センターは地元の教育委員会もしくは学校と連携し
派遣授業を実施。

■ 授業を受けた子供たちには宿題として、親子で自分の家庭
で出来る地球温暖化活動を考えレポートを提出してもらう。

■ レポートは、チーム・マイナス６％のＨＰ上で掲載し、子供たちが
地球温暖化防止の 取り組みを拡げていることをアピールする。

危機意識の醸成。
チーム員登録者数の増加。

県センター
教育委員会

健全な危機意識の醸成 施策22

国民室

県センター

派遣を希望を呼びかけ派遣を要請

教育委員会、学校

リアルマイロク先生を派遣派遣を要請

リアルマイロク先生による「地球温暖化防止について」の派遣授業

レポート提出 TM6%のHPで掲載

共感ポイント 温暖化現象は将来の話ではなく今の問題

リアルマイロク先生派遣
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エコ・カレンダーの制作

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

チーム員各企業、各団体

企業、団体、家庭

毎年自社カレンダーを制作しているチーム員企
業に「エコ啓発TIPS」などを盛り込んでもらえるよ
う交渉。

更には、カレンダーに「エコライフ・チェック・シート」
や「環境家計簿」などを織り込み各企業、各家
庭への啓発を行う。

家庭での環境活動実践数の増加

健全な危機意識の醸成 施策23

カレンダーメーカー

<通常の会社カレンダー>

+ 温暖化防止啓発情報

<温暖化防止啓発情報を盛り込んだ会社カレンダー>

株式会社 博報堂

株式会社 博報堂

共感ポイント
温暖化現象は将来の話ではなく今の問題

自分でも何か出来るんだ感
何をすれば良いのか分かりやすく解説
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健全な危機意識の醸成 施策24

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

トーハン／出版各社／書店／松下電器

小、中学生

■専門書より枠を広げて、環境関連書籍を１０
０冊、選定委員がセレクト。チーム・マイナス６％
編集の小冊子を開発し、選定本と小冊子を全
国数千店の書店に、書店取次より配本。

■このスキームについての支援企業を募り、書店
をメディアとしたＣＳＲ活動としての新聞、書店Ｐ
ＯＰ、栞等でチーム・マイナス６％と企業とのタイ
アッププロモーションを行う。

■候補タイアップ先：松下電器等の照明メー
カー・・・・ 「エコ球」で「エコ読」

書籍購入者の10％がチーム員
100冊×3000店×販売20％×10％＝6千人

取次会社
出版社 書店

一般企業

共感ポイント
温暖化現象は将来の話ではなく今の問題

誰でもCO2削減できる
何をすれば良いのか分かりやすく解説

○ 小冊子「エコ読」セレクト１００選者
（未交渉）

<書籍帯イメージ>

<売場イメージ>

【書店での販売展開イメージ】【書店での販売展開イメージ】

<小冊子イメージ>

環境の本を売る
～ 「エコ読」フェア主要書店で開催 ～
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子供番組と連携した
地球温暖化防止啓発ソングの開発

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

ＢＳフジ
／ポニーキャニオン

未就学児童及びその家族

ＢＳフジ及びポニーキャニオンと連携し、
未就学児童向けの地球温暖化防止啓発の
歌（及びダンス）を開発。

■夕方の子供向け番組内で、全国の幼稚
園に出向き、園児達と番組キャラクターが地
球温暖化防止啓発ソングを歌い踊る模様を
放映。
■同時に、全国の幼稚園にＤＶＤを配布し、
幼稚園のお遊戯や催し物での活用を呼びか
ける。
■また、連動したＷＥＢコンテンツを公開

全国の未就学児童のいる家庭での、
ＣＯ２削減活動実践。

ＢＳフジ

ポニーキャニオン

と連携

＜想定番組＞
・ＭＹポンキッキーズ
・東京キッズクラブ ２
・ネポスこどもＣＬＵＢ

健全な危機意識の醸成 施策25
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チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

ジャーナリスト

マイロクに興味、関心を持っている全国のメディア
と関係をより深め、温暖化に関する情報の連絡
ネットワークを築く。

TM6からの情報発信だけでなく、メディアのジャー
ナリストからの情報提供など相互的で、しかも持
続、継続性を持たせる。

通常中央では取り上げられないような各地域で
の取り組みや温暖化の影響などをマイロクが取り
上げて全国に発信し、情報を共有する。

危機意識の醸成。
マイロクの露出拡大。

健全な危機意識の醸成 施策26

チーム・マイナス６％
運営事務局
独自企画

写真週刊誌

TM6の
様々なPR活動

一般紙

マイロク仮想
温暖化環境

ジャーナリストの会

夕刊紙

スポーツ紙

週刊誌

女性誌

専門誌

業界誌

各ジャーナリストへの
連絡、情報提供

各ジャーナリストから
情報提供

マイロク
ジャーナリスト
ネットワーク

更なるメディア露出拡大につなげる

共感ポイント 自分達でも何（報道）か出来る

マイロクをウォッチしているメディアとの連携を更に強化
マイロク仮想温暖化環境ジャーナリストの会

～「マイロクジャーナリストネットワーク」～の立ち上げ

チーム・マイナス６％運営事務局
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「団体との更なる連携」について

計画詳細篇
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連携先のニーズや課題、状況を正確に把握した上での
相互にメリットのある 「コンテンツ開発」 と、「仕組みづくり」 に関するノウハウの確立

連携先のニーズや課題、状況を正確に把握した上での連携先のニーズや課題、状況を正確に把握した上での
相互にメリットのある相互にメリットのある 「コンテンツ開発」「コンテンツ開発」 と、「仕組みづくり」と、「仕組みづくり」 に関するノウハウの確立に関するノウハウの確立

団体との更なる連携 目的

能動性・自発性
●地球温暖化防止活動に対して、先進性がある、もしくは潜在的なニーズがある
●波及効果の期待がある （トップアプローチが効く、ルートメディアとして機能する等）
●ＣＯ２削減のアクションに近い人々で構成

＋

連携先の選定

継続的なオリエンテーション・ワーキンググループ・ヒアリング

率先主義に基づいて連携先を選定する

相互にメリットのある相互にメリットのある
コンテンツの開発コンテンツの開発

PhasePhase--1.1. コンテンツ開発コンテンツ開発

政府＋連携団体＋関連団体、国民が政府＋連携団体＋関連団体、国民が
ＷＩＮＷＩＮ ＷＩＮＷＩＮ ＷＩＮとなる連携構造づくりＷＩＮとなる連携構造づくり

PhasePhase--22．． 連携の仕組づくり連携の仕組づくり

「国民の行動喚起」の拡大する効果的な連携のノウハウの確立

連携相手のニーズや課題、状況を把握、共有
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連携先のニーズや課題解決の中に連携ポイントがある
押し付けではなく、まずは連携先のニーズや課題を丁寧にヒアリングし、状況把握・共有

使命を共有できる連携先、関連企業・団体のキーパーソンを発掘
地球温暖化防止という大義、相互のメリット、モチベーションを共有した信頼関係の創出

連携相手の課題の葉悪と共有連携相手の課題の葉悪と共有

連携を促進する為の関係づくり連携を促進する為の関係づくり

波及効果として期待する関連企業・団体のニーズや課題を把握・共有
連携先のみならず、関連団体のニーズや課題を丁寧にヒアリングし、状況把握・共有

波及効果の期待がある
関連企業・団体との関係づくり

波及効果の期待がある
関連企業・団体との関係づくり

効果的な連携を生み、行動を加速させるための効果的な連携を生み、行動を加速させるための
メリットを繋ぎ合わせたコンテンツの開発メリットを繋ぎ合わせたコンテンツの開発

相互にメリットのあるコンテンツを開発していくプロセスは相互にメリットのあるコンテンツを開発していくプロセスは
結果、人と人を繋ぐ有機的な関係の構築に発展していきます結果、人と人を繋ぐ有機的な関係の構築に発展していきます

平成１８年度下期も引き続き、連携相手のニーズや課題、状況を把握、共有するべく平成１８年度下期も引き続き、連携相手のニーズや課題、状況を把握、共有するべく

ＦＡＣＥＦＡＣＥ ＴＯＴＯ ＦＡＣＥＦＡＣＥ によるによる
継続的なオリエンテーション・ワーキンググループ・ヒアリングを、より多くの団体と行っていきます継続的なオリエンテーション・ワーキンググループ・ヒアリングを、より多くの団体と行っていきます

PhasePhase--1.1. コンテンツ開発コンテンツ開発

団体との更なる連携 基本方針 Phase-1.
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②② 実効的な連携相手実効的な連携相手

連携の仕組み（ＷＩＮ ＷＩＮ ＷＩＮ の構造づくり）

個別の団体や企業に対して、アプローチをするよりも、
効果的に国民の行動喚起を拡大するためには、適切な連携の仕組みが必要

国民の行動喚起の拡大

①①
実効的な実効的な
コンテンツコンテンツ

③③
関連企業・団体関連企業・団体
による波及効果による波及効果

画一的ではなく、画一的ではなく、連携先のニーズや課題、状況連携先のニーズや課題、状況を鑑みた、相互メリットのあるを鑑みた、相互メリットのあるコンテンツコンテンツを協働で投入を協働で投入

トップダウン、ルートメディア等、波及効果が期待できる連携団体を選定し、関連企業・団体へ働きかけトップダウン、ルートメディア等、波及効果が期待できる連携団体を選定し、関連企業・団体へ働きかけ

連携団体との協働により、関連企業・団体へ波及し、行動が拡大、増殖していく連携団体との協働により、関連企業・団体へ波及し、行動が拡大、増殖していく

①実効的なコンテンツ

②実効的な連携相手

③波及効果として期待する
関連企業・団体

PhasePhase--2.2. 連携の仕組づくり連携の仕組づくり

団体との更なる連携 基本方針 Phase-2.
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団体との更なる連携 施策１（1/9）

地域メディアが
チーム○○県を引っ張ります！

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

民放テレビ局、民放ラジオ局
地方新聞社、自治体、地元企業

各都道府県の生活者

すでに開始している民放テレビ１１４局とのビ
ジネススキーム。岩手、石川、山形、秋田、
新潟、富山、福井、島根、鳥取、長崎、
宮崎、と動き始めたこの活動をさらに深く熱い
ものにしていくために、成立案件を事例として
解説し、繰り返し説明会を開き、拡充を行い
ます。

地方メディアがテコとなった活動
温暖化の影響を郷土の問題として提言

地域

との連携

岩手県（ＩＢＣ岩手放送・テレビ岩手・岩手めんこいテレビ・岩手朝日放送）

「ＣＯ２ダイエットマイナス８％倶楽部いわて」

山形県（テレビユー山形・山形テレビ・山形さくらんぼテレビ・山形放送）

「家庭の省エネチャレンジキャンペーン」

長崎県（テレビ長崎）

「チームながさき」

石川県（北陸放送）

「エコライフ大作戦」

共感ポイント 地域色豊かに競い合うように
温暖化対策を地域
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チーム・マイナス６％国民運動として、全国的に盛り上がり感を作り上げていく

地域支援にもなるツールを用意
・WEB
・危機映像アーカイブ化
・環境放送人賞

団体との更なる連携 施策１（2/9）
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団体との更なる連携 施策１（3/9）

モデル事例づくり（事例研究による、次年度以降の施策検討）
民間団体とメディアの連携支援事業による「効果の検証」と「継続的かつ自立的な関係構築」に向けた施策検討

地域における「自立的」「継続的」な地球温暖化防止活動を確立・促進するためには、
個別の連携支援だけではなく、地域の地縁組織・ＮＰＯ・ＮＧＯ等、実効ある連携体制が求められる

【課題】

平成１７年度

「県単位」での削減活動体制に向けた、諸団体との関係づくり
地域毎の「連携」および「連帯」促進に向けた関係づくり（地域毎の課題、需要の把握）

平成１９年度

支援からの自立へ
県単位チームとの関係強化により、地域毎の地球温暖化防止活動の恒常化を図り

以後の継続・自立的な取組みを促進

（上期）

「京都議定書」第一約束期間（平成２０年～平成２４年）までの３年間で

地域毎、地球温暖化防止運動が「継続的」「自立的」に実践できる状態を作る

（下期） メディアが主体となった「県民運動」づくり

平成１８年度 下期の地域施策は

メディアが主体となった「県民運動」づくり を全国で実施
県単位毎の協力体制づくり（チーム○○県） ＋ 各都道府県内における地球温暖化防止の機運づくり

平成１８年度 下期の地域施策は

メディアが主体となった「県民運動」づくり を全国で実施
県単位毎の協力体制づくり（チーム○○県） ＋ 各都道府県内における地球温暖化防止の機運づくり

平成１８年度
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提案背景 「番組のインターネット配信」 「地上デジタル波」問題により、
今、地域メディアはその存在意義が問われることとなりました。

都道府県単位の地球温暖化防止の「県民運動」づくりは
地域メディアにとって、未来の「まちづくり」念頭においた社会的責任であると同時に、

郷土の名所・名産の危機といった独自の情報を伝える「コンテンツ」として機能します。

地域メディアの地球温暖化防止活動への積極的な取り組みが
「郷土愛」を起点とした新しいビジネスモデル構築を実現するものと考えられます。

地域毎の地球温暖化防止運動を「自立的かつ継続的」なものにしていくためには

地域メディア自身が地球温暖化防止を“ビジネスモデル”にしていくことが必要

～進化する環境コミュニケーション～～進化する環境コミュニケーション～

環境コミュニケーション環境コミュニケーション2.02.0

平成１８年度上期、この手法による石川県、岩手県での成功事例をモデル化

広告発想ではない、新しいソーシャルワークを提案します。

以後、継続的なオリエンテーションの際に、各地の成功事例を地域メディア担当者の生の声で報告

その報告が、他地域メディアを触発、連鎖して地域毎の「県民運動」が全国的な広がりへ

団体との更なる連携 施策１（4/9）
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人と人とが確実に繋がる
体制と機運づくり

環境省
ＴＭ６

（博報堂）
テレビ局

東京支社
テレビ局

地域本社

ラジオ局

新聞社

地域メディア
県単位での動きへ県単位での動きへ

能動性を引き出す能動性を引き出す
「思い」の伝播・共有「思い」の伝播・共有

キーパーソン

使命を共有する
キーパーソンの発掘

地域メディアのビジネスとなり
自立的･継続的な運動へ

～進化する環境コミュニケーション～～進化する環境コミュニケーション～

環境コミュニケーション環境コミュニケーション2.02.0
広告発想ではない、新しいソーシャルワークの提案

環境省・博報堂の「環境省・博報堂の「想い想い」や「情熱」が、地域メディアの東京支社・担当に伝播し」や「情熱」が、地域メディアの東京支社・担当に伝播し
東京支社・担当者の「東京支社・担当者の「想い想い」や「情熱」が、地域メディア本社全体に浸透していく」や「情熱」が、地域メディア本社全体に浸透していく

団体との更なる連携 施策１（5/9）

新たなビジネス課題を与える新たなビジネス課題を与える
オリエンを継続的に実施オリエンを継続的に実施

都道府県毎のニーズや課題を把握・共有し、都道府県毎のニーズや課題を把握・共有し、
都道府県庁とのコーディネート機能を果たす都道府県庁とのコーディネート機能を果たす

都道府県
地球温暖化防止センター

都道府県民

CSOなど
地縁組織

地域の企業

都道府県庁

ＮＰＯ
ＮＧＯ

ＳＴＥＰ１ＳＴＥＰ１ ＳＴＥＰ２ＳＴＥＰ２ ＳＴＥＰ３ＳＴＥＰ３

地球温暖化
防止

地球温暖化
防止
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自社のＣＳＲ、ブランディング、ビジネスモデル構築

「会社」「会社」にとっていいことをしているにとっていいことをしている

企業・団体のヴィジョン

担当者個人のやる気・やりがい

「自分」「自分」にとっていいことをしているにとっていいことをしている

担当者のモチベーション

地球温暖化防止に向けた「まちづくり」という社会課題解決

「社会」「社会」にとっていいことをしているにとっていいことをしている

社会的大義

３つの要素が同じ方向に向いたとき、担当者の「情熱」や「想い」が全体に浸透していく

地球温暖化防止の「県民運動」づくり

使命感を持った使命感を持った 「キーパーソン」「キーパーソン」 の発掘が不可欠の発掘が不可欠

平成17年度から平成18年度にかけて、博報堂は地域メディアに対し、メディアの力によって「地球温暖化」という社会課題解決に寄
与するという社会的責務の遂行が、結果として「郷土愛」に基づいた「まちづくり」となり、さらには「新しいビジネスモデルの構築」となっ
ていくというオリエンテーションを重ねてまいりました。

博報堂から地域テレビ局・新聞社・ラジオ局へ、継続的なオリエンテーションを行い、上記3つを「共有」できる「キーパーソン」を発掘

団体との更なる連携 施策１（6/9）

使命を共有するキーパーソンの発掘ＳＴＥＰ１ＳＴＥＰ１
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その１：体制作りその１：体制作り

全県的な宣言コピー

コラボロゴの開発

シンボリックな宣言者

ＰＲのヤマ

一民間メディアの宣言ではなく、全県的にオーサライズされた宣言コピー

全県的な連帯感を共有するためのＣＯ２削減目標（宣言者数など）

県知事、地元出身の著名タレントなど

お祭りなど県下の象徴イベントをカーボンオフセットし、宣言の場とする

主要団体の巻込 県庁、都道府県センター、商工会議所、青年会議所、経済同友会など

その２：機運作りその２：機運作り

温暖化による危機啓発
地元カスタマイズな温暖化の「影響」をコンテンツ化し恒常的に自社で発信

例：郷土名所、名産の危機訴求（郷土愛を起点とした自分事化）

個人の参加誘致 地元発の温暖化の「影響」を受け、郷土愛の高揚と共に参加者を募る仕組

目標設定

政府と県のキャンペーンである、という二重傘をロゴマークで可視化

企業・団体の参加誘致 国＋県のお墨付き感のあるキャンペーンへの参加企業・団体を募る

継続的、自立的に向けて、「地球温暖化」および「地球温暖化防止の県民運動」（ＴＭ６とのコラボ）が

営業ツール、コンテンツとなり、ビジネスモデル構築へ

継続的、自立的に向けて、「地球温暖化」および「地球温暖化防止の県民運動」（ＴＭ６とのコラボ）が

営業ツール、コンテンツとなり、ビジネスモデル構築へ

団体との更なる連携 施策１（7/9）

県民運動にための体制を作り、県民の具体的な行動喚起のための機運を作っていく
その過程を通し、人と人が確実につながり、地域での運動が連鎖拡大していく

人と人が確実につながる体制と機運づくり

全県的な本気度

都
道
府
県
庁
と
の
調
整

波及効果への布石

ノ
ウ
ハ
ウ

チ
ー
ム
・マ
イ
ナ
ス
６
％
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

プレイヤーの増殖

全
社
的
体
制
を
敷
く

チ
ー
ム
・マ
イ
ナ
ス
６
％
か
ら

コ
ン
テ
ン
ツ
サ
ポ
ー
ト

土壌づくり

ＳＴＥＰ２ＳＴＥＰ２
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団体との更なる連携 施策１（8/9）

メディアのビジネスモデルメディアのビジネスモデル

メディア

活動主体

企業
ＴＶ

ラジオ

新聞

タウン誌

県・市町村

県センター

推進員

ＮＰＯ

コンテンツ化

キャンペーン経費

広告費

活動ネタ

連携

県民

啓発
活動機会の提供

企業イメージアップ
エコ商品の選択

行動の成果
活動への参加

キャンペーンの
盛り上げ

地域メディアのビジネスとなり 自立的･継続的な運動へＳＴＥＰ３ＳＴＥＰ３
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団体との更なる連携 施策１（9/9）

博報堂は、１８年度上期に、全ての都道府県庁、地球温暖化防止都道府県センターへのヒアリングを行い、

各都道府県ごとに、①特徴ある取り組み ②ニーズ ③広報に関する取り組み等 ④地域に根ざした取り組み等

⑤キーパーソン、団体、メディア ⑥総評に取りまとめ、それを元に、より実効的な連携施策を提案していきます。
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タッチポイント網の構築イメージ

現在、gooで展開中のブログシステムを４７都道府県地域ポー
タルサイト運営スタッフに開放。
ブログ形式の為、運用は容易で更新をスムーズに行われる為、
スムーズなタッチポイント網の形成が可能。
また、各地域の環境キャンペーンや活動報告が全国規模で展
開できるメリットも。

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

各地域の放送局及び地方自治体等

各都道府県の温暖化防止活動従事者
何らかの気づきを受けた生活者

チーム・マイナス６％オフィシャルサイトに紐付く形
で４７都道府県サイトを展開、運用は地域密着
型のコンテンツを実装するため放送局等に委託。

チーム・マイナス６％と各地域サイトとで、様々な
連動プロモーションを展開。

タッチポイント網の形成。
チーム員登録者数の増加

団体との更なる連携 施策２

goo
地方局

地方自治体 他

共感ポイント 都道府県の取組を地域色豊かに楽しめる

ブログを活用した
チーム・マイナス６％地域環境ポータルサイト網の構築
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“Discover ! ECO Life” 列島リレー
地方紙連合企画（連動企画次頁参照）

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

地方紙・ブロック紙／チーム員企業
都道府県地球温暖化防止活動推進センター

地方生活者

平成１８年度上期に実施した
エリアコミュニケーション研究会（博報堂と各地方
紙との連絡協議会）主導で実施した環境企画、
“ＣＯＯＬ ＢＩＺ”参加宣言地方紙連合広告の第
２弾として、
地方紙と都道府県地球温暖化防止活動推進
センターとの連携による“Discover! ECO Life 列
島リレー”記事。上８段でＷＡＲＭ ＢＩＺと環境技
術をベースにしたライフスタイルを提案し、下７段で
関連企業による協賛広告を展開。

団体との更なる連携 施策３

レスポンス
（削減量／登録数）

地方メディアをテコとしたライフスタイル提唱
企業・個人のチーム員宣言促進

○○県□□市

△△建設
○○県□□市

××酒店

○○県□□市

□□運輸
○○県□□市

グループ★

○○県××市

●●電機
○○県××市

◆◆繊維

○○県□□市

◎◎電力
○○県□□市

★★通信

○○県△△市

△△飲料
○○県□□市

〇〇食品

○○県□□市

△△建設
○○県△△市

××自動車

新聞社

都道府県センター

と連携

共感ポイント メディアが主体的にテーマを地域に浸透
地域メディアに新規ビジネスの可能性を
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“Discover ! ECO Life 列島リレー”
地方紙連合コラボ

時事通信社取材記事配信パック

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

地方紙・ブロック紙

中高年層

地方紙ブロック紙で連合企画との組合せ。

時事通信社の取材による、日本各地の
生活の知恵、情報などを配信。

地産地消の実例、地方に伝わる
ＷＡＲＭ ＢＩＺの知恵など地方発の情報を時
事通信社が発信する事にリアリティがあり、情
報の積み重ね効果を狙う。

５段１／５程度５０回の配信を予定。

団体との更なる連携 施策４

レスポンス
（削減量／登録数）

〇〇〇〇〇〇〇〇〇
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配信記事５段１／５

新聞社

と連携

地方メディアをテコとしたライフスタイルの提唱
企業・個人のチーム員宣言促進

共感ポイント メディアが主体的にテーマを地域に浸透
地域メディアに新規ビジネスの可能性を
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お正月別刷り企画「ふるさと新聞」展開
＆「Discover ! ECO Life」フォーラムを５地区で開催

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

読売新聞社

中高年層

１０年続いている読売新聞のお正月「ふるさ
と新聞」企画をチーム・マイナス６％企画とし
て実施。様々な生活の知恵、ふるさとの知恵
を読売新聞の総力で収集。
さらに年末には、生活の知恵やふるさとの知
恵を伝えるフォーラムを、地元ゆかりの人物な
どのディスカッションとして全国５ケ所で開催。
このフォーラムの模様も「ふるさと新聞」のコン
テンツとして展開する。

団体との更なる連携 施策５

レスポンス
（削減量／登録数）

Discover ! ECO Lifeの提案
チーム員宣言の促進

読売新聞社

と連携

共感ポイント 地域色豊かな温暖化の取組が顕在化
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団体との更なる連携 施策６

各県のタウン情報誌との連携
～エコライフをテーマとした
フリーペーパーの発行～

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

タウン情報全国ネットワーク
及び各県のタウン情報誌

各県単位の地元在住若年層

タウン情報全国ネットワークを通じ、全国のタ
ウン情報誌にエコライフをテーマにした季刊フ
リーペーパーの発行を呼びかけ地元で信頼の
厚いタウン情報誌のメディア力による若年層
の危機意識啓発を狙う。

■各タウン情報誌にエコライフをテーマにした
フリーペーパーの発行を呼びかけ。（実施の意
思があり、最終的に自力でフリーペーパーを
継続できる出版社と組む）
■各出版社は地元企業からの広告収入で
フリーペーパーを発行することを基本にしなが
らも、初期においてはＴＭ６％が広告を出稿
することにより、出版社をサポートする。

・地元若年層への危機意識の醸成

各県の

タウン情報誌

宮城岐阜徳島 広島沖縄

北海道＜poporo＞ 青森＜ふぃ～らあ＞ 岩手＜アキュート＞ 宮城＜せんだいタウン情報S-Style＞
秋田＜あきたタウン情報＞ 山形＜山形ZERO23＞ 福島＜シティ情報ふくしま＞ 福島＜こおりやま情報＞
福島＜タウンマガジンＩＷＡＫＩ＞ 栃木＜タウン情報もんみや＞ 新潟＜にいがたタウン情報＞
富山＜タウン情報とやま＞ 岐阜＜ＴＪ－ＧＩＦＵ＞ 静岡＜Tan-HAMA＞ 三重＜月刊Kujira＞
奈良＜ぱ～ぷる＞ 和歌山＜タウン情報アガサス＞ 島根＜タウン情報Lazuda＞ 岡山＜タウン情報おかやま＞
広島＜TJ-Hiroshima＞ 徳島＜タウン情報あわわ＞ 香川＜ＴＪ Ｋａｇａｗａ＞ 松山＜タウン情報まつやま＞
高知＜ほっとこうち＞ 福岡＜タウン情報ふくおか＞ 佐賀＜タウン情報さが＞ 長崎＜ながさきプレス＞
熊本＜タウン情報クマモト＞ 大分＜シティ情報おおいた＞ 宮崎＜タウンみやざき＞ 鹿児島＜ＴＪカゴシマ＞
沖縄＜おきなわ倶楽部＞

＜タウン情報全国ネットワークに加盟しているタウン情報誌＞
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Ｊリーグ「地球を守ろう！
サッカーが好きな僕／私の環境アクション」

日本サッカー協会
Ｊリーグ

サッカーファン

ホームタウンの子供達が夢と共に
自分の出来ることを環境意識を高める。

（応募者＝チーム員）

日本サッカー協会

Ｊリーグ

との連携

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

ＪＯＭＯオールスターサッカーを機に、
選手会長の中山選手のＣＭを制作、
これに続いて、Ｊリーグの各チーム代表
選手出演のリレーメッセージＣＭを制作。

さらにスタジアムを訪れる子供たちに環境を
テーマにした作文、絵画、写真を募集し、多
くの賞を設定、それを新選手会長の宮本選
手から表彰するなど、選手とファンが一体と
なった展開を実施。
これらの活動をタブロイドに編集して３月の開
幕時に全スタジアムで配布する。

共感ポイント サッカーの連帯感を温暖化防止でも共有

団体との更なる連携 施策７
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団体との更なる連携 施策８

表参道ライティング復活
表参道欅会

との連携

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

原宿表参道欅会
チーム・マイナス６％参加企業

（サンヨー・ＮＴＴドコモ・東京電力等協賛検討）

若者／カップル

エコアベニュー宣言をしている表参道があえてイル
ミネーションを点灯することで環境を語る企画。こ
の灯りは、排出権購入や欅会の店舗がウォーム
ビズ活動をする事でＣＯ２を削減、カーボンオフ
セットすることで点灯していることをアピールし、京
都メカニズムについて訪れる人々に実感してもら
うもの。また、表参道のバナーを活用してメッセー
ジを発信、ラフォーレ原宿・表参道ヒルズ（壁
面）・アストロビジョンなどの表参道の主要スポット
と連動したイベントを実施する。

京都メカニズムの理解促進
チーム員宣言促進

照明デザイナー面出薫

和とエコをコンセプトにした
ライティングオブジェの実施

共感ポイント 温暖化防止とムードな夜をカップルで共有
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団体との更なる連携 施策９（1/2）

エコエコチャレンジチャレンジ ホテルホテルの普及の普及

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

エコチャレンジホテル

ホテル利用者

客室内の温度は自主基準を設けて空調を管理
するなど、 省エネルギーや節水に努めたりしてい
る環境対応への一定の条件を満たした宿泊施
設が、「エコ チャレンジ ホテル （環境に取り組む
ホテル）」 として認定されている。

そこで｢エコチャレンジホテル」の認知拡大と利用
の拡大を図り、地球温暖化防止（CO2削減）に
つなげる。

アクション活性化。
チーム員登録者数の増加。

エコチャレンジホテル

■エコチャレンジホテル普及のための段階的アクション

1st Phase  企業の利用啓発

TM6TM6％の％のチーム員企業に対しチーム員企業に対し、、

「エコチャレンジホテル」を「エコチャレンジホテル」を

メールマガジン等で積極的に紹介メールマガジン等で積極的に紹介。。

企業の企業のCSRCSRの一環として、「エコホテル」の一環として、「エコホテル」

の利用率をアップする。の利用率をアップする。

⇒エコホテル利用率を⇒エコホテル利用率を

「環境報告書」へ記載。「環境報告書」へ記載。

環境報告書

1

2

22ndnd Phase TM6Phase TM6とのコラボレーションとのコラボレーション

認知度を更にアップさせるため認知度を更にアップさせるため

TM6TM6％とコラボレーションしていることを％とコラボレーションしていることを

明示し、利用率増加に繋げる。明示し、利用率増加に繋げる。

コラボレーションロゴを作成し、コラボレーションロゴを作成し、

「「エコチャレンジホテエコチャレンジホテル」の利用が、ル」の利用が、

地球温暖化防止活動に繋がる地球温暖化防止活動に繋がる事事を啓発。を啓発。

＋

33rdrd Phase Phase タッチポイントの増加タッチポイントの増加

積極的にメディア露出を図り、積極的にメディア露出を図り、

「「エコチャレンジホテルエコチャレンジホテル」の認知拡大を行う。」の認知拡大を行う。

※※様々な場所でのタッチポイントを増やす。様々な場所でのタッチポイントを増やす。

◎フリーペーパー等に記事掲載
・例えば、全日空機内のフリーペーパーに
全日空ホテルの活動内容を掲載する。

◎雑誌や放送でエコチャレンジホテルを紹介
・エコチャレンジホテルを利用することが企業の
CSR評価になることをメディアで紹介。

◎楽天トラベル/yahoo!トラベル
・商品選択の際、「エコ」というチェックボックスを
増やし、「エコホテル選択」という潜在需要を開拓

意外なところでも地球温暖化防止共感ポイント
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団体との更なる連携 施策９（2/2）

エコチャレンジ ホテル普及の構図エコチャレンジ ホテル普及の構図

環
境
省

環
境
省

「
実
施
本
部
」
設
置

＋

博
報
堂
（
全
社
体
制
）

国
民
へ
浸
透

国
民
へ
浸
透

「登録 宿泊施設」

シティホテル
ビジネスホテル
リゾートホテル

旅館
ペンション

ユースホステル
公営・民営国民宿舎

①

エ
コ
ホ
テ
ル
増
加
施
策

②

エ
コ
ホ
テ
ル
利
用
の
啓
発

首旅建国管理集団グループ

（社）全国旅行業協会、
（社）日本観光協会、
（社）日本ﾂｰﾘﾝｸﾞ産業団体連合会
国際観光振興機構 ‥

（ ）内は加盟軒数

「各種団体」

旅行業界

旅館・ホテル業界
ホ
テ
ル
・
旅
館
業
界
を
統
括

旅行会社

健保組合・
福利厚生関連企業

ホ
テ
ル
利
用
の
窓
口

全国環境衛生同業連合会 （23,000）
（社）日本ホテル協会 （232）
（社）日本観光旅館連盟 （7,000）
（財）日本ﾕｰｽﾎｽﾃﾙ協会 （320）
国民宿舎協会 （167） ‥

グリーン購入ネットワーク

国際環境ビジネスネットワーク

ホ
テ
ル
業
界
・利
用
者
へ

環
境
情
報
を
発
信

日本エコツーリズム協会

GNPエコチャレンジホテル （311）

ホテル・旅館業のグリーン購入
ガイドライン策定
エコホテル普及のためのｾﾐﾅｰ

エコツーリズムの情報提供と
人材育成

スウェーデンの最新エコホテル紹介

啓
蒙
・
連
携

＜エコホテルの利点＞

部屋：自然素材
ごみ：削減
ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量：削減
水の利用：削減
朝食：オーガニック
地域：自然保全 ‥

「環
境
に
配
慮
す
る
→
利
用
に
つ
な
が
る
」
グ
リ
ー
ン
購
入
の
図
式
を
形
成

ホテル・
旅館

検索WEB
サイト

メディア戦略

・エコホテル成功事例紹介
・エコな利用者のｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ

を還元キャンペーン
・ロハス的なホテル利用法

旅先では「心の贅沢」、
「モノの贅沢」は時代錯誤

企
業
側
の
努
力

利
用
者
側
の
意
識
向
上

エ
コ
ホ
テ
ル
の
増
加
と
利
用
の
増
加

エコチャレンジ ホテルを普及させる事で
地球温暖化防止（CO2削減）に繋げる。
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団体との更なる連携 施策10

日本百貨店協会と連携

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

日本百貨店協会

買い物客

・日本百貨店協会会員の百貨店企業で、
「WARM BIZ」の展開要請実施予定。

・ふろしきをはじめとする、「スマートラッピング」
運動推進の実施要請。

・各百貨店のポスター掲示スペースにおける、
普及啓発ポスター掲出の協力依頼。

レスポンス
（削減量／登録数）

6つのアクションでCO2削減

ポスター掲出による危機意識醸成

日本百貨店協会

と連携

各 百貨店へ

売場で「WARM BIZ」の展開

「スマートラッピング」運動推進

普及啓発ポスター掲出の協力依頼

生活者に近い場所での温暖化防止共感ポイント
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団体との更なる連携 施策11

全日本学生自動車連盟と連携

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

全日本学生自動車連盟

モータースポーツに興味のある学生

・全日本学生自動車連盟は、全国121大学
の自動車部が加盟する国内最大の学生
モータースポーツ運営組織。

・加盟大学の自動車部室及び大学構内で
の普及啓発ポスターを掲出依頼。
併せて、部車への啓発ポスター掲出依頼。

・エコドライブ教室への講師派遣。

レスポンス
（削減量／登録数） エコドライブで、CO2削減

全日本学生

自動車連盟

と連携

全国121大学加盟の自動車部部室
及び大学構内での普及啓発ポスターを掲出依頼。

全国121大学加盟の自動車部から、
エコドライブ教室への講師派遣。

クルマ好きのクルマでできる温暖化防止共感ポイント
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団体との更なる連携 施策12

全国地球温暖化防止活動推進センターと連携
JCCCA

と連携

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

全国地球温暖化防止活動
推進センター（JCCCA）

親子

・JCCCAの体験型学習施設「ストップおんだ
ん館」で既に実施済みの「ピーターラビット展」
を様々な地域に巡回展開予定。

・各地域で展示会に来た方をチーム員とする。

・パッケージ化されている展示会を地域に展
開することで、予算的にも安価にでき、且つ
展示できた各地域で温暖化防止活動を更
に活性化させることが可能となる。

レスポンス
（削減量／登録数）

展示会での危機意識醸成
チーム員獲得施策

ピーターラビットや湖水地方に関して、パネル展示を行う。

大橋マキさんによる
ピーターラビットの
絵本の読み聞かせ
なども行う。

地方へ巡回展示を実施！

共感ポイント キャラクターの世界観を通じたメッセージ
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日本私立大学協会と連携

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

日本私立大学協会

私立大学／学生

・私学協会の加盟大学・会員大学に、チー
ム員になるよう、参加を呼びかける。
⇒ 全国の私立大学のチーム員化。
特にISO14001取得大学のチーム員化。

・チーム員となった大学は、学生に対して温
暖化防止啓発活動を実施。
⇒ 学生もチーム員となる。

・私学協会の「教育学術新聞」が、チーム員
となった大学に関して、取材を実施。

レスポンス
（削減量／登録数）

大学のチーム員化
チーム員獲得施策

私学協会と連携

各大学のチーム員化

日本私立大学協会日本私立大学協会

学生もチーム員となり、
温暖化防止活動や
エコライフ推進を行う。

「教育学術新聞」が、チーム員となった
大学に関して、取材を実施。

団体との更なる連携 施策13

共感ポイント トップダウンアプローチによる波及効果
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（財）日本野鳥の会と連携

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

（財）日本野鳥の会

自然愛好家

・日本野鳥の会の、地域での各支部の集会
がある際に、温暖化防止啓発（危機意識醸
成）の冊子配布や、啓発イベントを企画。

・同時に、集会された方に対し、チーム員獲
得施策を実施。

レスポンス
（削減量／登録数）

危機意識醸成
チーム員獲得施策

日本野鳥の会

と連携

各支部の集会がある際に、
温暖化防止啓発（危機意識醸成）の
冊子配布や、啓発イベントを企画。

チーム・マイナス6％のチーム員となり、
CO2削減のための具体的な6つのアクションを宣言

温暖化問題が自分事になる人で構成
されているため、アクションに繋がる

共感ポイント

団体との更なる連携 施策14
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エコ･リーグ及び学生と連携

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

エコ･リーグ／学生

大学生

・エコ･リーグは全国の大学環境サークルなら
びに環境活動する青年の最大ネットワーク。

・エコ･リーグ発信の、大学学園祭で地球温
暖化防止の啓発やエコライフ推進呼びかけの
イベントを実施。

・また、地球温暖化防止月間（12月）に地域
通貨の一種である「ECO通貨」を配布を開
始し、大学近くの商店会などで
使用できるようにする、等企画中。

レスポンス
（削減量／登録数） 温暖化防止啓発活動

エコ･リーグ／

学生と連携

各大学

エコリーグエコリーグ

大学学園祭で
地球温暖化防止の啓発や

エコライフ推進呼びかけ

地域通貨

地球温暖化防止月間（12月）に
地域通貨の一種である

「ECO通貨」を配布を開始

団体との更なる連携 施策15

共感ポイント
実績ある能動的な団体との連携

優良コンテンツを多く保有
ルートメディアとして機能
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チーム○○商店街
～地球規模で考えて、商店街で活動する～

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

全国商店街振興組合連合会
／各都道府県商店街振興組合連合会

買い物客

■チーム○○県との連動
コミュニティーを盛り上げる1つのネタとして
地球温暖化防止活動を勧める。

■人が動いてる感
チーム○○県にて人が動いてる感を出すため
に実際に人が集まって地球温暖化防止活
動する場所として。

・地域の宣言スキームの促進

全国商店振興

組合連合会

団体との更なる連携 施策16

各地の特色を生かした温暖化防止
コンテンツの作成が可能

共感ポイント
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マスメディア業界誌「広告」による

チーム・マイナス６％活動媒体社・担当者 応募コラム・特集

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

雑誌「広告」
チーム員媒体社

全国・各地域の媒体社、担当者

環境省の取組みを理解し、意気に感じ啓発活
動を率先して活動してくれた媒体社及び担当者
にフォーカスを当てて記事化する。

他媒体社の方々に、チーム・マイナス６％の先行
事例を提示し、水平展開を促進する。

各地域別に特化した媒体社企画の増加

雑誌「広告」
との連携

TM6への取組み
トップランナー

(媒体社、担当者)

マスメディア業界誌「広告」

コラム特集

他媒体社、担当者に水平展開・・・

スポークスマンとなる人たちへの
啓発と行動喚起につながる共感ポイント

団体との更なる連携 施策17
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高齢者の「環境キーパー」宣言

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

高連協、高連協参加の高齢者NGO

社会参画ニーズ
他世代との交流ニーズのある高齢者

■日本最大規模の高齢者NGOネットワーク高
齢社会NGO連携協議会（高連協）傘下のＮＧ
Ｏのうち、チーム・マイナス６％の趣旨に賛同した
NGOが、会員に対し、署名活動の形でエコアク
ション宣言を促す。

■宣言する際に、自分たちの声も集め、高齢者
が何を考えて行動しているか募り、メディアにPR。
1万人署名を目標にする。また、あわせて、実践
の為の実践のためのカードを制作し、日々携行
する、

・危機意識の醸成。
・チーム員登録の増加。

共感ポイント 誰でもCO2削減できる

高連協

【実践カード】

【環境キーパー イメージシート】

【地球温暖化対策発表記事】

団体との更なる連携 施策18
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（3）効果測定の実施

【計画詳細篇】
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各調査の調査項目（再掲）

一般調査一般調査 チーム員調査チーム員調査

サンプリング

サンプル数

対象者

調査目的

調査手法

普段の生活における地球温暖化防止活動の
実践度を測定する。

調査会社所有のインターネットパネル（全国
で会員数約４万名）から無作為抽出

インターネット調査

１２００人

日常の業務における地球温暖化防止活動の
実践度を測定する

全国の一般企業、従業員数50名以上

調査会社所有のビジネスマンモニター

インターネット調査

回収数：1000件

普段の生活における地球温暖化防止活動の
実践度、チームの活動状況を測定する。

チーム・マイナス６％個人登録者

チーム・マイナス６％個人登録者

インターネット調査

個人登録者のメール配信希望者の中の返信者

普段の生活における地球温暖化防止活動の
実践度、チームの活動状況を測定する。

チーム・マイナス６％企業・団体登録者

チーム・マイナス６％企業・団体登録者

インターネット調査

メール配信による調査の返信者

全国の１０歳以上の一般男女

1. 1. 一般個人調査一般個人調査 2. 2. 一般企業／団体調査一般企業／団体調査 3. 3. チーム登録個人調査チーム登録個人調査 4. 4. チーム登録企業／団体調査チーム登録企業／団体調査

調査内容
主な調査項目

メディア接触度
テレビ、新聞、ラジオ、雑誌、インターネットなど

エアコン／クーラーの使用状況
自動車の利用状況
今年の家電購入状況
「エアコン、冷蔵庫、洗濯機、食洗機、テレビ」の今年の購入状況、
購入理由
「エアコン、冷蔵庫、洗濯機、食洗機、テレビ」の省エネタイプの重視
度

地球温暖化問題および温暖化に関するトピックの認知
／理解度
地球温暖化問題の関心度
京都議定書の認知度

自分自身の温暖化防止貢献度

「チーム・マイナス６％」の認知度／登録状況
「チーム・マイナス６％」の認知度／情報源
「チーム・マイナス６％」の登録状況／非登録理由
「チーム・マイナス６％」HPの認知度／情報源

「ふんわりアクセル『eスタート』」の認知度／実践度
「ハロー！環境技術」の浸透度

「ハロー！環境技術」の認知度
「ハロー！環境技術」の認知をきっかけとした行動
「ハロー！環境技術」の広告浸透度

「レジ袋削減の推奨」の浸透度
「COOL BIZ」の浸透度
「WARM BIZ」の浸透度
６つの取組に関する個々の実践状況
個々の取組（取組１～６）の実践状況

主な調査項目
「チーム・マイナス６％」に関する参加実態の把握

「チーム・マイナス６％」の認知度
「チーム・マイナス６％」の情報源
「チーム・マイナス６％」の登録状況／非登録理由

ＣＯＯＬ BIZの実践状況の把握
「COOL BIZ」実践の有無
「COOL BIZ」の実施時期
「COOL BIZ」の実施理由
「COOL BIZ」の推進方法
「COOL BIZ」の実施後の影響度
「COOL BIZ」の非実施理由

オフィスでの冷房の使用状況の把握
冷房の平均利用時間
例年の冷房の設定温度

温暖化防止対策活動の実践状況の把握
現在行なっている温暖化防止対策活動
今後の行なっている温暖化防止対策活動

主な調査項目
自宅での冷房の使用状況の把握

夏場の冷房の設定温度
例年と比べた設定温度

地球温暖化問題および温暖化に関するトピックの認
知／理解度
地球温暖化問題の関心度
京都議定書の認知度

自分自身の温暖化防止貢献度

「チーム・マイナス６％」について
「チーム・マイナス６％」の情報源
「チーム・マイナス６％」の登録理由

ＣＯＯＬ BIZの実践状況の把握
「COOL BIZ」実践の有無
「COOL BIZ」の実施時期
「COOL BIZ」の実施理由
「COOL BIZ」の推進方法
「COOL BIZ」の実施後の影響度
「COOL BIZ」の非実施理由

６つの取組の実践状況の把握
取組１の実践状況
取組２の実践状況
取組３の実践状況
取組４の実践状況
取組５の実践状況
取組６の実践状況

主な調査項目
「チーム・マイナス６％」登録時に選択した組みの把握
各取組の実践内容

取組１
夏場の冷房の使用状況
冬場の暖房の使用状況

取組２～６
取組の推奨方法
取組の実践状況

取組の実践内容

ＣＯＯＬ BIZの実践状況の把握
「COOL BIZ」実践の有無
「COOL BIZ」の実施時期
「COOL BIZ」の実施理由
「COOL BIZ」の推進方法
「COOL BIZ」の実施後の影響度
「COOL BIZ」の非実施理由

WARM BIZの実践状況の把握
「WARM BIZ」実践の有無
「WARM BIZ」の実施時期
「WARM BIZ」の実施理由
「WARM BIZ」の推進方法
「WARM BIZ」の実施後の影響度
「WARM BIZ」の非実施理由

温暖化防止対策活動の実践状況の把握
現在行なっている温暖化防止対策活動
今後の行なっている温暖化防止対策活動

「チーム・マイナス６％」について
「チーム・マイナス６％」の情報源
「チーム・マイナス６％」普及のための啓発ツールの有無

※上記項目は平成17年度に
実施した調査内容。

平成18年度版に改訂予定

※上記項目は平成17年度に
実施した調査内容。

平成18年度版に改訂予定

※上記項目は平成17年度に
実施した調査内容。

平成18年度版に改訂予定
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「1.一般個人調査」 調査票詳細（※）

※06年7月実施分
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効果測定 「1.一般個人調査」 調査票（１）



Copyright © 2006 Hakuhodo All Rights Reserved. STRICTLY CONFIDENTIAL

効果測定 「1.一般個人調査」 調査票（２）
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効果測定 「1.一般個人調査」 調査票（３）
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効果測定 「1.一般個人調査」 調査票（４）
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効果測定 「1.一般個人調査」 調査票（５）
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効果測定 「1.一般個人調査」 調査票（６）



Copyright © 2006 Hakuhodo All Rights Reserved. STRICTLY CONFIDENTIAL

効果測定 「1.般個人調査」 調査票（７）

最後に、あなたご自身についてお伺いします。

F1．あなたがお住まいの都道府県を教えてください。

※プルダウンによる選択

Ｆ２．あなたの性別を教えてください。

1 男性

2 女性

Ｆ３．あなたの年齢を教えてください。

満　　　歳

Ｆ４．あなたは結婚していらっしゃいますか。

1 未婚

2 既婚

3 離別または死別

Ｆ５．あなたのご職業を教えてください。

1 中学生

2 高校生

3 大学・短大・専門学校生・大学院生

4 会社員（経営・管理職）

5 会社員（事務系）

6 会社員（技術、専門系）

7 会社員（労務、販売、サービス系）

8 公務員

9 商工自営業

10 自由業

11 パート・アルバイト

12 専業主婦

13 無職

14 その他

ＦＳ．（会社員、公務員、商工自営業、自由業の方へ）あなたは以下のいずれかに該当なさいますか。（あてはまるものを全てお選び下さい）

1 職場の温度調節をすることが多い

2 会社で使用する機器（ＯＡ機器、業務用機器など）の機種選定をすることがある

3 会社で使用・消費するエネルギーを管理している

4 職場の省エネルギー対策の担当者である

5 ひとつもあてはまらない

Ｆ６．ご自宅の住居形態を教えてください。

1 持ち家一戸建て

2 借家一戸建て

3 分譲マンション・集合住宅

4 賃貸マンション・集合住宅

5 社宅・官舎

6 その他

Ｆ７．あなたご自身を含めた同居家族人数を教えてください。

自分を含めて　　　人

ＦＳ．どなたと一緒に住んでいらっしゃいますか。あなたご自身から見た続柄でお答えください。（あてはまるものを全てお選び下さい）

1 夫・妻

2 父・母

3 祖父母

4 子供

5 孫

6 兄弟・姉妹

7 その他の方

8 ひとり暮らし

Ｆ８．あなたの日頃の行動／意識を振り返って、お考え下さい。以下に挙げられた項目について、あなたのお気持ちに最も近いものを

それぞれひとつずつお選びください。

Ｆ８．
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「2.一般企業／団体調査」 調査票詳細（※）

※05年8月実施分
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効果測定 「2.一般企業／団体調査」 調査票（１）
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効果測定 「2.一般企業／団体調査」 調査票（２）
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「3.チーム登録個人調査」 調査票詳細（※）

※05年8月実施分



Copyright © 2006 Hakuhodo All Rights Reserved. STRICTLY CONFIDENTIAL

効果測定 「3.チーム登録個人調査」 調査票（１）
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効果測定 「3.チーム登録個人調査」 調査票（２）
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「4.チーム登録企業／団体調査」 調査票詳細（※）

※06年2月実施分
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効果測定 「4.チーム登録企業／団体調査」 調査票（１）
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効果測定 「4.チーム登録企業／団体調査」 調査票（２）
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効果測定 「4.チーム登録企業／団体調査」 調査票（３）
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効果測定 「4.チーム登録企業／団体調査」 調査票（４）
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詳細篇 「その他の取組について」
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その他取組における連携企業・団体の拡大

取組2、3、6では消費者のタッチポイントに近いサービス、小売業等を通して、消費者への温暖化防止行動の啓発を
行います。

国国

「実
施
本
部
」設
置

＋

博
報
堂
（全
社
体
制
）

国
民

（※）

国
民

（※）

「各種団体」 「賛同企業」（実績） 「ﾌｫﾛﾜｰ賛同企業」（目標）

経済団体

賛同企業
賛同企業東京都トラック協会世田谷支部

(会員企業121社)

小売

ｴﾈﾙｷﾞｰ

ｻｰﾋﾞｽ

地域・団体

ﾒﾃﾞｨｱ

ﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞ
ﾁｪｰﾝ

平成18年度後期までに
既に連携準備のできている業界

平成18年度前期
迄に展開した領域

※
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
イ
）計
画
詳
細
の
個
別
施
策
を
参
照
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「その他の取組｣：および現時点での進捗状況

取組２・３・６

主要ﾏｲﾙｽﾄｰﾝ

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

平成18年度

施策 連携先

① 「水道利用を通じて温暖化を考えるチー
ム」を結成 交渉も含めた準備期間

環
境
省
主
体
事
業
（真
水
）

進捗
状況

○：協力依頼済
凡例 ◎：企画詳細内容検討中

△：交渉準備中

連
携
事
業

タ
イ
ア
ッ
プ
・

連
合
広
告
・事
業

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
ー

○

東京ガス
水道局

その他の賛同企業

平成19年度

② JAF「エコドライブ宣言」との連携
JAF、小売店
ファーストフード
レジャー施設

③運輸会社をキードライバーにした気づき
トラック協会
運輸各社

④時差出勤による渋滞の緩和 地方都市企業
工場

⑤お米をおいしく食べよう運動
小売

ガス会社
料理教室
料理雑誌

⑤世界水フォーラム情報の活用

マスコミ各位
各記者クラブ

日本水フォーラム

△

△

△

△

△

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

交渉も含めた準備期間

①

②

③

④

⑤

⑥
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「水道利用を通じて温暖化を考えるチーム」を結成

東京ガス・水道局・その他の賛同企業

ファミリー

ガス会社、水道局、集合住宅など、水の移
動に関してエネルギーを使っていることを訴求
できる企業・団体がチームを結成し、ネーミン
グや共通メッセージを開発し、それぞれのタッ
チポイントでの表示を実施。

その他の取組 施策①

チーム員登録者数の増加
ＣＯ２削減

賛同企業

と連携

※企業名は想定です。

「水」は移動させないと使えない
「水」は膨大なエネルギーが必要

「節水」＝水不足

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント エネルギーの大切さを感じること



Copyright © 2006 Hakuhodo All Rights Reserved. STRICTLY CONFIDENTIAL

JAF「エコドライビング宣言」との連携

JAF、小売店、ファーストフード、レジャー施設

ドライバー

JAFメイト会員に対し、「エコドライブ宣言」
（ふんわりアクセル「eスタート」）の会員になる
ことで、メリットを提供し、エコドライバーが徳を
する構造を作り出す。

その他の取組 施策②

チーム員登録者数の増加
ＣＯ２削減

賛同企業

と連携

■各店舗毎に、「ふんわりアクセル『eスター
ト』」推奨サービスが得られるように提携先
を広げていく（アクション内容は各店舗毎）

◎大型チェーンスーパー、家電量販店
◎ファーストフード、ファミリーレストラン
◎釣具店、スキー用品店
◎ゴルフ場、スキー場などのレジャー施設
◎ガソリンスタンド・カー用品チェーン店

■『ＪＡＦ ＭＡＴＥ』などで、「エコドライブ
宣言」（「ふんわりアクセル『eスター
ト』」）の会員になることで、提携先から推
奨サービスが得られることをＰＲ

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント
環境にいいことをすると気分も
いいし得になるし一石二鳥



Copyright © 2006 Hakuhodo All Rights Reserved. STRICTLY CONFIDENTIAL

運輸会社をキードライバーにした気づき

トラック協会
運輸各社

ドライバー

運輸会社にエコドライブ宣言をしてもらい、
車体にステッカーを貼ってもらうことで、道路を
走る一般ドライバーに気づきを与える。

さらに、エコドライブ実践企業による、エコドラ
イブ教室を開催し、チーム員に参加を呼びか
ける

その他の取組 施策③

チーム員登録者数の増加
ＣＯ２削減

賛同企業

と連携

地球温暖化防止のため、エコドライブ中です。

ステッカーの掲出

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント 地球にもやさしいし、事故の防止にもつ
ながるから一石二鳥
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時差出勤による渋滞の緩和

地方都市企業及び工場

自動車通勤ドライバー

自動車通勤の多い地方都市において、企業
及び工場への通勤者に対し、時差出勤を実
施することで、渋滞を緩和

その他の取組 施策④

チーム員登録者数の増加
ＣＯ２削減

賛同企業

と連携

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント 空気がきれいになってきたという実感

http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.trebian.com/archives/%E5%B7%A5%E5%A0%B4%E5%BB%BA%E7%89%A91.jpg&imgrefurl=http://www.trebian.com/archives/2005/09/post_32.html&h=306&w=400&sz=30&hl=ja&start=37&tbnid=7hN6xr9ChjeuoM:&tbnh=95&tbnw=124&prev=/images%3Fq%3D%25E5%25B7%25A5%25E5%25A0%25B4%26start%3D20%26ndsp%3D20%26svnum%3D10%26hl%3Dja%26lr%3D%26sa%3DN
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お米をおいしく食べよう運動

小売、ガス会社、料理教室、料理雑誌

グルメ嗜好のある人

土鍋をつかってガスで炊いたご飯のおいしさを
訴求。
余ったご飯は小分け冷凍し、電子レンジで解
凍、過熱することで、電気使用量を削減

その他の取組 施策⑤

ＣＯ２削減

賛同企業

と連携

小分けにして冷凍保存

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント ごはんのおいしさ再発見する
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世界水フォーラム情報の活用

マスコミ各位・各記者クラブ・日本水フォーラム

ファミリー

2006年3月にメキシコシティで開催される第4
回世界水フォーラムにマスコミ記者を招待し、
水に関する記事の露出とともに、水利用を通
じた温暖化問題の記事化をはかる。
マスコミ各社には、クイズネタの提供を行う。

その他の取組 施策⑥

チーム員登録者数の増加
ＣＯ２削減

世界水フォーラム

と連携

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

共感ポイント 水の大切さを改めて認識する
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おわりに

繰り返しになりますが、博報堂のご提案の最大のポイントは、

現・事業受託者ならではの知見とネットワークを持っているからこそ可能な

“最も効果的”にして“最も現実的”なプランであることです。

本事業を、９月１日以降も途切れ目なくスムーズに事業を進めるためには、

どの取組においても、多岐に渡る民間企業・各種団体との事前交渉が必要となります。

そのために、既に私共は現･事業受託者の責務として、

既に９月以降の連携協力要請を多方面に渡って展開しております。

さらには、正式にGoサインをいただければ、拡充した体制で一斉に動き出せる体制で臨んでおります。

よろしくご検討のほど、お願い申し上げます。
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